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　ある国に、雪のように白い肌をしたお姫様がいました。白雪姫という名のお姫様は、美しく成長しました。

　白雪姫の継母は、悪い魔女でした。魔女である王妃は夜ごと魔法の鏡に向かって「世界で一番美しいのは誰か」と問いかけます。いつもは「王妃様です」というのですが、その日、魔法の鏡は「白雪姫です」と答えました。

　王妃は、猟師に、白雪姫を殺すように命じました。

　猟師は、白雪姫を山の中に置きざりにしました。

　白雪姫は山の中で、七人の小人と出会い、一緒に生活しました。

　王妃は、魔法の鏡に向かって「世界で一番美しいのは誰か」と問いかけました。魔法の鏡は「白雪姫です」と答えました。

　白雪姫が生きていることを知った王妃は、毒林檎を作って老婆に化け、七人の小人の元を訪ね、白雪姫に毒林檎を勧めました。毒林檎を食べた白雪姫は息絶えました。

　小人たちは白雪姫の遺体をガラスの棺に入れ、お弔いをしました。そこに王子が通りかかり、白雪姫にキスをしたところ、白雪姫は生き返りました。

　白雪姫の結婚式で、王妃は赤く焼けた鉄の靴を履かされて、踊り狂って死にました。

　王子様と白雪姫は、幸せに暮らしました。

　めでたし。めでたし。











プロローグ　突然現れた「妹」









　白井雪生は、運が悪い。

　雪生は、ため息をつきながら帰路をたどっていた。

　──けっこうがんばったんだけどなぁ。

　今日は高校で、中間テストの返却があった。得意科目の英語だけは九十二点と高得点だったが、あとは平均点よりちょっといい、という程度の成績だった。

　今回はいい成績になるはずだという思いがあっただけに、この結果にはがっくり来る。

　──僕ってどうしてこう普通なんだろ。

　顔は悪くはないと思うが、取り立ててハンサムでもない。

　中肉中背で、太ってはいないものの、背は高くない。

　スポーツもそれなり。勉強も普通。英語が得意なのは、子供の頃、外国に住んでいたから。

　ようするに、至って平凡な男子高校生なのである。

　秘められた力に覚醒して世界の命運を握るヒーローになったり、ゲーム世界に入って勇者になって活躍したり、プールから現れたロボットに乗って戦ったり、そんなドラマチックな出来事は、アニメや漫画やライトノベルの中でしか起こらない。

　量産型に生まれついてしまった人間は、今日も明日も明後日も、ごく普通の日常が過ぎていくだけだ。

　──人生なんてこんなもんだ。生まれ持ったもので決まるんだ。努力しても努力しなくても、結果はたいして変わらないんだ。

　だが、それでいいのだろう。父のような仕事は大変だし、世界の命運も勇者もロボットも、自分でやると痛かったりつらかったりするだろう。

　平凡に生きていけばそれでいい。

　十七歳にして悟り顔の雪生だが、彼には望みがひとつあった。

　それなりに友達もいるし、学校もつまらなくはないのだが……。

　──誰かと一緒に住みたいなぁ。

　雪生はひとりっ子である。

　小さな庭がついた木造二階建てに、ひとりで住んでいる。

　母は十年ほど前に鬼籍に入った。通信社に所属している報道カメラマンの父は、クウェートだのイラクだのウクライナだの香港だのをうろうろしていて、日本にいるときのほうが少ない。

　──父さん、再婚しないかな。

　母がいて、かわいい小さな妹が、お兄ちゃん、なんて甘えてまとわりついてきたら、きっと楽しいことだろう。

　──いや、人間じゃなくてもいい。猫でいいんだ。どっかに猫が落ちてないかなぁ。ってか、彼女が欲しいなぁ。

　そんなことを考えながら、家に戻ってきたときのことだった。

　玄関に、西洋人形のような少女がいた。小ぶりのスーツケースに腰掛けて、足をぶらぶらさせている。女の子の年齢はわからないが、見た目年齢は中学三年生か高校一年生ぐらいだ。

　彼女は、不細工な黒猫のぬいぐるみを大事そうに胸に抱いていた。

　童話の中から抜け出たみたいな、かわいらしい女の子だ。

　不思議の国のアリスみたいなフワフワしたワンピースを着ている。肩を覆う金髪が夕陽を浴びて美しく輝いていた。金髪に留めた大きなリボンが、彼女をいっそう愛らしく見せている。

　彼女は立ちあがると、宝石のような瞳を見開いて雪生を見つめた。

　──オッドアイだ……。

　右目が青、左目が緑のオッドアイだった。神秘的な瞳が、うるうると揺れている。

　──コスプレ？　違うな。なんか本物っぽい。

　彼女は、コスプレにつきものの安っぽさがなかった。

　肌は雪のように白く、オッドアイにも金髪にも顔立ちにも透明感がある。彼女が漂わせる空気感は、まがいものではありえない。

　──天使みたいな女の子だな。

「えっと、何か用事でしょうか？」

　彼女は、生き別れの恋人に逢ったような表情を浮かべると、雪生に向かってふらふらと歩き出した。

　だがすぐ、つまずいて前のめりになった。胸に抱いていたぬいぐるみがぽとんと落ちる。

「危ないっ」

　思わず彼女の手をつかみ、引っ張って立たせた。

　彼女は、雪生の手のひらをまじまじと見た。

「アプフェル……」

「アップル？　ああ、これ？　生まれつきなんだ」

　雪生は、右手のひらに、林檎の形をした赤いアザがある。

　彼女の瞳がちかっと光った。吸いこまれそうなオッドアイにくらっとくる。身体の芯に静電気が走ったようだった。冷たいような熱いような戦慄にぶるっと震える。

　──なんだ？　この感じ？

　瞳が光るなんてありえない。気のせいだったのだろう。

　彼女は花がこぼれるような笑みを浮かべると、雪生にきゅっと抱きついてきた。

　弾力のある温かい身体が密着する。

　ほっそりしているのに、豊かに盛りあがった胸が、むにゅっと押しつけられる。

「お兄さま」

　かわいい声だ。

「わぁああああっ!!」

　雪生は悲鳴をあげた。

　お兄さまというのは僕のことなのか。

　ごく平凡な日本の男子高校生の僕が、この子の兄？　わけがわからない。

「逢いたかった。お兄さま。私はメイベルだ。よろしく頼む」
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　日本語だった。











第一章　誘惑のオッドアイと彼女の正体









　雪生は考えこんだ。

　思い当たるフシは、ある。

　父は通信社の記者だ。より正確に言うと、報道カメラマンである。

　昔は父の転勤のたびに家族総出で引っ越していた。雪生はアメリカ生まれアメリカ育ちだ。父がワシントン支局に赴任中のとき、ポトマック病院で生まれた。雪が降っている日に生まれたからと、雪生と命名したのも父だ。

　父は、外国で恋人を作っていたのか。

　その恋人の娘が目の前の彼女なのか。

　天使のような美少女は、雪生にきゅっと抱きついて、頬をスリスリさせて甘えてくる。さらさらの金髪が雪生の首筋に当たってくすぐったい。体臭だろうか。甘くさわやかな匂いがしている。

　お姫様みたいな美少女にハグされる心地よさと温かさにぼうっとしていたとき、ケータイが鳴った。

「わぁっ」

　雪生は、驚きのあまり背後に飛び退った。

　父の昭夫からの電話だった。

「父さん。いま、どこ？」

「ドネツクだ」

　ロシアとウクライナの紛争地帯だ。

「メイベルって名前の西洋人の女の子がやってきて、妹だって言ってるんだけど」

「おー。ちゃんと到着したんだな。ひとりで飛行機に乗せるのは不安だったんだが。よかったよかった。メイベルちゃん、しっかりしているなぁ」

「父さん、浮気してたのかよっ!?」

　この子の見た目年齢は中学三年生か、せいぜい高校一年生というところ。

　かりに十六歳だとしたら、母が生きていたときに交際していたことになる。母は十一年前に死んだのだから。

「浮気なんかしてないぞ。父さんは母さんひと筋だぞ。メイベルちゃんを養女にしたんだ」

「拾ったのかよ？　猫じゃないんだぞ」

「国籍不明の子供を引き取るには、養女にするのがいちばん簡単なんだよ。手続きはこっちで全部やったから、人助けと思って世話してやってくれ。賢い子なのに、難民キャンプにいてかわいそうだったからな」

　雪生は違和感を抱いた。

　父は、カメラマンの仕事は現実を写すことであり、いちいち同情していては仕事にならないと言っていた。人ひとりを助けるより、たくさんの人に知らせることが、より多くの人たちを救うことになる。それが父の、報道カメラマンとしての信念だったはずだ。

「父さんらしくない」

「だな。まあ、いいじゃないか。その子はもう、白井・クリスティン・メイベルだ。日本語もできるし、利発な子だよ。高校へ行かせてやってくれ」

　そのとき、電話の向こうでパンパンと発砲音がした。

　悲鳴と衝撃音が交錯する。ロシア語と英語の叫び声。何かが壊れたような重苦しい音。女の悲鳴。

「うわぁあっ。ドネツク警察のやつ、は、発砲しやがったっ！　なんてことしやがるっ」

　通話がブチッと切れた。

「父さん……っ!?」

　雪生は呆然としてケータイを見つめた。

　──心配だな……。

　いつものことだから気を揉んでも仕方がない。雪生にできることは何もないのだ。

　父は、シャッターチャンスとばかり、写真を撮りまくっているのだろう。

　──父さんはほうっておくしかないんだけど、問題は……。

「メイベルちゃん、部屋に入ろうか」

　雪生は、黒猫のぬいぐるみを拾い、土埃を払ってから彼女に渡した。とぼけた顔立ちのぬいぐるみだった。真ん丸の金色の瞳と、首に巻いている金のリボンが、黒一色のアクセントになっている。こんな顔をしたゆるキャラがどこかにいそうだ。

「メイベルと呼べ。お兄さま」

　少女らしいかわいい声で、エラソウに話すところがおもしろい。メイベルの日本語の先生は、年配の男性だったのだろうか。

　リビングに入ると、電話機のボタンが明滅していた。

　ファックスが来たことを知らせるボタンだ。父からの書類らしい。インターネット環境が整っていない場所にいるとき、連絡手段はケータイとファックスになる。

　ファックスに紙をセットしてから、亡母の部屋に入り、雨戸を開けた。

　とりあえず彼女の部屋が必要だ。ベッドも布団もあるとはいえ、ずっと閉めきっていたからほこりっぽい。

　布団を干してシーツを替えて部屋の掃除だ。母親の私物も片付ける必要がある。十一年前の化粧品など、捨てるしかないだろう。

「手伝うぞ。お兄さま。なに、気にするな。私は妹なのだからな」

　いきなり妹だと言われても、どうしていいかわからない。

　メイベルは悪く言えばエラソウ、よく言えば高貴な雰囲気がある。気後れするほどの美少女なのだが、驕慢というよりかわいい感じだ。いたいけで、天使のように愛らしい。

「僕は布団干してくるから、メイベルははたきをかけて、掃除機をかけてくれ」

「ハタキ？」

　メイベルは、大きな瞳を見開いて小首を傾げた。

「あっ。そうか、知らないんだ。……ダスター（はたき）、ぽんぽん、ほこり、落とす。バキュームクリーナー（掃除機）、床。ごみ、ほこり、吸い取る」

　雪生は、はたきで棚だの鏡台だのをパタパタしてから、掃除機のコードを引っ張ってコンセントに差しこみ、スイッチを入れて動かして見せた。

　子供の頃の海外暮らしのおかげで、実演しながら単語を並べて説明すると、文化の違う人にも伝わりやすいことを知っている。

「きゃあっ。このダスター、スイッと拭くとほこりが取れるぞ。おもしろいなぁ。カッツェのしっぽより役に立ちそうだ」

　彼女は、瞳をくるくるさせてはしゃいだ。

　すましているとお姫様のように近寄りがたい雰囲気なのに、口を開くと雰囲気が変わる。

「カッツェってその猫のことか？」

「そうだ。私の友達だ」

「あはは。そうか。ぬいぐるみが友達か」

　──この子、かわいい。

　西洋人そのものの外見と、なめらかな日本語。エラソウな言葉遣い。珍しい物を見てはしゃぐ少女らしいかわいさ。

　落差の大きさがメイベルの魅力になっていて、見ているだけで楽しい。次はどんなことをしてくれるのだろうかという楽しみがある。

　布団を干し、掃除機をかけている彼女に新しいシーツを渡し、説明してからリビングに戻ると、ファックスが終わっていた。

　電話機が吐き出したファックス用紙には、見慣れない文字が並んでいる。

「ロシア語だな。こっちは英語か。読みにくいな」

　ひとり暮らしが長いせいで、クセになっている独り言を言いながらファックスされた書類を読む。

　ロシア語と英語の書類だった。ロシア人が書いたのか、英語はスペルミスがあって読みにくいが、高校の編入届けらしい。「IQ145」と書いてあるが、知能指数のことだろうか。

　雪生はケータイで父に電話をした。

「おー。雪生か。書類ついたかー」

　ガコンガコンと派手な音がしている。

「ついた。いまどこ？」

「ウクライナ軍の装甲車の中」

「捕まったのか？」

「まさか。助けてもらったんだ」

「気をつけろよ。父さん」

「わかってる。報道カメラマンの仕事は生きて写真を撮ることだ。危険な目に遭いそうになったらさっさと逃げるよ」

「ＩＱ百四十五って書いてあるけど、これ、知能指数？」

「ああ。知能指数っていうのは、普通の人間の場合、百前後なんだそうだ。メイベルちゃん。百四十五だろ？　東大生の平均で百三十だから、メイベルちゃんは相当だよ」

「天才少女なんだね」

「大学で勉強させてもいいんだが、日本に慣れる意味でも高校からはじめるのがいいんじゃないかって思ってな。手続きのほう、よろしく頼む」

「この書類持って、メイベル連れて、うちの高校に行けばいいわけか？」

「よかったなぁ。雪生、美人の妹で同級生ができたぞー」

「よくないよ。困る」

「私がいると困るのか？」

　背後でかわいい声がした。

「じゃあ、また」

　電話を切って振り返る。

「私がいると迷惑なのか？」

「迷惑じゃないよ」

　とっさに頭をぽんぽんしたのは、彼女が泣きそうな顔をしていたからだ。すがる瞳で見上げられて、じゃけんにできるわけがない。

　──そっか。この子。難民キャンプってことは、天涯孤独で、ひとりで日本に来て、頼れる人間は僕だけなんだ。

「迷惑って言うより、困惑しているって感じかな。いきなり妹だって言われてもピンと来ないし」

　正直に言うと、メイベルが頭を下げた。

「すまない。許せ」

「君が謝るようなことじゃないよ。……ところで、日本語は誰から教えてもらったんだ？」

「誰も。難民キャンプの娯楽ルームに、オオオカエチゼンのＤＶＤがあったからそれを見て覚えた。文字は援助物資の梱包材になっていた日本の新聞だ」

　メイベルの時代めいた日本語は、大岡越前ゆずりらしい。拙者とかかたじけないとかそれがしとか言わないだけよしとするべきだろう。

「さすがＩＱ百四十五だな。メイベルはどこの国の人で何歳なんだ？」

「わからない」

「そっか、わからないか……って、えええ？」

「何も覚えておらぬのだ。覚えていたのはメイベルという名前だけだ。気がついたときには、クリスティン難民収容所に保護されていた。年齢は、書類に十六歳とあったから、十六歳なんだと思う」

　──かわいそうに。記憶喪失なんて、ショックなことがあったんだろうか。こんなに若いのに、苦労したんだ。

「天涯孤独だったから、お兄さまができてうれしい」

　メイベルは雪生の手を取ると、頬に当ててスリスリした。手のひらの林檎のアザにキスをされてどぎまぎする。

「アプフェル……」

　かすかな違和感を覚えたが、それはきっと、平和な世界で生きてきた人間のおごりなのだろう。

「そっか。わかった。大変だったんだな。ゆっくりするといいよ」

　美少女で知能指数が高いのに、生まれた場所が紛争地帯だというだけでひどい目に遭ってきたなんてかわいそうだ。

　雪生は、迷い猫を保護している気分になってきた。それも、子猫ではなく、年寄りの猫だ。メイベルの時代めいた言葉遣いのせいかもしれない。

　メイベルのお腹がグーッと鳴った。

「あはは、お腹減ってるんだ？　何か作るよ。和食、口に合うかな？」

「ワショク？　食べたことはないが、私はなんでも食べるぞ。難民キャンプのまずい食事に比べたら、どんな料理だってごちそうだ」

　メイベルは胸を張った。

　ほっそりしているのにそこだけ豊満な胸がぷるんと揺れる。

「まぁ、そこまでひどくはないと思うけど」

　ひとり暮らしだから、自分の食べる分は自分で作る習慣がついている。簡単なものしか作らないが、まずくはないはずだ。

「でも、先に、部屋の掃除だな」

「終わったぞ」

「ええ？　いくらなんでも早すぎるだろ？　シーツ替えたか？」

「ああ。ハタキと掃除機をかけてシーツを替えた」

　雪生は母の部屋に急いだ。

　母の部屋は、綺麗に片付いていた。不細工な黒猫のぬいぐるみが、ベッドの上でうつぶせになっている。

「……ほんとだ……」

　違和感が大きくなる。

　──気のせいだ。うん。

　ありえないほどの早さだが、メイベルは掃除が得意なのだろう。

「服や本や化粧品は触ってないぞ」

「母のなんだ。片付けてしまおう」

　クローゼットとタンスの中の、母の服を出して段ボール箱に入れる。十一年前の化粧品は燃えないゴミだ。

　この部屋は、母が死んでから時間が止まっていた。その時間が、ようやく流れ出した。

　妹になった女の子が使うのだ。母も歓迎してくれるに違いない。

「スーツケースの中の洋服、ここにかけてくれ。この部屋は今日から、メイベルの部屋だ。僕はご飯を作るから、メイベルは部屋を整えてくれ」

　雪生は、違和感をふりほどくようにして明るい口調で言い、キッチンに戻った。

　炊飯器をセットし、お味噌汁を作りながら、食器を拭いて食器棚に片付けたり、洗濯物を畳んだり、床にモップをかけたり、軽く家事をする。

　ひとり暮らしというものは、なまけるとたちまちゴミ屋敷になってしまう。こまめに片付けるのが、居心地よく過ごすコツだ。

　ご飯ができたので、メイベルを呼びに行く。

　ドアは半開きになっていて、ベッドに腰掛けている彼女が見える。

　彼女は黒猫のぬいぐるみを抱きしめて、外国語で話しかけていた。

　──うわぁ。かわいい。

　ぬいぐるみに話しかける金髪にオッドアイの女の子。童話のワンシーンみたいな光景に、雪生は話しかけるのも忘れて見とれてしまう。

　口を開くとエラソウになる彼女だが、ぬいぐるみとおしゃべりをしている彼女は、年相応の愛らしさがあった。

　英語ではない。何語だろう。これはロシア語？　違う。ドイツ語だ。メイベルが雪生の手のひらのアザを見て言ったアプフェル（林檎）という言葉も、あれはドイツ語ではないのか。

　──え？　あれ？

　メイベルのかわいい声に混じって、誰かの声が聞こえてくる。

　男とも女ともつかない、ささやくような低い声。

　雪生は周囲を見渡した。テレビやラジオやケータイから音声が出ているのではないかと考えたのだ。

　ドイツ語の声は、ぬいぐるみから聞こえてくる。

　──お化け？　

　はじめに感じたのはそれだ。

　だがすぐ、内部に音声センサーが組みこまれたハイテクぬいぐるみなのではないかと気がつく。

　雪生ははーっとため息をついた。怖がった自分がおかしい。

「メイベル、ご飯できたよ」

「かたじけない」

　メイベルは、ぬいぐるみを大事そうにベッドに置くと、ぱっと華やかな笑みを浮かべて立ちあがった。

「ぷっ」

「何がおかしい？」

「えっと、その。かたじけないっていうのは、古めかしい言葉だと思うよ」

「そうか。では、どう言えばいいのだ？」

「うーん……ありがとう、かな？　わかった、かな？」

　雪生は考えこんだ。かたじけないの現代語訳なんてわからない。

「調べておくよ」

「かたじけない」

「……あははっ」

　雪生は笑い転げた。腹筋が苦しい。メイベルと一緒だと楽しい毎日が過ごせそうだ。
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「おいしいっ。くーっ。なんておいしいのだっ」

　金髪にオッドアイの美少女が、わかめの味噌汁をすすり、冷や奴をお箸で不器用につまんで口に運び、笑み崩れている。違和感のある光景だ。

「このスープ、はじめての味だが、おいしいではないかっ！　この四角くてぷるぷるしたものもおいしいぞっ。ご飯というのは味がないのかと思うていたが、よく噛めば、ほんのり甘いのだな。これはなんの豆だ？」

「枝豆。塩ゆでしてあるんだ」

　居酒屋の肴のようなメニューだが、雪生はよく食卓に乗せる。冷凍枝豆をレンジでチンしたら食べられるので簡単だ。

「ふむ。殻付きというのが珍しいな。この、ぷちっと出てくる食感がたまらぬ。……ああっ、長生きはするものだなぁっ!!　こんなおいしいものが食べられるなんて思わなかった」

「メイベルって、十六歳ぐらいだろ？」

「うっ。十六年間の人生の中で、い、いちばんおいしいと申しておるのだ。記憶があるのは、ここ半年ぐらいだが」

「かわいそうに……。苦労したんだな」

「同情するではない。私をなんだと思っているのだ？　無礼者っ。私は……あぁっ、だ、だめだ。これ以上口にしてはならぬ」

「かたじけないとか無礼者って、大岡越前で覚えたのか。日本語のテキストに大岡越前は不向きだな」

「ふんっ！　私は日本に来てびっくりしたわっ!!　なぜ、キモノを着ないのかっ。お兄さまも、そんな短い髪をして。ちょんまげのほうがクールであろう」

「あははははっ。あれはドラマだよ。作り物の世界なんだ」

「むぅっ！」

　メイベルは枝豆を投げつけた。

「うわっ」

　雪生は、顔に向かって飛んできた枝豆をキャッチした。

「ど、どうしたんだ？」

　知能指数の高い天才少女なのに、ドラマが作り物だと言ったら怒るなんて、大岡越前がよっぽど好きなのだろうか。

「ふんっ！」

　メイベルが盛大にそっぽを向いたとき、彼女の肘がコップを倒した。メイベルのワンピースの胸元が濡れる。

「あっ。ごめんっ」

「よい。雪生は悪くない。コップを倒したのは私だ」

　メイベルは立ちあがった。

　胸からお腹にかけて、濡れた服が肌に張りつき、乳房のふくらみを透かせている。ブラジャーの線がはっきり見えて扇情的だ。

　透けブラが、こんなにも破壊力があるなんて思わなかった。

「ちょっと寒いな……」

　彼女は、両腕でお腹を抱き、横を向いて目を伏せると、ぶるっと震えた。

　どきっとする光景だった。金色の長いまつげが、ブルーダイヤモンドとエメラルドの瞳を神秘的に彩っている。

　──なんだよ。なんでこんなに色っぽいんだよ……。

　メイベルは絶世の美少女だ。不思議の国のアリスみたいな外見に、時代めいた話し方。天才少女。そして妹。そういう対象として見ることさえできない女の子のはずだ。

　なのに、雪生が手を出すことさえ可能な、小さくて弱い存在に見えた。

　雪生は、深呼吸して、欲情を追い出そうとした。

「き、着替えたほうがいいよ。メイベル。着替えがないなら何か貸すから。そ、そうだ。タオルいるよな。はい」

　タオルを渡そうとした雪生の手と、受け取ろうとしたメイベルの手が触れた。メイベルは、雪生の手首を握ると、指先で手のひらの林檎のアザをなぞった。

「アプフェル」

　手のひらに走ったくすぐったい感触に、ゾクッと戦慄が走る。

　──だめだ。何を考えているんだよ、僕！  妹なんだぞ。

　手をふりほどこうとするのだが、身体の奥で生まれる熱が、雪生の行動を阻害する。

　メイベルは、雪生の手首をつかんで引っ張ると、胸にタッチさせた。タオルがぱさっと落ちた。

　コップの水を浴びた服は、しっとりひんやりしているのに、その奥には体温と心臓の鼓動が感じられる。

「メイベル、あの……そ、その……」

「黙れ」

　メイベルのオッドアイの瞳を見ていると、吸いこまれそうな気分になる。彼女の瞳がちかっと光った、ような気がした。

　静電気に触れたみたいにビリッと来た。

　──あれ？　なんだろ？　これ？　メイベルとはじめて逢ったときも、こんな感じだった。

　あのときは気のせいだと思っていたのだが、気のせいではなかったのか。

　雪生は、おずおずと乳房を揉んだ。胸乳のふくらみは、ふんわりやわらかいのに、ぷにっとした弾力があり、グレープフルーツのように瑞々しく実っている。

「あっ……あぁ……」

　メイベルがせつない声をあげる。目の縁が赤く染まり、頬が上気してセクシーだ。

　──どうしよう。だめだ。止められない。

　雪生は服越しに、彼女の乳房をぷにぷにと揉んだ。やわらかいのに指をはじき返してくる感触は独特だった。じかに揉みたくなってしまう。

「あぁ、んっ……んん……ナイン（いやだ）」

　メイベルは、怖そうに後ずさり、眉根を寄せて首を振った。彼女がいやがるそぶりを見せたことで、よけいに興奮が募ってしまう。

　──どうしたんだ、僕は？　

　雪生は、ごく普通の男子高校生だ。至ってまともな正義感を持っているはずだ。

　はじめて出会った女の子に手を出すような、そんな男じゃなかったはずだ。

　メイベルは、キュッと唇を噛むと、自分からフローリングの床に仰向けになった。

　そして、来て、というふうに両手を広げた。

　気後れするほど美しい、お姫様のような彼女が、雪生を誘っている。

　思考力が低下していた。身体が熱く、激情が荒れ狂う。まるで催眠術にかけられている気分だった。

　雪生は、彼女に覆いかぶさった。

　メイベルは、骨がないほどにやわらかい。彼女の心臓の鼓動と体温が服越しに伝わってくる。

　ほっぺにキスし、うなじに唇を寄せた。ふっと耳に息を吹きかけると、メイベルの身体がビクンッと震える。

「んっ……あぁっ……は……はぁ……」

　襟元のボタンを開けるのがもどかしい。襟をバッと開くと、ボタンがぶちぶちっと音を立てて弾け飛んだ。

　破れた襟のあわいから、真っ白なふくらみがのぞく。それはケミカルレースの白いブラジャーから、こぼれそうなほどふっくらと盛りあがっている。

　手も足も細くて長く、発展途上の硬さを残しているのに、胸乳のサイズだけが大人並みだ。そのバランスの悪さが、不安定な年代の少女らしくて劣情をけしかける。

　雪生は、ブラジャーの真ん中を探った。だが、フロントホックではないらしく、つなぎ目が見つからない。仰向けになっている彼女から、背中のホックを外すのは、雪生には無理だ。ブラジャーのカップの中に手を入れて、乳房を引っ張り出した。

「んっ……んんっ……あぁっ」

　下乳がブラのカップに押さえられて、胸がいっそう大きく見える。小さな乳首が、ピンクの乳輪の頂点で尖っていた。

　──おかしい。僕らしくない。操られてるみたいだ。

　──操られる？　誰に？　メイベルに？　なんでメイベルが僕を誘惑しなくちゃならないんだ？

　彼女の気持ちがわからない。

　喜んでいるのか困っているのかいやがっているのか。

　雪生の心は混乱しているのに、下半身は興奮しっぱなしで、乳房を揉む手にどんどん力が入ってしまう。

「うっ……あぁっ、痛い……っ」

「あっ、ご、ごめんっ」

「そっとやってくれ」

　雪生はほっとしていた。メイベルが「やってくれ」と言ったことで、同意を得た気分になったからだ。

「その、いいの？　その、今日逢ったばかりで、……君の、お兄さんなんだよ」

　逢ったばかりで、妹という実感はない。ましてメイベルは、お人形さんのような西洋人だ。年齢は雪生より下のはずなのに、エラソウな口調の天才少女。

「かまわん。やれ」

　雪生は笑い出しそうになった。メイベルらしい反応だ。

「わかった。やるよ」

　胸乳の谷間に顔を埋め、甘い肌の匂いとぷるぷるの感触を楽しんだあと、胸乳を下から絞りあげるように揉みながら、乳首をちゅるっと舐めた。

「気持ちいい？」

「んっ……いいぞ、気持ちいい……」

「そっか、よかった」

　ほっとした雪生は、彼女の乳房をぷにぷにと揉みながら、乳首を舐めて、ちゅっと吸っては離すことを繰り返した。

　乳首を吸うとき、彼女の身体がビクンッと震える。反応してくれるとうれしくなる。

「あぁ、チクチクする……」

　髭剃り痕のざらざらが気持ちいいらしい。

　雪生は、顎を胸の谷間にすりつけた。

「あっ、あぁっ……んっ、んっ……」
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　メイベルは、びくびくっと身体を震わせる。腋の下や脇腹のあたりを指先でタッチしたり、乳首をつまんだりを繰り返す。

　やがて、彼女の感じるところがわかってきた。

　メイベルは、脇乳と乳首が気持ちいいらしい。

「あぁっ、気持ちいい……」

　──かわいい。

　雪生のつたないペッティングに、反応を返してくれる彼女がいとしい。これがはじめての体験で、女の子を悦ばせるテクニックが雪生にあるとは思えないのに。

　雪生は、メイベルのスカートに手を入れた。

　ぬくぬくの太腿の、すべすべした感触を楽しみながら、手を股間へと滑らせていく。

　つるつるした太腿が、しっとりと湿り気を帯びてきた。

　ショーツの奥底は、透過した蜜液でしっとりと濡れていた。

「濡れてる」

「そのような、ことを、申すなっ」

　メイベルは、頬をかっと赤くすると、恥ずかしくてたまらないとばかりに身体をびくっと震わせた。

　雪生はすっかりうれしくなった。

　ワンピースをウエストのあたりまでめくりあげる。

　ぷっくりした秘唇を包む真っ白なショーツが見えた。脇にレースをあしらった大人っぽいデザインのショーツだった。

「えっと、そ、その……と、取るよ……」

「いいぞ」

　ショーツをめくり下ろす。

　ピンクの秘部が現れた。一瞬、無毛なのかとドキッとしたが、ヘアが金髪だから、秘裂が透けて見えるのだとすぐに気がつく。

　ぷくぷくしてやわらかそうな秘唇だ。真ん中にスリットを通した楕円のゴムマリのような秘部を、金髪のヘアが飾っている。

　秘裂はぴったり閉じて、フードに包まれたクリトリスがほんの少しのぞいている。

　割れ目は興奮でピンクに染まり、蜜液で濡れて光っていた。

「ああ、見るな。は、恥ずかしいではないかっ」

　ショーツを下ろすのは困難だった。メイベルが、太腿をくっつけて秘部を隠そうとするからだ。

　くるくるによじれて紐のようになったショーツを、膝小僧からふくらはぎへと移動させ、足首から引き抜く。

　雪生はそのまま彼女の足首を持つと、ぐっと押した。膝小僧が乳房に当たるほど深く倒してから、ぐっと左右に開く。

「あっ、ぁあっ、はあぁ……っ、見るな……」

　はじめて見た秘部は、かわいらしい形をしていた。下肢を開いたポーズなので、大陰唇が左右に引っ張られて秘裂が丸見えになっていた。

　コンビニで売っている肉まんを楕円にして、真ん中に切れこみを通したみたいな、ぷくっとしたかわいい形だ。

　二枚の花びらが形作る杯の奥から、蜜液がこぽりと湧きだし、会陰を伝って太腿のほうへと滴っていく。

「さ、触って、いい？」

「し、知らぬ。勝手にやれっ」

「怒ってるの？」

「恥ずかしいだけだっ！」

　雪生は、彼女の足を床に置き、膝を立たせると、花びらをめくり返した。

　みっしりとヒダを集めてすぼまった膣口から、とろとろと愛液があふれ出す。まるで、雪生を歓迎してくれているみたいだ。

　粘膜の繊細な感触と、指を濡らす熱い蜜液にドキドキする。

　フードに包まれた秘芽を、指先でちょんとつつくと、クリトリスが急に大きさを増してぷくんとふくれた。包皮が根元に丸まって、ルビーのような芯をさらす。

「うっ」

　興奮がかぁっとふくれた。

　さっきから高ぶりっぱなしのペニスを苦労して取り出し、先走り液で濡れているそれを、自分でこすってさらに勃起させてから、彼女に覆いかぶさる。

　肉茎に自分の手を添え、亀頭をスリットに当て、ドキドキしながら力をこめるが、なかなか奥に入らない。秘裂のぬるぬるとした熱い感触に、今にも射精してしまいそうだ。

「うっ、うぅ……」

　雪生は泣きそうになった。メイベルもはじめてだから、雪生がリードしなくてはいけないのにうまくできない。

　──メイベルははじめてなのか？

　彼女に誘惑されて、雪生はメイベルを押し倒した。

　メイベルは、身体を売りながら生きてきたのではないのか。

　難民キャンプにいた国籍不明の記憶喪失の女の子だ。

　彼女を性的な目で見る卑劣な男たちが、未成熟な彼女の身体をお金に換算したとしても不思議ではない。

　雪生を誘ったのは、メイベルのお礼のつもりではないか。

　──そんなお礼、いらない。僕は卑怯な男なんかじゃない。

　興奮が萎えた。

　雪生は、身体を起こした。そして服を直す。

「ど、どうしたんだ？　しないのか？」

「セックスは、好きな相手としたいんだ」

　メイベルが娼婦だったとしても、雪生には責めることはできない。だが、セックスすることはできなかった。

「私が嫌いなのか？」

「君は嫌いじゃない。でも好きでもない」

　童貞の潔癖さが、きつい言葉になって飛び出した。

　少女娼婦だったかもしれない美少女の、たくさんいた相手のひとりとしてセックスするよりは、容姿なんてほどほどでいいから、雪生が好きで雪生を好いてくれる女の子とセックスしたい。

　それに、メイベルがお礼のつもりで誘惑したのなら、それは彼女がかわいそうだ。

「僕は、君の弱みにつけこむような、卑怯なことはしたくない」

　メイベルは右が青、左が緑の大きな瞳を見開いて雪生を見上げていたが、あきらめたように身体を起こすと、落ちていたショーツに足を入れ、胸元をかき合わせた。

　襟元のボタンがはじけ飛んだワンピースは、横に裂け目ができていて、雪生の罪悪感を抉った。

「娼婦みたいなこと、しないでくれ。ここは日本だ。君は妹だ。僕は兄として、無条件で、君を守る」

「わかった。お兄さま」

　メイベルは食器を重ねて流し台に持っていき、そそくさと洗うと、部屋に戻った。

　襖を閉める音が、パタンと響いた。

「あーっ、くそっ!!」

　雪生は、ガシガシと頭を掻いた。

「出会ったばかりだから、好きとか嫌いとかわからない」と言いたかったのに、「君には関心がない」とばかりの言い方をしてしまった。

　──なんでそんなキツイこと言うんだよーっ。僕ーっ。

　さっきまでメイベルがいたリビングは、やけに広くて、ひんやりとして寒々しい。

　雪生は、冷えてしまっておいしくない残りのご飯をモソモソと食べた。

　食器を洗い、家事の続きを終わらせ、宿題をしてから風呂に入る。

「ふぅ」

　雪生は湯船に身体を沈め、お湯が肌に染みる感触を楽しみながらため息をついた。

　──メイベルにもお風呂に入るように言うべきだよな。でも、日本式のお風呂に入ったことはないはずだし。使い方を説明するの、恥ずかしいな。

　──それに、なんだか、気まずいし。

　雪生はかぁっと顔を赤くさせた。

　あれはいったいなんだったのだろう。いきなりカーッと来て押し倒してしまった。そんな行動力が雪生にあるはずないのに。まるで魔法にかけられたみたいだった。そして、唐突に興奮が引いた。

　メイベルは好きでも嫌いでもないと言ったが、彼女は魅力的だ。かわいい外見とエラソウな言葉遣い。白い肌に金髪。青と緑の神秘的な瞳。

　それに、男の興奮を誘ってやまない、やわらかくて温かい身体。

　──メイベルのおっぱい、でかかったなぁ……。

　まだ手のひらには彼女の乳房の感触が残っている。乳首の味は、小指を舐めているのと大差なかったが、舐めるたびに硬く尖る感触が珍しかった。

　ペニスが反応した。

　雪生は、肉茎に指をからめた。

　──オナニーなんてするぐらいなら、メイベルとセックスしたらよかった。どうせメイベルははじめてじゃないんだろうし。

　──だめだ。そんな考え方。メイベルに失礼だ。

　雪生は考えまいとして、ペニスにからめた手を前後にしゅっしゅっと動かして自慰行為にふけった。




☆




　そのころ、メイベルは、自分に与えられた部屋のベッドに腰掛け、胸に抱いた黒猫のぬいぐるみを抱きしめ、頬ずりをしていた。

「襟を直してくれてありがとう。カッツェ」

　ドイツ語で黒猫に話しかける。

「造作もない。私のほうが、メイベルよりたくさんの魔法が使えるからな」

　黒猫が答える。男とも女ともつかないくぐもった声だ。雪生に破られたワンピースの襟は、元通りになっている。

「私が使える魔法はひとつだが、恐ろしく効くぞ」

「あの少年には、メイベルの魅了の魔法はほとんど効かなかったようだが？」

「カッツェは相変わらずいじわるだな」

「何がいじわるなものか。応援してやっているだけだ」

「だったら手伝え。二百年越しの悲願なのだから」

「手伝ってやったではないか。襟の破れも直してやったし、部屋の掃除もしてやっただろう。あの少年を篭絡するのはメイベルの役割だ。ようやく見つけたアプフェルだ。がんばるんだな」

「ふんっ。わかっておるわ。そのようなこと」

「まぁ、おまえは、色気に乏しいからのう。リヒルデ王妃はセクシーな女だったのにのう」

　黒猫のカッツェはあくびをした。

「二百年も前のこと、よく覚えているものだ。私は忘れてしまったというのに」

「リヒルデ王妃は、死ぬ寸前、残った魔力を振り絞ってメイベルを生み出した。メイベルが覚えていなくても当然であろう」

　リヒルデ王妃は、継子の姫の婚礼の席上で、真っ赤に焼けた鉄の靴を履かされ、踊り狂って死んだ。

　メイベルが覚えているのは、リヒルデ王妃が死の舞踏を踊っているときに見た、石造りのお城の壁、ひどい光景に顔をそむける文官や武官たち、嗚咽をこらえて涙を流すメイドたち。

　そして、苦しむ王妃を見て笑いさざめきながら料理を食べる、王子と姫の醜悪な笑顔。

　その姫の名前は白雪姫。

　雪のように白い肌をした絶世の美少女。

　リヒルデ王妃は、愛する夫の忘れ形見である白雪姫を愛しんで育てていた。魔女である王妃は、子供を生むことができない。だから自分の子供のように白雪姫を愛した。

　白雪姫が病気になったとき、自分の魔力を注ぎこんで作った林檎を彼女に食べさせ、病気を治癒させた。

　白雪姫は元気を取り戻したが、姫は王子に訴えた。

『リヒルデ王妃は魔女です。魔法で殺されかけました。国家を傾けようとする悪人です。王子様、どうか私を助けてください』

　白雪姫は、贅沢をいましめ、ことあるごとにいい女王になれと薫陶を垂れる継母がうとましく、排除するチャンスをうかがっていたのである。

　リヒルデ王妃は、夫の残した王国を守ろう、継子を立派な女王に育てようとして一生懸命だったのだが、心のねじ曲がった白雪姫に、王妃の愛情は通じなかった。

　リヒルデ王妃は魔女として捕まり、結婚式の余興として拷問された。

　魔力のほとんどを林檎に注ぎこんでしまった王妃は、どうすることもできず、苦しみながら死んでいった。だが、命が尽きる寸前、小さな黄金の宝珠を吐き出した。

　メイベルはその宝珠から生まれた少女だ。親指姫ほどの大きさしかなかった彼女は、間もなく現在の身長になったが、十六歳ほどの外見のまま、年を取らず病気にならず、怪我をしてもすぐに治る。

　使える魔法は、人間を意のままに動かす魅了の力だけ。

　だが、いつか魔力は尽きる。魔力が尽きたとき、寿命が終わる。魔力が完全に消えたとき、メイベルは塵になって消えてしまう。

　それは明日かもしれないし、一年後かもしれない。あるいは十年後かもしれない。

　メイベルは、自分の中の魔力の量が、日ごとに少なくなっていくことを感じていた。

　メイベルはリヒルデ王妃の使い魔だった黒猫のカッツェを従え、魔女の林檎・アプフェルを探してヨーロッパをさすらった。より正確に言うと、白雪姫が転生した人間を探していたのである。

　そして、その白雪姫の転生体から、アプフェルを回収する。不完全な魔女であるメイベルが、完全な魔女になるにはそれしかない。

　メイベルは、アプフェルを探して、欧州をさすらった。

　いくつもの国が興り、滅亡していくところを見た。

　リヒルデ王妃の愛した王国は、隣国に侵略されて消滅した。

　白雪姫と王子様は、サイコパス（反社会的パーソナリティ障害）だったのだろう。

　王位についた彼と彼女は、気に入らない側近を、パーティの余興として拷問して殺した。

　白雪姫と王子様の遊蕩とひどい政治で、苦しい生活を強いられていた国民たちは、他国の支配を歓迎したという。

　蒸気機関が産業革命を起こし、中世から近代へと変わっていく様子を見た。

　戦争が起こり、ヒトラーが演説した。

　ドイツが東西に分かれた。そして壁が壊されて再びひとつのドイツとなるところを見た。

　だが、転生を繰り返しているはずのアプフェルは見つからない。

　ドネツクの難民収容所にいたとき、東洋人のカメラマンからアプフェルの匂いを嗅いだ。だが、白井昭夫という名のその男は、転生体ではなかった。

　あきらめきれずに昭夫にまとわりついていたら、昭夫の持つ携帯電話の待ち受け画面を見る機会があった。息子だという少年と、死に別れたという奥様の画像。こちらに向かって手を振っている二歳ぐらいの少年の手のひらには、真っ赤な林檎のアザがあった。名前は白井雪生。今は十七歳になっているという。

　メイベルは昭夫に魅了の魔法をかけ、養女にさせて日本に来た。

「少年は、間違いなく白雪姫だな」

　カッツェが言った。

「ああ、私の魅了の魔法の効果が途中で切れてしまったのは、雪生が体内に持つアプフェルのせいだろう」

　アプフェルはリヒルデ王妃の魔力の結晶だから、リヒルデ王妃から生まれたメイベルの魔法は効かない。

「メイベルが、少年を操作できたのは、不意打ちだったからだろうな。もう二度と、少年に魅了の魔法は効かないぞ」

「ふむ。わかっている。なんとかしないとな。……セックスは好きな女としたいとか、卑怯なことはしたくないとか、僕は君を無条件で守るとか、格好いいことを言っていたな。ふふふっ、なかなかいい男ではないか」

「惚れたのか？」

「ば、馬鹿なっ。ありえぬっ！」

「ああ、そのほうがいい。情が移るとあとが面倒だからな。なんでもいいが、早くセックスしてアプフェルを回収するのだな。一回や二回では回収できぬぞ」

　魔法の林檎の回収方法は、精を吸いあげること。

　女ならば血を吸う必要があるが、雪生は男なのでセックスすればいい。

　もっとはっきり言うなら、彼の精液を体内に入れること。彼から林檎のアザがほとんど消えたら、仕上げの儀式を行い、アプフェルをメイベルに定着させる。

　雪生はまっすぐな少年だ。こんな年寄りの魔女崩れが、彼に触れていいのだろうか。雪生を汚すことにならないだろうか。

　だが、しなくてはならない。メイベルは、もう長くは生きられない。明日いきなり死んでしまうかもしれないし、十年後かもしれない。

「なぁ。カッツェ。人間はどういうときにセックスしたくなるのだろう？」

「少年は言っていたではないか。僕が好きで僕を好きになってくれる女とセックスしたいと。メイベルはあの少年を好いているのだから、あとは好きになってもらえばいいだけだ」

　カッツェは簡単に言うが、メイベルはとまどっていた。

　魅了の魔法で、人間を思いのままに動かしてきたメイベルは、人に好かれる方法なんて知らない。

「人間の女は、どうやって男の心をつかんでいるのだろう？」

「料理でも作ってみるんだな。男をつかむなら胃袋をつかめというからな」

「わかった。やってみる」

「それでダメなら、好きだからセックスしたいと言ってみたらどうだ？」

　カッツェはにやにやと笑った。











第二章　初体験、キミが僕を望むなら









「おはよう。……あれ？」

　パジャマ姿でリビングに入った雪生は、台所に立つ人影を見て、眠い目を見開いた。

　ワンピースにエプロンの後ろ姿が、キッチンに立って料理をしている。

　──母さん？　……違う。

「メイベル？」

　女の人が台所に立っている姿を見たのは、十一年ぶりだ。

　背中でクロスしたエプロンの紐と、お尻の上で揺れるちょうちょ結びが絵になっている。

　メイベルは、フライ返しを持ったままで振り返った。

「おはよう。朝、シャワーを使ったぞ」

「うん」

　昨日と同じ不思議の国のアリス風ワンピースだ。

　雪生が破ってしまった襟は、うまく繕ったらしく、破れ目はなくなっている。

　メイベルの顔を直視できない。昨晩はセックス寸前で萎えてしまった。モヤモヤが収まらず、風呂場でオナニーした。メイベルの秘部の感触やおっぱいの手触りを思い出しながら……。

　──気恥ずかしい……つーか、気まずい……。照れる。

　だが、恥じ入っているのは雪生だけで、メイベルはさっぱりしたものだ。

「料理を作ってやったぞ。ザワークラウトは一晩置いたほうがおいしくなるが、ジャガイモのクーヘンとアイントプフはいい出来だぞ」

　チーズの焦げた匂いが食欲を誘う。

　ジャガイモやチーズ、キャベツなど、買い置きの材料で朝ご飯を作ってくれたらしい。

「ザワークラウトって、ドイツ料理だよね。メイベルはドイツ出身なのか？」

「わからない。だが、料理の仕方は覚えている」

「そっか。記憶喪失だよな。ドイツ料理かぁ。楽しみだ」

　そのとき、玄関のベルが鳴った。

「わっ。な、なんだっ!?　何が鳴ってるのだっ!?」

　日本の習慣を知らないメイベルが、びっくりしてきょろきょろしている。

「来客を知らせるベルだよ。僕が出るよ」

　パジャマのままインターフォンで応対する。宅配便だった。こんな朝早くからご苦労なことだ。

「あ、そうだ。メイベル、見てて。小包、宅配便、ベル、鳴る、インターフォン、話す、ドアオープン、ハンコ、プッシュ、受け取る」

　メイベルに説明しながら、受取書にハンコを押し、宅配便を受け取る。

「ハンコとはなんだ？」

「サインの代わりだよ。この段ボール、けっこう軽いな。品名、制服、学生カバン……、あ、そうかっ。メイベルの制服だっ！　父さんが手配してくれたんだ」

「セイフク？」

「高校のユニフォームだよ」

　段ボールを開封し、制服を取り出す。

「なるほど。私はこれを着て高校に行くわけだな。着替えていいか？」

「もちろん！　メイベルのだよ」

　メイベルは、その場でバッと服を脱ぐと、ブラジャーとショーツだけの格好になった。

　お腹は平らだし、腰もそれほど大きくない。太腿もほっそりしている。全体としては肉付きの薄い少女の肢体なのだが、胸だけはブラジャーからこぼれそうなほどに盛りあがり、ぷるぷると揺れている。

「わーっ！」

　雪生はびっくりして背中を向けた。

　顔が熱い。メイベルは羞恥心がないというか、男の目を気にしていないところがある。中学生ぐらいならそういうものかもしれないが……。

　──って、あれ？　少女娼婦だったんなら、こんなにサバサバしてないよな。

　昨日、セックス寸前にまで行ったときは、まるで魔法にかけられたみたいに興奮したが、いつもの彼女は色気なんてぜんぜんない。

　それでも、ごそごそする気配と、衣擦れの音、甘い肌の匂いが漂ってきてドキドキする。

「どうして悲鳴をあげるのだ？」

「男の前で着替えちゃだめだよ。着替えるのは女子更衣室か、部屋でひとりのときだけ」

「わかった。……スカーフはどうやって結べばいいのだ？　ちょうちょ結びでいいのか。……んー。こんなものかな……。ふふ、なかなか似合っているではないか」

「もういいか？」

「ああ」

　雪生は振り返った。

　──かわいい……！　なんてかわいいんだ……。

　雪生は彼女に見とれた。

　見慣れた藍明高校の女子制服が、こんなにもおしゃれなデザインだったなんてはじめて知った。

　襟でちょうちょ結びした赤のスカーフが、豊かに盛りあがったブレザーの胸元を強調している。

　ウエストは形よくくびれ、チェックのヒダスカートから伸びた下肢はすらっと長い。

　大きなリボンで押さえたウェーブのかかった金髪が、ブレザーの肩をふわっと覆っている。アイドル歌手が裸足で逃げ出すかわいさだ。

　不思議の国のアリス風ワンピースも似合っていたが、ワンピースのときはお姫様っぽい高貴さが、近寄りがたい雰囲気を醸し出していた。制服のほうが親しみやすくてずっといい。

「どうした？　妙な顔をして。似合っているだろう？」

　メイベルは胸を張った。ふっくらと盛りあがった立派な胸がぷるんと揺れた。

「似合ってるよ！　すっげぇかわいいっ!!」

「ふふ。まぁ、当然だ。私は……あぁっ、だめだっ。これ以上言ってはならぬ……っ」

　日本人の女の子なら、「そんなことないわ」と言いそうだが、さすが外国人と言うべきか、照れとか謙遜とは無縁らしい。

　それよりも、私は何々だと言いかけてやめたことのほうが気になった。

「メイベルはなんなんだ？」

「妹だ！」

　雪生は笑った。

「そうだな。メイベルは妹だ」

「早く着替えてこい。お兄さま。ジャガイモのクーヘンは温かいほうがおいしいからな」

「うん」

　制服に着替え、顔を洗ってからリビングに戻ると、食卓が整えられてあった。

　ザワークラウト（キャベツの酢漬け）に、アイントプフという名の野菜とソーセージのスープ、ジャガイモの薄切りに小麦粉とチーズを混ぜてフライパンで焼いたクーヘン。

　キャベツの酢漬けは、さっぱりしたサラダみたいだし、クーヘンはフライドポテトをチーズ味にして、平べったく重ねた感じだった。スープも薄味で優しい味だ。

「どうだ？　うまいだろう？」

　メイベルは得意げにフォークを動かしている。

　こんな風に家族と食卓を囲んだのは何年ぶりだろう。

「うん。すごくおいしいよ。ドイツの家庭料理って感じだ。……僕さ、父さんがアレだし、母さんは十年ほど前に死んでしまったし、ずっと家族が欲しかったんだ。メイベルが妹になってくれてうれしいんだ。母さんの部屋に人がいるなんて十年、いや、十一年ぶりだ。すげぇうれしい」

　メイベルは瞳をうるうるさせると、すっと立ちあがり、雪生の頭をナデナデした。

「いい子だな。雪生は。淋しかったであろう。よしよし」

　慈愛に満ちた母親のような表情で見つめられ、雪生はくすぐったくなった。

「ちょっ、やめてくれよっ！　メイベルは妹、僕はメイベルのお兄さん!!」

「あ、そ、そうだな。すまない。お兄さま」

　──メイベルって何者なんだ？

　少女娼婦にしてはセクシーさがなく、サバサバしすぎている。記憶喪失なのに天才少女。見た目は十六歳なのに、妙な落ち着きがある。エラソウなしゃべり方に高貴な雰囲気。なのに、母親のような態度を取る。

　──まぁ、いいか。メイベルがなんであっても。彼女は僕の妹だ。
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　雪生は、メイベルと肩を並べて通学路を歩いていた。

　夕日がメイベルの横顔を明るく輝かせている。制服がよく似合い、金髪がきらきら光って、まぶしいほどにかわいい。

　ぴかぴかの学生カバンが初々しさを引き立てている。

「楽しそうだな。メイベル」

「ああ、楽しかった！　すごく楽しかったぞっ!!」

「すごい騒ぎだったな」

「高校生というものは幼い生き物だな。きゃあきゃあはしゃいでかわいらしいものだ」

　転校生として藍明高校にやってきたメイベルは、あっという間に人気者になった。金髪にオッドアイの美少女で、背が低くてほっそりした天才少女。

　おかしな日本語を話すところもかわいらしい。

　先生が気を利かせて、雪生と同じクラスにしてくれたのだが、雪生がフォローする必要はなかった。

　メイベルは、みんなが親切にしたくなる雰囲気があったのである。まだ教科書は用意できていないのだが、クラスメイトが競うようにして教科書を貸してくれた。

　雪生はメイベルが人気者になったことで、得意な気分を味わっていた。

「メイベルは十六歳だろ？」

「ああ、そういうことになっているな」

「メイベルって何者なんだよ？」

　笑いながら聞くと、メイベルは立ち止まり、言葉を探しているかのように雪生を見た。

「私は……」

　そのとき、彼女の横を、クラスメイトの女子たちが通り過ぎていった。

「メイベルちゃん。さよなら」

「さよなら」

　無邪気に笑いながら手を振っている。同級生を幼いとか言うくせに、笑顔は年相応だ。

「かわいい……」

　つい口に出してしまったところ、メイベルが手をつかんできた。

「お兄さま、私が好きか？」

「ああ、好きだよ」

　できたばかりの風変わりな妹は、かわいくて愛しい。メイベルが頼れるものは雪生だけ。家族の好きでも、恋人の好きでもなく、保護した猫に対する愛情に似ていた。僕がこの子を守ってあげないとこの子は飢え死にしてしまう、とでもいうような責任感だ。

　メイベルはきゅっと唇を結び、決然とした表情を浮かべると、雪生の手を引き、胸に当てさせようとした。

　どきっとした雪生は、その手をふりほどいた。

「そのう、お兄さま、私は魅力がないのか？」

「んっ？　なんで？　モテモテじゃないか」

「お兄さまにセックスしてもらいたいのだが、頼めばしてくれるか？」

「ちょっ、メイベル、なんてことを言うんだよっ!!」

　メイベルは、きょとんとした表情で雪生を見ている。彼女は、日本の常識を知らないのだ。説明する必要があるが、往来で話すことはさすがにできない。

「そ、そうだ。そこ入ろうっ！」

　雪生は、カラオケボックスを指さした。午後四時から六時までは、ドリンク代だけで利用できる。

　とはいうものの、フリードリンクひとり五百四十円という値段は、高校生にはけっして安くないため、学校帰りの利用者は少ない。ようするに、内緒話には最適なのである。

「いらっしゃいませ」

　カウンターの内側の店員がいっせいに声をあげた。

　メイベルは珍しそうにあたりを見回している。ドネツクの難民キャンプにいた彼女には見るもの聞くもの全部が珍しいのだ。

「一時間でお願いします」

「はい。千八十円です」

　お金を払おうとして財布を出したら、小銭がぼろぼろとこぼれた。

「あっ」

　床に散った百円玉や十円玉を、メイベルが拾って渡してくれた。

「お兄さま。はい」

「ありがとう。この財布、ファスナーがバカになっているんだ」

　小銭を入れるところのファスナーが壊れていて、買い換えないといけないなと思いながら、なんとなくそのままにしている。

「こちらにどうぞ」

　店員が案内してくれた部屋は、いちばん小さい部屋だった。小さなテレビが壁際に置いてあり、ガラステーブルがひとつ、椅子が二つ置いてある。

　店員が、コップを置いて退出した。

　雪生は、メイベルに向かい合った。

「ここは何をする部屋だ？」

「カラオケする部屋。……メイベル、さっきみたいなこと、往来で言ってはいけないよ」

「どうしてだ？　私はお兄さまが好きだ。お兄さまも私が好きだ。私はお兄さまとセックスしたいぞ」

　あぁーっ、とくぐもった男とも女ともつかない声のため息が聞こえたが、ここはカラオケボックスだから、そういう曲を歌っている人が、どこかの部屋にいるのだろう。

「からかうのはよしてくれよーっ」

　悲鳴のような声で言うと、メイベルが不思議そうな顔をした。

　メイベルのオッドアイの瞳がちかっと光った。

「うっ」

　くらっとなって、地面が回る感じがした。メイベルが急に欲しくなったが、はぁはぁと深呼吸して欲望を追い出す。

「僕たちは兄妹だ。セックスはダメだ」

　きっぱりと言うと、メイベルがため息をついた。

「私の魔法は、やはり効かぬか……」

　魔法？　これは魔法なのか。メイベルの瞳が光るのは三度目だ。

　はじめて逢ったときと、メイベルを押し倒したとき、こんな風に青と緑の瞳がちかっと光った。電気に撃たれたような錯覚に陥ったが、あれは気のせいではなかったのか。

　混乱する雪生の視界を黒いものがかすめた。何かが高速で飛んできた。

「ドゥムコップフ（バカ者めが）！」

　男とも女ともつかないくぐもった声とともに、黒猫のぬいぐるみが、メイベルの額に蹴りを入れていた。

「わーわわわーっ。わぁあぁあっ!!」

「見ておられぬ。メイベルのアホウが！　駆け引きも何もないではないかっ!?　少年が引いておるぞっ」

「バカはどっちだ！　胃袋をつかんでダメなら、セックスして欲しいと頼めと言ったのはカッツェではないか!?」

「あれは冗談だっ！　まさかほんとうにするとは思わなかった」

「なんだと!?」

　メイベルは空中にフワフワと漂っている黒猫のぬいぐるみをがしっとつかむと、ギリギリと締めあげた。

「痛い痛い痛いっ、私は使い魔なのだぞっ。私の魔法に頼ってる不完全な魔女のくせに、私をいじめてどうするつもりだ。……ぐえっ、息が、息が止まるーっ」

「息などしていないくせに、よくも言うっ」

　黒猫のぬいぐるみは手足をじたばたさせて暴れた。

　かけ合い漫才のようだった。

　雪生の常識が揺さぶられ、頭が痛くなってきた。

「少年っ、私を助けろっ！　このバカ魔女をなんとかしてくれっ!!」

　はっとした。

　金縛りが一気にほどける。

　雪生はメイベルを、背後から抱きしめた。

「メイベル、だめだっ!!」

「お兄さま……」

　メイベルの身体から緊張がほどけた。

　彼女の肩越しに、黒猫のカッツェがうなぎのように身体をくねらせ、メイベルの手から抜け出るところが見えた。ぜいぜいと肩で息をしているところがかわいそうでおかしい。

「そのう、説明してくれないか？」

　カッツェとメイベルは交互に話した。その内容は、荒唐無稽なものだった。




☆




　雪生は頭を抱えた。

「信じられぬという顔つきだな」

　メイベルが言った。

「日本じゃ、白雪姫は純真無垢なプリンセスで、王妃は悪い魔女ってことになってるんだ……。白雪姫がサイコパスかよ……」

　白雪姫が婚礼の余興で継母を拷問して殺したなんて、死んでいくところを笑いながら見ていたなんて、驚かないほうがおかしい。

　しかも雪生が白雪姫の生まれ変わりで、見た目年齢十六歳のメイベルが二百歳で（不完全な）魔女？　信じられるわけがない。

「日本だけではない。世界中そうなっている。グリム兄弟がドゥムコップフだったのだ。白雪姫が吹聴していたでたらめを鵜呑みにして童話を書いて、私を悪者にした」

「ドゥムコップフというのは、ドイツ語でバカとかアホウという意味だ。白雪姫は、息をするように嘘をつける女でのう。グリムのアホウだけではなく、みんな白雪姫の言うことを信じたのだ」

　カッツェが解説をした。

　昨日、大岡越前はドラマだから作り物だと雪生が言ったとき、メイベルは怒って枝豆を投げつけた。

　グリム童話の白雪姫は真実ではないものの、リヒルデ王妃の存在まで嘘だと言われたようで、メイベルには我慢できなかったのだろう。

　──もしかして……。

「メイベルが天才少女なのは二百歳だからか？」

「私が賢いからだ」

　メイベルは胸を張ったが、黒猫のカッツェがすかさずツッコミを入れる。

「誰でも二百年生きれば天才になるぞ」

　ふなっしーの親戚のような、とぼけた表情の黒猫のぬいぐるみが、空中にフワフワ浮かびながら日本語を話している。

「カッツェ！」

　メイベルが黒猫を捕まえようと手を伸ばしたが、カッツェはわたわたと空中を漂って逃れた。

　昨日、いきなりカアッとなってメイベルを押し倒したのも、父が報道カメラマンの信念を破って彼女を養女にしたのも、魔法にかけられたのだとすると腑に落ちる。

　とはいうものの、常識が真正面からうっちゃられ、頭がガンガンしてくる。

　雪生は反撃を試みた。

「信じられないよ。メイベルが娼婦をしてたって話のほうが納得できるよ」

「娼婦というのは、身体を売る女のことだろう？　私は魅了の魔力を持っているのだ。人間を思いのままに動かせる。身体を売る必要などないぞ」

「メイベルが使えるのは、魅了の魔法だけだがな」

　黒猫のカッツェがすかさずツッコミを入れた。

「黙れっ。カッツェ、どの口が言うのだ。この口かっ!?」

　メイベルは、飛びあがってぬいぐるみをキャッチすると、黒猫の口を左右に開いた。

「ぐげげっ」

　ぬいぐるみは苦しそうにじたばたしている。

「しょ、少年、メイベルを止めろっ。ぐぇぇ、死ぬ死ぬ死ぬぅ！」

「私よりも長生きしているくせによくも言うっ」

　ぬいぐるみとおしゃべりする美少女なんて、童話のように美しい光景だと思っていたのに、目の前で展開される光景は、ぬいぐるみの口を左右に開いて憤る二百歳のロリババア。

　カッツェがかわいそうになってきた。

「メイベル。やめろ」

「私とセックスするなら、やめてやる」

「でもセックスしたら、メイベルは去っていくんだろ？」

「お兄さま、その気になってくれたのか」

　メイベルの手の力がゆるみ、カッツェがフラフラと空中に漂い出た。

「ぜぇぜぇ。一回や二回ではアプフェルは回収できぬ。げほげほ。リヒルデ王妃の魔力は大きいのだ。はぁはぁ」

　カッツェはよろよろしながら空をふわふわ飛んでいる。咳払いをしているところが哀れみを誘った。

「わかった。しよう」

「えっ。ほんとうにしてくれるのか？」

「林檎を回収するのがメイベルの夢で、回収するとメイベルの魔力が増えて、寿命が延びるんだよな。そんでもってメイベルは、いつ寿命が尽きるかわからないんだよな。だったらするよ。……そのう、正直、ちょっと怖いけど、がんばってみる……メイベルは魅力的だし」

「ききき、緊張するが、私もがんばるぞっ」

　メイベルは、リングに立つボクサーのように緊張の面持ちで言った。

　少しも色気がない。

「セックスするだけではダメだ。少年の精液を受け入れてこそ、魔力の回収ができるのだぞ」

　ゆるキャラのようなとぼけた顔つきのカッツェが、キワドイ台詞を話すギャップに驚いて、顔が赤くなってしまった。

「家に帰ってからだよ」

　雪生は念を押した。メイベルはあまり羞恥心があるタイプではない。ここでしようと言いかねない。

「カッツェ、家に戻してくれ。カラオケをしたかったが、仕方がない」

「ああ」

　カッツェはミトンみたいな短い手を、まねき猫のようにくいっと曲げた。親指と他の指がくっついた。パチンと指が鳴り、周囲の景色がぐにゃっと歪む。

　はっと気付くと、家の中だった。

　リビングのフローリングの床に、革靴のままで立っている。

「わぁあっ。く、靴、履いたままっ。土足だぁっ!!」

「すまん」

　空中に浮かんでいるカッツェが、再び指を鳴らす。靴が消えていた。まるで魔法だ。違う、まるで、ではなく、魔法なのだ。

「靴、ど、どこにやった？」

「玄関。……日本人は面倒だ。なんでいちいち靴を脱がなくてはならないのだ？」

　カラオケボックスのチェックアウトをしていないと思ったが、前金制で、延長のときだけ新たに申し込むシステムの店なので問題はないだろう。

　雪生は何事にも慣れるタイプらしい。ひとり暮らしに慣れ、料理に慣れたように、もう魔法に驚いていない自分がいる。

「かまわん。やれ」

　メイベルは腕組みをすると、クイッと顎をあげた。

「やれと言われても……僕はそのう、はじめてだし。どうすればいいのかわからないよ。うわぁっ。僕、なんでこんなことを言うんだよーっ」

「して欲しいことがあるなら言え。私にできることならやってやる」

　雪生もはじめてで、やり方なんてわからない。メイベルにリードしてもらうほうがよさそうだ。

　メイベルは雪生よりずっと年上で経験者なのだから、格好付けたりがんばったりしなくていい。書類の上では十六歳でも、中身は二百歳なのだから。

「だったらそのう、フェラチオして欲しいんだけど」

「フェラチオ？　舐めればいいのか？」

　雪生は、顔を真っ赤にしながらうなずいた。

　メイベルの綺麗な顔が自分の股間に埋まり、ペニスを舐めるなんて、考えるだけでゾクゾクする。

「いいぞ。やってやる。……カッツェ、見てるんじゃない。どこかに行け」

「わかった」

　空中にふわふわと浮かんでいた黒猫のぬいぐるみが、ぱっと消えた。

「そこに座れ」

「うん」

　リビングの食卓の椅子に腰をかけ、自分でズボンのファスナーを開けて、男根を取り出す。ペニスはまだほとんど勃起しておらず、だらんとしている。

「うーっ。気持ち悪い形だな……」

　雪生の足下に膝をついて座ったメイベルが、ペニスをむにむにといじった。おそるおそるという感じだが、そのソフトな刺激が心地よい。

「ごめん」

「謝らなくてもよい」

　メイベルは、えらそうに胸を張った。

　メイベルは元王妃様で（不完全だが）魔女で二百歳だ。お姫様みたいに高貴に見えたり、年寄りの猫のように思えたり、母性を感じたりした。

　彼女の見た目は中学生だから、どうしてそう思うのか不思議だった。

　だが、メイベルの正体を知った今なら納得できる。

「これを舐めるのか……うぅっ、し、仕方ないのぅ……」

　メイベルはいやそうに顔をしかめながら、舌を出した。

　三角の赤い舌先が、亀頭をチロッと舐めた。

　唾液の乗った熱い舌は、先端がツブツブしている。亀頭の剥けたところをぬるぬると舐め回されると、ゾクッときた。

「うっ」

　半勃起状態だったペニスが、むくむくと大きくなった。




　メイベルは、きゃあと声をあげた。

「きゃあっ。大きくなった！　気持ちいいのか？」

「ああ、気持ちがいいよ」

　ペニスは不気味な形をして怖いが、雪生が悦ぶことをしてあげたい。

　雪生は言った。家族が欲しかった、ひとりきりで淋しかったのだと。母性愛にも似た感情が胸の奥で荒れ狂う。

「ふむ。こうするといいわけか……」

　メイベルは未だに処女だ。二百年の時を生きているから、セックスに対する知識はそれなりにあるものの、耳年増の域を出ない。

　セックスしている人間たちを見て、人間というものは、おかしなことをするものだと思っていた。

　だが、好ましく思っている少年が、メイベルの努力で気持ちよくなってくれるのはうれしい。

　亀頭の先端から、透明な液がとろとろあふれる。

「これはなんだ？　精液か？」

「違うよ……。ガマン汁、……えっと、先走り液だよ」

「毒ではないのだな？」

「うん」

　メイベルは、肉茎の根元を人差し指と親指で押さえて位置を固定してから、尿道口のあたりをペロペロ舐めた。

　舐めるうちに、身体の芯がとろんとして、もっと少年を悦ばせたくなってくる。

「ぅっ、ううっ」

　ペニスがビクビクッと震え、怖くなったメイベルはパッと手を離し、顎を後方へと引いた。

　雪生はふーっとため息をついた。

「メイベル、その、焦らさないで欲しいんだ」

「焦らしてないぞ」

「わかった。だったら……くわえて欲しい」

「くわえたらお兄さまが気持ちよくなるのか？」

「うん。たぶん」

「わかった、お兄さま」

　メイベルは、亀頭をぱくっとくわえた。




「うぅっ」

　雪生はうなった。

　とろとろとやわらかい口唇の感触が、亀頭ににゅるりと押し寄せてくる。メイベルの清浄な唾液に包まれて、先端が溶けてしまいそうだ。

「気持ちいいか？」

　もごもごと話されて、言葉が振動になって伝わってくる。

　彼女のピンク色の口唇に、自分のペニスが消えている様子も刺激的だ。

　ネットのエロ動画で見たシーンが、現実のものになっている。しかも、これは、いま、自分の身に起こっていることなのだ。

「ああ、いいよ」

「そうか。よかった」

　メイベルはふふっと笑った。制服姿で、ましてや自分のペニスをくわえたままでそんな笑い方をされると、あまりのかわいさにドキドキする。

　メイベルは、金髪を耳にかけると、舌をちゅぱちゅぱと動かしはじめた。

「んっ、ちゅっ……くちゅっ……ちゅぱっ、んっ、んんっ、ちゅるっ……」

　舌の表面はやわらかいがツブツブした感触で、上顎の内側は硬くてザラザラ。内頬はぬるぬるすべすべ。なんとも複雑な感触だ。歯が当たるときのチリッとした熱さもたまらない。

「ん、ちゅっ、はぁっ、あっ……んっ、ちゅぱっ、……ちゅっ」

　メイベルの舌使いは、次第に大胆になってきた。

　熱くてとろとろの唾液が肉茎にからみつく。

　ちゅるっと吸われるとき、口腔が狭くなり、亀頭が顎の内側と舌の腹で圧迫される。

　ペニスごと身体全体が引っ張られ、精液が吸い出されそうになる。

「うっ、くっ、くぅっ」

　雪生は、腰に力を入れて我慢した。

　女の子の口の中に射精するなんて許されない。失礼だしかわいそうだ。

　違う。メイベルは、精液を欲しがっているのだ。それに彼女は二百歳だ。

　見た目の年若さと、フェラチオの気持ちよさ、高校の制服、ふっくらと盛りあがった胸が混乱を誘った。

　もう射精寸前だ。早すぎる。だが、大丈夫だ。メイベルは雪生の未熟さを笑ったりしない。彼女は雪生より、ずっと年上で、経験豊富なのだから。




　メイベルは首を傾げた。

　雪生のペニスが、口唇から逃げたそうにビクビクッと動いたからだ。

「うっ、ううっ」

　二百歳だが処女のメイベルは、彼がぶるっと震えて腰を前後に動かした理由がわからない。いやがっているのかと不安になる。

「ちゅっ、ちゅるっ、……んっ、んんっ……ちゅぱっ……」

　男根を口から外すまいとして、ペニスを奥に深くくわえ、ちゅるちゅると吸いあげた。

「うっ、そ、そんなにされると……っ。ご、ごめん、で、出るっ！」

　ドブッ。

　口唇の奥で、熱い液体の弾丸が弾けた。

「ごほっ」

　気管にもろに入り、咳が出る。

　不完全だが魔女とはいえ、身体は人間と同じだ。咳をすると苦しい。

「ご、ごめんっ、うっ」

　だが、雪生の恐縮している様子がかわいくて、胸の奥がきゅんと来る。

　少年をもっと悦ばせてあげたい。

　彼のものは全部欲しい。

　メイベルは精液を嚥下しようとした。喉の奥がいがらっぽく、精液が張りついて飲みにくい。

　ドクドクッ、ドブッ！

　舌先を立てて射精の勢いを殺して、気管に入らないように注意しながら、口腔に溜まった精液をすすりあげる。

　──これは……アプフェル……。精液だ。

　気管を逆流した精液が鼻から出て、つんとして苦しい。だが、儀式をしないことには定着しないとはいえ、アプフェルを体内に入れることができてほっとする。まだ定着しないにもかかわらず体に力が戻るような気がした。

　メイベルはさらに精液を吸いあげた。

「ちゅっ、ちゅるるっ、ちゅぱっ……ちゅっ」

　口腔に広がる精液の、生臭い匂いと苦い味は、メイベルを陶酔させた。

　彼が気持ちよさそうにしているのがうれしい。




「うぅーっ、うっ」

　雪生はうめいた。

　射精の快感は今までにも増して強烈で、地面がぐらっと揺れる錯覚に襲われる。
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　綺麗な女の子が、自分の精液を嚥下してくれている。

　感動が、気持ちよさをけしかける。

「ちゅるるっ、ちゅっ、ちゅるるっ……んっ、んんっ、ちゅぱっ」

　見た目は中学生で、お姫様みたいな雰囲気を持つ少女なのに、雪生の精液を嚥下するメイベルはエロティックだった。

「ごくっ、ごくごく、ちゅるっ……」

　出すそばから飲まれていく。メイベルの目尻が赤く染まり、口の端から飲みきれなかった精液が垂れる。

　射精の勢いは、弱くなったと思うとまた強くなり、びっくりするほどたくさん出た。

「ふーっ」

　全部射精し終わって、満足のため息をつきながらペニスを抜く。

　さっぱりして、いい気分だった。

「苦い」

　メイベルは、不満そうに眉根を寄せた。

「こんなまずいもの飲ませおって」

「ご、ごめん」

「いいのだ。ふふっ」

　メイベルは無邪気に笑った。かわいい笑顔にドキドキする。

「さて、セックスをしようではないか」

　メイベルは制服のブレザーをバーッと脱いだ。

「あははっ。今からケンカするみたいだな」

「ああ、なるほど、セックスというのは、ケンカみたいなものだな。組み合ってウーウー言うのだから、スモウレスリングに似ているぞ」

　納得してうなずくところがおかしい。

「相撲かよ……あははっ、ははっ」

　雪生は笑い転げた。




「むうっ」

　メイベルは顔をしかめた。メイベルは真剣なのに、雪生が笑ってばかりいるので、不愉快になってしまったのだ。

「笑ってないで、早くやれ」

「メイベルがやってくれよ……あははっ……ひーっ、おかしいっ」

「やるとは、どうすればいいのだ？」

「そうだな。メイベルが上になって、自分から入れてくれるとか」

「わかった。えっと、ショーツを脱がないといけないな」

「胸も見せて欲しいんだ」

「ふむ……」

　メイベルは、ブラウスのボタンを開けると、襟をぐいっと大きく開いた。

　ブラジャーに包まれた、真っ白な胸乳の谷間がのぞく。

　胸の谷間をさぐってホックを外す。ぷちっと音がして、カップが真ん中から分かれて脇に寄る。

　真っ白なふくらみがぷるるんと震えた。

　思わず手で隠しそうになったが、見せて欲しいと言われたことを思い出しておっぱいの下に手を当てる。

　雪生がウッとうめいた。射精直後でだらんとしていたペニスがビクッと動く。

「これでいいか？」

「い、いいよ」

　雪生がリビングの床に、仰向けになった。半勃起状態のペニスがやや右に曲がりながらそそり立つ。

　メイベルはショーツを脱ぎ、彼をまたいだ。

　メイベルの中身は二百歳の魔女だ。人間の女のような羞恥心はない。なのに、彼をまたいだ状態でスカートをたくしあげると、見られる刺激にかぁっとなった。




　雪生は自分をまたいで腰を下ろしてくるメイベルを見上げてどきどきしていた。

　ブラウスとスカートとニーソックスの彼女は、下乳の丸みも、乳首の尖りも、秘部の内側の粘膜も、小さなクリトリスも、お尻の穴も丸出しだ。

　金髪のヘアも、ぷっくりした恥丘も、またいでいるためぱっくり割れて内側の粘膜をさらす秘唇も、全部が見える。

　メイベルはひどく汗を掻いていて、肌にはりつくブラウスが、腋の下のヘコミを透かしている。

　自分でスカートをたくしあげているものだから、両腕に挟まれた乳房が内に寄り、いっそう前に突き出していた。

「こ、この姿勢は、はしたないぞ……っ」

　メイベルがもう我慢できないとばかりにぶるっと身体を震わせると、スリットの奥の膣口がフワリと開き、蜜液をたらりと落とした。

　彼女がじりじりと腰を下げると、亀頭がメイベルの粘膜に触れた。ねっとりした熱い粘膜に包まれるはずが、メイベルはそそくさと腰をあげた。

　挿入の瞬間を待ち望んでいたので、失望のため息をついてしまう。

「焦らさないでくれ」

「う、すまん」

　メイベルは、腰をまた、おずおずと下ろしてくる。

「あぁ、怖いな……ふむ。これが怖いという感情なのだな……」

　亀頭が熱い粘膜に触れた。雪生は、根元を自分で押さえて位置を合わせた。

　メイベルはぐっと腰を落とす。先端が少しだけ入ったが、やけに狭くて生硬な穴だ。

「はっ、はぁっ、く、く」

　メイベルは苦しそうだ。雪生はとまどった。侵入を邪魔するこの狭い輪は、処女膜ではないのか？

「まさか、メイベル、はじめて？」

「そうだ」

「って、メイベルは王妃様だったんだろ？　王妃様って、王様のお嫁さんだろ？」

「私は、リヒルデ王妃が死ぬ前に吐き出した黄金の宝珠から生まれた。リヒルデ王妃の遺伝子をそっくりそのまま受け継いでいるが、まったく別の存在だ」

「えっ？　はじめて？　メイベル、処女なんだ!?」

　メイベルは、苦しそうに息を切らしたままでうなずいた。

「ごめん。経験者だとばかり……僕、はじめてで怖くて……メイベルも同じなのに……」




　──あぁ、雪生は、なんてかわいいのだろう。

　メイベルは甘く笑った。

「いいのだ。私は、雪生に、いい気持ちになって欲しいのだ」

　二百年前、リヒルデ王妃は、王様と、王様の子供である白雪姫を愛していた。

　メイベルは王妃のことはほとんど覚えていないのだが、カッツェに話を聞いたとき、人間を愛するなんてなんと愚かな、とあきれたものだ。

　でも、今なら、リヒルデ王妃の気持ちがわかる。

　雪生がかわいい。雪生のためなら、なんだってしてあげたい。

　カッツェは情を移すとあとがつらいぞと忠告してくれたが、今は彼を感じていたい。

「メイベル」

　雪生が、メイベルの手首を持って引っ張った。

「きゃあっ、何をするのだっ!?」

　せっかく入りかけていた亀頭が外れ、彼に抱きつく形になった。

　メイベルの背中に少年の腕が回り、きゅっと抱きしめる。

　抱かれる感触の心地よさにぼうっとしていたら、彼が横に転がった。

　視界が回り、メイベルが下、雪生が上の正常位になる。

「僕がするよ。その、僕もはじめてだけど……女の子にさせるのはかわいそうだ」

「女の子なのか。私は？」

「当然だろ。メイベルは女の子だ。僕はお兄さんで、君は妹だ。言ったろ。僕は君を守るって」

　胸の奥がきゅんと来た。顔がかぁっと赤くなる。

　二百歳の魔女なのに、女の子扱いしてもらえて感動する。

　魅了の魔法で従えたわけではない。本心からそう思ってくれているのだ。

　うれしくて、せつなくて、周囲がキラキラと輝いて見えた。雪生に対する恋情が爆発して、身体がブルブル震えてしまう。

「ああ、どうしよう……。私は雪生が好きだぞ！」




「僕もメイベルが好きだよ」

　雪生は、腰を揺すって位置を合わせ、スリットの奥に位置するはずの肉のヘコミを探す。

　──僕にできるのか？

　格好つけた台詞を言ったくせに、入らなかったらどうしようという不安が兆したが、グッと息を止めて突き入れる。

「うっ、怖い、な……うぅ……」

　メイベルが震えている。

　触れ合っているところから、彼女の怯えが伝わってきた。

　──僕ががんばらないといけないんだ。

　力をこめて押しこむと、グニュッと粘膜がうごめき、亀頭がズズッと奥に入った。

「は、入った……っ」

　期待と違って、フンワリした熱い粘膜に包まれる、ということはなかった。

　生硬な処女膜が亀頭のエラのところにはまりこみ、それ以上の侵入を阻害している。さっきも、この狭い輪に邪魔されて奥に入れることができなかったのだ。

「うっ、硬いな……っ」

　ぐぐぐっと力をこめて押し入れると、パシッと弾ける気配がして、締めつけがフワッと緩んだ。

　ペニスがずずっと奥に沈みこみ、子宮口を突きあげて止まった。

　雪生は安堵のため息をついた。ひと仕事終わらせた気分で汗まみれになっている。

　メイベルは、身体を硬くして、痛そうに顔を歪ませていた。

「痛い？」

「ああ」

　怒っているようなツンとした表情は、苦痛のあまりなのだろう。

「ごめん」




「かまわぬ」

　メイベルは手をあげて、雪生の後頭部をよしよしと撫でた。

　痛かったのは破瓜の瞬間で、今はもう痺れて感覚がなくなっているが、すまなそうな表情を浮かべている雪生がかわいかった。

「キスしていい？」

「いいぞ」

　雪生のさっぱりした顔が近づいて、唇が合わさった。

　ドイツ生まれでヨーロッパをさすらってきたメイベルにとって、キスは握手のようなものだ。

　だが、雪生のキスは挨拶の域を超えてきた。ひんやりぷるぷるの唇が合わさったと思うと、舌先が口腔に入りこんできた。

　びっくりして縮こまったメイベルの舌をからめ取り、にゅるにゅると動き出す。

「んっ……んっ……んんんんっ……はっ、はぁ……っ、あぁっ」

　キスは気持ちよかった。唾液の乗った熱い舌がからみ合うと、身体の芯がとろんとなる。ぬるぬるとしたやわらかい感触が、大好きな少年とくっつき合っている幸せを呼び覚ます。

　溶け合ってひとつになってしまいそうだ。

「ちゅぱっ、ちゅっ……れろっ、あ、あぁっ……んっ、ふ、ふぅ……っ」

　下の口に彼のペニス。上の口に彼の舌。そんな状態で深いキスを続けていると、頭の中がぼうっとして、何も考えられなくなる。

「あっ、あぁっ……はっ、はぁっ……んん」

　メイベルはおずおずとキスに応えた。甘いキス。深いキス。恋人のキス。

　──恋人？

　なんとなく照れくさくなり、ふふっと笑うと、ペニスが急に大きさを増した。

「うっ、し、締まる……っ」

　雪生が顔をしかめた。

「そうか？　私はわからぬ。痺れて感覚がないのだ」

　お腹をいっぱいに埋めている肉茎が急に大きく感じられた。膣ヒダが締まったからだろう。




「うっ、ううっ」

　雪生はうめいた。

　メイベルの膣ヒダは、きゅるきゅると締まっては、ふっと緩むことを繰り返していた。

「……う、動くよ……」　

　雪生は腰をゆっくりとスライドさせた。

　彼女は二百歳の魔女だが、肉体は十六歳の少女だ。

　身体の年若さを証明するかのような強烈な膣圧が、ペニスをにゅるにゅると押し出すが、ふっと力が抜ける瞬間があり、そのタイミングを見計らって亀頭をぐっと押しこむ。

「うっ、熱い、すげぇっ……ううっ」

　膣奥のコリッと硬い感触と、膣ヒダのぐにゅぐにゅツブツブした感触が交互に来る。

　あまりの気持ちよさに、動きがだんだん速くなっていく。

「くっ、痛いっ、くぅっ」

　メイベルは苦しそうに顔をしかめ、緊張して身体を突っ張らせている。雪生の手首を握る手に力がこもっていた。

　あまりにも痛そうな様子にかわいそうになってくるが、動きを抑えることができない。はじめて味わった膣ヒダの熱さに興奮していた。

　彼女の子宮に、自分の精液をぶちまけたいという本能的な欲望が、律動を速くさせる。

「ごめんっ、ごめんっ、すぐだからっ」

「う、痛いっ、痛いぞっ……あぁっ！」

　メイベルは瞳に涙を溜め、唇を震わせて痛がっている。

　彼女の苦しそうな表情を見ていると、罪悪感にとらわれた。

　──僕だけ気持ちよくなって悪いな……。

　雪生は、彼女の脇腹をコチョコチョした。雪生には、ペッティングで気持ちよくなってもらえるようなテクニックがない。だったらせめて緊張をほどいてもらえないかと思ったのだ。




「あぁああぁああぁっ!!」

　メイベルは、甘い声をあげて悶えた。

　ペニスが前後する感触は、破瓜されたばかりの処女膜にヤスリをかけられるようで、痛くて苦しくてたまらなかった。身体が二つに裂かれそうな痛みに震えていた。

　なのに、彼が脇腹をくすぐったとき、緊張がふわりとほどけて、快感がブワッと押し寄せてきたのである。

　下腹の奥がキュンキュンと疼き、子宮頸管粘液がドブッとあふれた。

「うわっ、なんだこれ……っ？」

「気持ちいいっ！　気持ちいいぞっ!!」

「ほ、ほんとうに？」

「ああっ。ほんとうだっ！」

　処女膜が擦過される苦痛は今も存在している。だが、それを上回る快感が押し寄せてきて、溺れてしまいそうだった。

　むしろ、痛みがスパイスの効果を生み、気持ちよさをけしかけているようだった。

　雪生は、安堵したように笑った。

　勝ち誇った顔ではなく、ほっとしたような表情に、ああ、この少年は優しい子なのだなと実感する。

　婚礼の余興にリヒルデ王妃を拷問して殺した白雪姫とはぜんぜん違う。

　雪生がかわいい。この少年が好きだ。メイベルがこんなに気持ちがいいのだから、雪生にも気持ちよくなって欲しい。

「雪生は気持ちいいか？」

「あぁっ、すっげぇいいんだ。メイベルのなか、ぐにゅぐにゅ動いてるんだ」

「よかった。お兄さまが、私の身体で気持ちよくなってくれるなら、それはとてもうれしいぞ」




「あははっ」

　雪生は笑った。メイベルが得意そうなのがほほえましい。

　ぐっぐっと腰を動かして、亀頭で子宮口を突きあげたとき、彼女の反応が変わることに気がついた。

「うっ、あぁっ、はぁっ……お、奥が、あぁああっ!!」

　子宮口を抉るとき、メイベルのほっそりした身体にケイレンが走り、子宮頸管粘液がドブッと出る。

　白い肌をピンク色に上気させてあえぐメイベルには、未熟な色気が滲んでいる。

「奥がいいんだ？」

「いい？　わからんっ。下腹が、うっ、キュウッとなって、ブワッと空に浮かぶんだ」

「奥が感じてるんだよ」

　雪生は、ペニスを深く収めたまま、奥を抉るように動かした。

　メイベルは子宮口に快感のポイントが集中しているらしかった。

「あぁっ、いいっ、感じるっ、感じるぅっ」

　メイベルの下肢が雪生の腰に回り、彼女の細い腕が背中を抱く。

　しがみつかれて律動しにくくなったぶん、子宮口を小刻みにノックする。

「あぁっ、あぁっ、はぁっ……ぁあぁぁあっ」

　彼女に抱きつかれると、メイベルの手足の細さや身体の厚みの少なさがはっきりわかる。

　二百歳の魔女でも、肉体は少女だ。そのいたいけな身体で雪生を受け止めてくれるメイベルがかわいい。

　子宮口のコリコリしたところをノックするたびにドブドブ溢れる子宮頸管粘液も、雪生を好いてくれている証明のように思えてしまう。

「あぁ、あぁ、も、もうっ……」

　メイベルがビクビクッとケイレンし、クッと身体を硬くした。

　膣ヒダがキュキュキュッと締まった。射精しそうになったが、ぐっと腰に力を入れると、さらに激しく腰を動かした。




「ああっ、だめ、だめだっ、お兄さまっ！」

　彼が激しく腰を動かすたび、身体全体が揺すりあげられ、シェイクされた脳味噌が、電飾のまぼろしを見せる。

　キラキラ輝いて綺麗だった。

「お兄さまっ、精液が、欲しいのだっ」

　メイベルは少年にねだった。

　メイベルの中の女の部分と、不完全な魔女の両方が、雪生の精液を欲しがっていた。

　子宮は精液を欲してきゅんきゅんしている。彼が深くペニスを収めるとき、秘芽が下腹部で押されてヒリッとくる。雪生の陰毛でこすられるクリトリスが、静電気に貫かれたみたいなヒリヒリする快感をもたらす。

　さっきからずっと続いている脳裏のチカチカも、だんだん派手になってきて、大好きな雪生の顔がはっきり見えなくなってきた。

「うぅっ、くっ、メイベル……ううっ」

　雪生は、うなり声をあげながら大きく腰を動かした。

　快感がどんどん激しくなっていき、もう、彼に抱きついていることができなくなった。

「あぁっ、あぁっ、んっ、んんっ……、お兄さまっ、精液、……精液が欲しい！」

　子宮をごつっと押されるたびに、子宮頸管粘液がドブッとあふれ、快感が押し寄せてくる。

　もう、苦痛はまったくない。気持ちよくてフワッと来る。

　行くというより、快感がやってくるという感じだった。

「うっ、ううっ、うーっ、メイベルっ……僕も、も、もう……」

「出してくれ。私の中で……っ」

　彼がひときわ激しく腰を打ちつけた。

　そのとき、パシンッと脳裏で何かが割れた。目の裏が銀色の光に包まれる。

「あぁあぁあっ、イきそうっ」

　悲鳴をあげて背筋を弓なりに反らす。子宮頸管粘液がドブッとあふれる。

　メイベルは、後頭部と足裏をつけて背中を反らすブリッジの体勢で硬直した。意識がフッと薄れていく。




「わっ、メイベル……。わわわっ」

　雪生はあわてて膝立ちになり、メイベルのお尻の脇を両手で持ち、さらに奥を突いた。

　メイベルの背中が浮いたせいで腰の位置があがり、ペニスが抜けそうになったからだ。

「イクッ！」
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　彼女が絶頂を告げると同時に、膣ヒダがギュルギュルッとよじれる。結合が浅くなっていたとき、膣が収縮したものだからたまったものではない。

　彼女の膣は、真ん中にツブツブが集中している。亀頭の剥けたところに膣ヒダのぷちぷちがミチミチッと押し寄せてきた。

　かぁっと腰の奥が熱くなり、熱い液体がグラグラと煮えたぎる。精液が出口を求めて荒れ狂った。

「うっ、ううぅっ、出る」

　ドクッ！

　精液が噴き出た。

　小さな舌のようなプチプチがみっしり生えた膣ヒダは、精液を吸い出そうとするかのようにぐにゅぐにゅと動いた。

「あぁあああぁあっ、ま、またイクッ！」

　精液に反応したのか、硬直していたメイベルがギクシャクとしながら暴れ始めた。彼女の動きで、ペニスがさらに奥に入る。子宮口の硬いところが射精途中の亀頭にゴリゴリ当たって興奮する。

「うっ」

　メイベルの子宮に、直接精液を注入するみたいにして、亀頭で子宮口をグリッと押しながら、さらに射精を続ける。

　ドブドブッ！　ドクッ！　ピュルッ!!

　射精の勢いが激しい。自分でも驚くほどだ。

　まるで吸い出されているみたいだった。

　空に浮かぶような、地の底に沈むような、射精の快感をたっぷりと味わう。

　ようやく精液の噴出が収まった。

　雪生はそっとペニスを抜いた。

　彼女のお尻が、べたりと床に落ちる。

　失神しているのか、ぴくりとも動かない。

　四肢を投げ出して陶酔の表情を浮かべている。開いた襟から乳房が丸見え、スカートからは下腹部が丸見えで、秘唇はぱっくり割れたまま、花びらと膣口を露わにしている。

　膣口から、ジワジワと白いものがあふれ出す。子宮から逆流してあふれた精液と、子宮頸管粘液が混ざり合った液体だ。

　雪生は身だしなみを整えたが、メイベルが動かないことに気がついて、彼女を揺すり起こした。

「大丈夫か？」

　金色の長いまつげが動き、青と緑の瞳が雪生を見た。

「きゃあっ」

　メイベルは飛び起きると、胸と股間を隠して身体をすくめた。

「わっ、ど、どうしたんだ？」

「み、見るなっ！　は、肌が、ちりちりするっ」

「え？　メイベルって、魔女だし二百歳だから羞恥心がないんだって思ってた」

「そうか……。これが恥ずかしいという感情なのか？　どうして私はこんな気分になっているのだ？　ああっ、そ、そうかっ!!」

　メイベルはぱんと両手のひらを打ち合わせた。

「私はお兄さまが好きなのだ！　だから、だから、恥ずかしいのだ!!」

　雪生はかぁっと顔を赤くさせた。

　愛の告白も同然だった。

「メイベルが恥ずかしがったのは、はじめてだな」

　空中にぽんっとカッツェが現れた。

「わぁぁっ。カッツェ、どこから出てきたんだ？」

　雪生の質問には答えず、カッツェは持論を展開した。

「人間は、犬に裸を見られても恥ずかしくないであろう？　それと同じで、メイベルが少年を同等の存在だと思っているから恥ずかしくなる。少年、年寄りの魔女に惚れられた気持ちはどうだ？」

　確かにそうかもしれない。

　カッツェになら、裸を見られていても恥ずかしくない。

「黙れっ。カッツェ。年寄りなどと言うなっ！　私はお兄さまの妹であるぞ。私は十六歳の天才少女で天使のようにかわいらしい女子高生だ」

「二百歳の魔女が天使のようにかわいらしいなどと厚かましいわ。メイベルよ。あとがつらくなるから、少年に情を移さないほうがいいと思うがな」

「カッツェッ！」

　メイベルがつかもうと伸ばす手を、カッツェはわたわたと動いてすり抜けた。

「あははっ」

　雪生は笑った。

　メイベルとカッツェの会話は、漫才みたいで楽しい。タップリと射精した身体は軽く、さっぱりしていい気分だ。

　だから雪生は聞き漏らした。カッツェの言ったひとことを。いや、耳に入ってはいたのだが、意味を考えるのがいやで、聞いていないフリをしていたのだ。

　──あとがつらくなるから、少年に情を移さないほうがいいと思うがな。

　雪生はそのとき、メイベルは、アプフェルを回収したら、去っていくのだと思いこんでしまった。

　雪生がカッツェの忠告のほんとうの意味がわかるのは、ずっとあとのことになる。











第三章　妹との愉しい日々と兆す不安









　カラオケボックスのいちばん広い部屋に、クラスメイトの合唱と手拍子、それにルーマニア語の歌がこだまする。

　マイクを握るのは制服姿のメイベルだ。O-ZONE「恋のマイアヒ」。今から十年ほど前のヒット曲だ。

　メイベルは元歌通りにルーマニア語で歌っているのだが、皆が日本語で空耳歌詞を合唱する。

「マイラヒ、マライヒ、マイヤハッハ、キープダンシング、預かりデイ、飲ま飲まイェイ、飲ま飲ま飲まイェイ」

「なつかしいな。この曲。小学校一年の運動会でお遊戯したよな」

「私は運動会の入場行進だったわ」

「メイベルちゃんの母国でも、この歌、流行っていたんだね」

　メイベルの学園生活は順調だった。天使のような美貌の西洋人の女の子。しかもＩＱ百四十五の天才少女。

　メイベルの時代めいた言葉遣いも、風変わりなところも、『西洋人の天才少女』だから当然だと思われる。

　クラスメイトはメイベルに温かく接した。『難民キャンプにいたかわいそうな女の子』には親切にしたいと思うのだろう。彼女が困っていたらさりげなく手をさしのべるし、変わったことをしたときは丁寧に説明する。

　今日もカラオケに誘われて、みんなで一緒にやってきたのである。

　──メイベル、楽しそうだ。よかった。心配するほどのこともなかったな。

　日本に来て十日ほどのメイベルは、日本の流行歌を知らない。

　クラスメイトからカラオケに誘われたときは大丈夫かなと思ったが、メイベルは、日本でも流行っている世界的な歌をうまくチョイスして歌った。

「アナと雪の女王」の「Let It Go」、郷ひろみが歌った「ゴールドフィンガー99」の元歌「Livin' La Vida Loca」。

　メイベルは元歌のままで歌うと、みんなが日本語でコーラスする。

　恋のマイアヒが終わり、ＳＥＫＡＩ　ＮＯ　ＯＷＡＲＩの「スノーマジックファンタジー」の前奏が流れる。

「お兄さま、次だぞ」

　雪生は立ちあがり、メイベルからマイクを受け取った。

「かたじけない」

「あははっ。白井。妹さんの真似してる」

「お兄さーんっ。がんばれっ！」

　雪生が歌い出すと、皆が手拍子をはじめた。

「いい声だね。白井くん、歌が上手いんだね」

「白井って、最近、がんばってるよな」

「うん。今日の英語の小テスト、百点は白井くんだけだったんだよね。体育もバスケで活躍したりしてるし、ちょっとカッコイイよね」

　雪生も楽しい学園生活を送っていた。

　昔も今も努力の量は同じなのに、たまたま勉強したところがテストに出たり、バスケの授業ではいい感じでボールが来てノーマークでシュートできたり、運がよいとしか思えないことが続いている。

　だが、雪生の表情は冴えない。

　かわいい妹ができた。しかも、天使のような外見を持つ西洋人の女の子で、彼女は雪生を好きだと言ってくれて、処女を捧げてくれた。

　幸運が続くおかげで、成績もあがってきた。

　楽しいはずの毎日なのに、やがてくる別れの予感に、明るい気持ちになれないでいる。

　メイベルの目的は、雪生の中から魔力の結晶であるアプフェルを回収すること。

　カッツェは言った。

　──あとがつらくなるから、情を移さないほうがいいと思うがな。

　回収が終わったらメイベルは、どこかに行ってしまうのだろう。カッツェは、別れるとき淋しくなるから好きになるな、と言ったのではないか。

　セカオワの「スノーマジックファンタジー」は明るい旋律で紡がれた別離の歌。少年は二百歳の雪の妖精と出会い恋をして、……そして別れる。

　せつない曲を歌いながら、雪生は無邪気に手拍子を打つメイベルを見つめていた。
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「楽しかった！　ずっとカラオケをしたかったのだ。あのときは、一曲も歌わずに帰ったからな」

　雪生の横を、制服姿のメイベルが歩いていく。

　歩道と車道を隔てるブロックの上を、両手を広げてバランスを取りながら。

　前屈みでよろよろ歩くところが、いたいけな少女らしさを演出する。大きなリボンで留めた金髪が風に揺れてきらきらと光る。

「うん。楽しかったな。メイベルって何カ国語話せるんだ？　マイアヒってルーマニア語で、アチチアチはスペイン語だろ。元歌で歌ってしまうんだもんな」

「私が話せるのは、ドイツ語と英語とロシア語と日本語だけだ。ルーマニア語とスペイン語はカタコトだな」

「すごい。実は僕、大岡越前のテーマソングを歌い出すんじゃないかって思ってた」

「大岡越前のテーマソングは歌詞がないぞ」

「あっ。そうなんだ」

「……お兄さまは、昔はがんばっていなかったのか？」

「え？」

「今はがんばってるということは、昔はそうでもなかったのかなと思ったのだ」

　メイベルは、歌いながらも、みんなの話をしっかり聞いていたらしい。

「がんばっていたけど、勉強したところがテストに出なかったり、一生懸命走っているのにゴール前で転んだりして、なんていうかこう、運が悪かったんだよ」

「だが、それでもがんばっていたのだろう？　結果が出ても出なくても、同じように努力できるというのは、お兄さまの才能だと思うぞ」

　メイベルは見た目は中学生なのに、言うことは大人のようだ。

「僕は量産型だよ。平凡な男だ」

「何が平凡なものか。お兄さまは最高の男性だ。私がはじめて好きになった男なのだぞ」

　──僕は、二百歳のメイベルが、はじめて好きになった男……。

　歩道と車道を隔てる縁石の上を歩くメイベルのすぐ横を、車が走りすぎていく。

　ここは裏道で車の通りは少ないとはいえ、そのぶんスピードをあげる車が多い。

「危ないよ。メイベル」

「平気だぞ」

　メイベルは両手を広げてバランスを取りながら歩いている。金髪がさらさら揺れて、見とれるほどにかわいい。

「お兄さまの運が悪かったのは、私の……いや、リヒルデ王妃のせいだな」

「んっ？　どうして？」

「アプフェルは、人間には強すぎるのだ。治癒力を高めて病気や怪我を早く治すことができる代わり、運を悪くする副作用がある。白雪姫も、自らが招いたこととはいえ、国は滅び、民に憎まれて投獄され、死刑に処せられた」

「そうだったんだ……たしかに僕、病気知らずだったし、みんなが食中毒にかかっても、僕だけぴんぴんしてたけど、アプフェルのおかげだったんだな」

「まぁ、運が悪くなる、と言っても、普段の行いがよければひどい目には遭わないはずだ。白雪姫みたいなのは特別だろうて」

　そのとき、車道を、ワゴン車がスピードをあげて走ってきた。

　縁石を歩くメイベルをかすめそうだ。

「きゃあっ！」

「危ないっ！」

　雪生は、メイベルの手を引っ張った。

　縁石からころびかけた彼女をしっかりと抱きしめる。

「大丈夫か？」

「大丈夫だ。そのように心配せずともよい。私はに……なのだぞ」

　二百歳の魔女、と声に出さずに言う。

「心配するよ！　メイベルはかわいい僕の妹で、僕はメイベルを守ってあげないといけないんだ」

　メイベルは抱擁をほどくと、きょとんとした表情で雪生を見上げた。

「もう一度言ってくれないか。私を……二百歳の魔女の私を、かわいいと言ってくれたのか？」

「メイベルは妹で、かわいくて、僕の大事な恋人だ」

「かわいい女の子、守ってあげたい妹、大事な恋人……私は雪生にとって、大事な存在なのか……」

　メイベルは小さな声で繰り返すと、泣き出す寸前の表情で笑った。うれしくてたまらないとばかりの表情を浮かべている。

「私もお兄さまが好きだぞ。私もお兄さまを守ってやりたい」

　はっきりと言いきるところが彼女らしい。

　さっき一瞬、笑顔が滲んで見えたのは気のせいだったのだろうか。

　メイベルは、雪生の手を握ってきた。ぷにぷにとやわらかい手の感触にどきっとする。彼女は、雪生の右手のひらの林檎のアザを、指先でさすった。

「お兄さまの手の林檎のアザ、少し薄くなっているであろう？」

「うん。そういえばそうかも」

　雪生は、自分の手のひらを見た。

　言われるまで気付かなかったが、ほんの少し色が薄くなっていた。紅だったのが、今は濃いピンク色だ。

「私と……すると、お兄さまの運がよくなるぞ。治癒能力は今より低くなるが、人間の標準に戻るだけだ」

　メイベルは、セックス、という言葉を使わずに言った。

「でも、僕、自分の運をよくするために、メイベルと、その……するのは……」

「打算的なのはいやだというのなら、私はお兄さまにおねだりしない。私はお兄さまが好きだから、お兄さまがいやがることはしたくない」

　メイベルはきっぱりと言った。

　メイベルがはじめて通学したあの日、リビングで愛を交わしてから、あれ以来セックスしていない。

　彼女はサバサバした性格で、ことさらに誘惑したり、コビを売ったりしないので、同居生活は快適だった。

　メイベルのためを思うならセックスするべきだし、雪生もしたいと思っているのだが、ぐっと我慢していた。

「ほんとうは、その……したいけど……メイベルと別れるのがいやなんだよ」

「なんで私がお兄さまと別れなくてはならないんだ？」

「だってメイベルの目的は、僕からアプフェルを回収することだろう。回収し終わったら、どっかに行ってしまうんだろう？」

「私はお兄さまの妹だ。妹というのは一生続く契約であろう？　だから私はお兄さまから離れない。一緒に住んでいるだけで楽しいし、こうして手を繋いでいるだけでも幸せだ。私のことは気にせずともよい」

「でも、回収しないことには、いつ、寿命が尽きるかわからないんだよな？」

「ああ、そうだ。……でもまぁ、今、いきなり死んでしまうなんてことはないと思うから安心してくれ」

　自分の都合ばかり考えていた。メイベルのことを考慮しなかった。

　アプフェルを回収することがメイベルの寿命を延ばす唯一無二の手段なのに、いつかやってくる別れが怖くて手を出せないでいた。

　日本式のお風呂の使い方も、まだ教えていないありさまだ。セックスを連想させることは腰が引けてしまっている。

　──僕は兄なのに。メイベルを助けてあげないといけないのに。これじゃ逆じゃないか。

　雪生は、メイベルを抱きしめた。

　雪生の腕の中のメイベルは、はじめはびっくりしたようにもがいていたが、やがて雪生にキュッと抱きついてきた。

　彼女の体温とフワフワの感触、甘い香りがたまらない。絹糸みたいなさらさらの金髪が、首筋に当たるくすぐったさも最高だ。

「ああ、お兄さまとくっついていると気持ちいいな。……すまぬ。……をねだらないと言ったが、私はお兄さまに抱きしめてもらって喜んでいる」

　頬をスリスリして甘えてくる。

「お兄さま。今晩どうか、私を抱いてくれ」

　雪生は顔が真っ赤だ。

「おい、往来だぞー。みんなが見てるぞー。目立っているぞー」

　カッツェが頭上にぽんっと現れて、メイベルを冷やかした。

「うるさい！　カッツェ。黙れ。周囲には誰もいないではないか。私はひとけがないことを確認してから、お兄さまに抱きついたのだぞ。空を飛ぶぬいぐるみなんて、おまえのほうが目立つであろうに。お願いだから消えてくれ」

「わかった」

　カッツェがパッと消えた。

「すまぬ。お兄さま。カッツェは心配性なのだ。うるさいやつだが、許してやってくれ」

「カッツェは君の使い魔なんだよな。カッツェは、ご主人様が好きでたまらないんだろうな」

「正確にはリヒルデ王妃の使い魔だが、そのまま私に仕えてくれている。私は使い魔を従える魔力はないのだ。カッツェは、魅了の魔法しか使えない私をほっとけないそうだ」

「クラスのみんなは、君の魔法に魅了されたんだな」

「違うぞ。私は魔法を使っていない。クラスの皆に好かれているのは、私が愛らしいからだっ！」

　メイベルは日本的な謙遜の美徳とは無縁である。胸を張って言いきるところは、いかにも彼女らしかった。

「あはは。そうだな」

「お兄さま、早くスーパーに行こう！　今日は、カレーライスを作る予定ではないか」

　メイベルは雪生の手を引いて走り出した。

　二人ですると、料理や掃除までもが楽しい。メイベルからドイツ料理を教わったり、雪生が和食を教えたりしている。今日はカレーライスを作ることになっていた。

「ご飯のあとは、私がお兄さまに宿題を教えてやる」

「だったら僕は、日本式のお風呂の入り方、教えるよ」

「かたじけない」

　かたじけないは便利な言葉だった。ありがとう、すまない、世話になる、全部を含んでいる。

「あはは」
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「バスタブの中ではお湯に浸かってのんびりするだけ。身体は外で洗うんだ。これマッサージタオルっていうんだけど、これでこすると気持ちいいんだ」

　雪生がお湯が入っていない湯船の中で、日本式のお風呂の使い方を説明すると、メイベルは不思議そうに目を見開いた。

　日本に来て十日。彼女はシャワーだけを使っている。

「ふうん。日本人は不思議なことをするのだな。他人が入ったお湯に浸かるわけか。不衛生ではないか」

「だから、はじめに、外で身体を洗ってからバスタブに入るんだ」

　雪生は、ズボンのポケットからケータイを取り出すと、温泉の画像を検索して表示した。お年寄りがお風呂に浸かっている画像を見せる。

「こういうの、見たことないか？」

「ある。混浴というのだろう。日本人は、男女一緒に全裸で温泉につかるのだと聞いた。カピパラも猿もカバもオランウータンも、みんなで一緒に入るのだ。日本人は不思議だな」

　メイベルの知識は偏っている。西洋人の日本に対する認識が偏っているというべきかもしれないが……。

「混浴はめったになくて、普通は男女別なんだ。動物とは一緒に入らない。猿が温泉に入っているのは、あれは観光用だ」

「お兄さま、その、えっと……」

　メイベルが口ごもった。頬を赤くし、恥ずかしそうにうつむいてもじもじしている。

　なんでもはっきり言うメイベルらしくない反応だったが、彼女の言いたいことはわかる。

　──お風呂、一緒に入ろう、って誘ってみようか。

  カラオケボックスからの帰り、メイベルを抱擁したことで、抑えていた欲望が爆発した。

　メイベルは、言葉を探しているように口ごもっていたが、意を決したように口を開く。

「私はお兄さまと婚約したい！」

「こ、婚約？　兄妹で？」

「間違えた。混浴だ！　兄妹だが混浴だ。兄妹だから婚約はできなくても混浴だ！」

　混浴混浴と連呼され、恥ずかしくて顔が赤くなっていく。

「わかった。一緒に入ろう」

「ほんとか。わぁっ。うれしいっ。恥ずかしいがうれしいぞっ！」

　メイベルは小躍りしてはしゃいだ。

　メイベルとセックスすると、手のひらの林檎のアザは薄れていき、やがて完全に消えてしまう。

　兄妹というのは一生の契約だから、メイベルはそれでも雪生と一緒にいると言ってくれた。

　なのに感じる不安はなんだ？　メイベルは別れないと言っているのに、どうして不安になる？  メイベルの愛情を疑っているのか？　小心すぎる。

「その前に食器を洗ってしまおう」

　雪生は、メイベルの頭に手を置いてぽんぽんした。

　せつない気持ちをふりほどくようにして。
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「お兄さま、そのう……全部脱がなくてはいけないのか？」

　メイベルは、脱衣場でブラウスの胸を押さえて恥じらった。

「そりゃまぁ、お風呂だし」

　雪生は、ズボンを下ろしながら答える。

「うあぁっ、恥ずかしい、恥ずかしいぞっ」

　考えてみたら二人とも服を着たままで身体を重ねていたので、お互いに全裸になるのははじめてだ。

　メイベルの肌の匂いが漂ってきてドキドキするが、雪生は平然とした様子を装った。

　脱いだトランクスを洗濯機に入れて風呂に入る。

　洗い場で身体を洗っていたら、お風呂のドアがそろそろと開き、きゃっと悲鳴が聞こえて、またすぐ閉まる。

「どうしたんだ？」

　恥ずかしいのは雪生も同じだが、メイベルが盛大に恥ずかしがっているから、平然としたフリをする。雪生まで恥じらっていたら先に進まない。

「早く入らないと風邪引くよ」

「う、……は、入りたいのだが、は、入れな……ええいっ！」

　勇気を振り絞ってドアを開けたらしいメイベルは、胸と股間を手で隠し、怖い顔をして入ってくる。

「なんだよ。その顔」

「恥ずかしすぎてこわばっているのだ……っ！」

「あはは」

　メイベルが恥ずかしがっている。それは雪生を兄として認識しているから。対等な存在だと思っているから。人間は犬に裸を見られても恥じらったりしない。

　メイベルが恥ずかしがると、自分が偉い存在になった気分で、くすぐったくなってくる。

　もっと彼女を恥ずかしがらせたい。

　メイベルは洗い場のお風呂椅子を横向きにし、雪生に背中を向けて、手のひらにボディシャンプーをつけて身体を洗いはじめた。

　背中の肉付きは薄く、お尻はきゅっと締まって小さい。腕は細く、ウエストのくびれはなだらかだ。

　発展途上の少女の身体。雪生に見えるのは背中だけ。なのにその未成熟な硬さが、メイベルのサバサバした雰囲気に合っていて、劣情を煽ってやまない魅力がある。

「マッサージタオルあるよ。ほら」

「こんなザラザラしたもの使えぬ」

「そんなことないよ。僕が身体を洗ってあげる」

　雪生はバスタブから出ると、マッサージタオルにボディシャンプーをつけ、彼女の背中をこすった。

「あっ、あぁ……。だめだ。お兄さま、くすぐったい……」

　メイベルは、セクシーな声をあげて上半身をくねらせる。ミルクを固めたみたいな白い肌が上気してピンクに染まる。レアチーズケーキの香りがする。愛液の匂い。発情の匂いだ。

　普段は色っぽいところのない女の子だから、背筋をくねらせる彼女は色っぽかった。

「前も洗ってあげるよ」

　雪生は、腕を前に回して、メイベルの感じるポイントである脇乳や乳首のあたりを、マッサージタオルでこすった。

　彼女の背中は細く、肉付きが薄くて頼りない。

　メイベルは、もっと触って、とばかりに、雪生の手に自分の手を重ね、力をこめた。

「あ、……だ、だめだ、んっ、んんっ……じかに触ってくれ……お兄さま」

「あはは。わかった。そうする。僕もそっちのほうがいいし」

　雪生は笑った。だめだというのは、マッサージタオルではなく直接揉んで欲しいという意味だったのだ。

　マッサージタオルを離し、背中から回した右手で乳房をつかんでむにむにと揉む。左手を股間に当て、やわらかいヘアを指にからめて遊んでから、クリトリスを指の腹でノックする。

「あぁっ、あぁっ、はぁ……」

　メイベルの背中がくねり、雪生の胸板と密着しているところがぬるぬると動く。

　やわらかい肌の感触と、人肌の温かさが心地よい。

　雪生は、人差し指と親指でクリトリスをつまんだ。繊細なところだから、力を入れるか入れないかというギリギリの強さで、そっと揉む。

　丸めるようにしていじると、彼女の身体にブルブルッとケイレンが走った。

「あぁっ、くっ、くぅっ」

　触れ合っているところから、彼女が感じていることが伝わってくる。秘芽ははっきりと大きくなり、コリコリと硬い。

「ああ、お兄さま……だ、だめだ、感じすぎる……っ」

　──僕ってすごいかも……。

　量産型だと思っていた。平凡な人間だと思っていた。僕なんか、いてもいなくても同じだと思っていた。

　だが違う。雪生は特別なのだ。

　メイベルは、雪生を肯定してくれる。

　彼女をたくさん感じさせてあげたい。雪生は、指先を秘裂に這わせてとろとろの蜜液をすくい取り、秘芽に塗りつけると、再びクリトリスをいじった。




　メイベルはブルブルと震えた。

「んっ、んんっ……んっ……あぁ、お兄さま……っ」

　雪生の執拗な秘芽なぶりに、ケイレンが止まらない。

　雪生は、力をこめずにいじっているみたいだが、クリトリスは、風が吹いても感じるほどの感覚のカタマリだ。その鋭敏な部分をいじられて、強烈なほどに感じてしまう。

　弱電流が、ずっと通されているみたいだった。

「あっ、はぁっ……はぁ、んっ……ぁあっ、だ、だめだ……」

　メイベルの尾骨のあたりに、彼の男根が押しつけられている。

　勃起した男根の感触がたまらない。下腹がキュンとして、膣がむなしく蜜を吐く。

　もうメイベルは、ペニスが欲しくてウズウズしている。

「あぁっ、だ、だめだ……っ」

　乳房をきゅうと揉まれる感触も気持ちよかった。汗と愛液と、ボディシャンプーの匂いが漂う。

　人差し指と中指のつけ根で、乳首を挟まれて刺激される。自分の乳房が彼の手で形を変える様子が見える。気持ちよすぎて、頭の中がちりちりする。

　下腹部に、静電気のような刺激が走った。それが尿意だと気付いたときには、もう、排尿がはじまっていた。

「あぁっ、あぁーっ、ぁあぁぁあああああぁっ」

　じょろじょろと尿が噴き出して、お風呂の床を叩く。

　快感が極まったあげく、身体が混乱してしまったのだ。

　おしっこが雪生の指で遮られ、跳ね返ったしぶきが内腿に当たる。

　人間が尿をかけられることを嫌うのは、メイベルだって知っている。

　恥ずかしいのと申し訳ないのとで、脳裏が真っ白になった。

「だ、だめだっ、止まってくれっ」

　だが、ひとたびはじまった排尿は、どうしたって止まらない。ふわりと立ち上る尿臭も、恥ずかしさに輪をかける。

　あきれるほど長い時間をかけておしっこが出て、ようやく止まった。




　雪生は、メイベルにお湯をかけて、尿を流した。

　メイベルは呆然としている。

「どうしたんだ？　大丈夫か？」

　心配になって肩を揺すると、メイベルは立ちあがってこちらを向き、抱きついてきた。

「すまない。お兄さま。自分のやったことが信じられない。恥ずかしいことをしてしまった」

「気にしてないよ」

「人間は尿をかけられたら怒るだろう」

「怒らないよ」

　はぁっと安堵のため息をつき、緊張をほどいているところがかわいい。

「今度は私がお兄さまを洗ってやるぞ」

「うん」

　メイベルは、胸のあたりにボディシャンプーをなすりつけると、雪生に抱きついたままで身体を前後に揺らしはじめた。

「な、なんでそんな？」

「さっき、背中にお兄さまの胸がぬるぬる滑って気持ちよかったからだ」

　人肌のおっぱいが胸板に押しつけられ、ボディシャンプーのぬめりを借りて前後に動く。

　果汁グミのように弾力のある胸乳が身体を滑る感触は心地よかった。

　汗と愛液の甘酸っぱい体臭に、勃起を彼女の下腹が撫でるもどかしさ。

「あっ……はぁはぁ……んっ……んっ……くっ、足、だるいな」

　彼女は汗まみれになっていた。両腕を雪生の首に回しているとはいえ、膝を使って身体を上下させるのには体力がいる。

「お兄さま、立ったままだと足が痛い。仰向けに……はムリだな」

　木造二階立ての普通の民家だから、洗い場は狭い。仰向けに寝転がれるほどのスペースはない。

「いいよ。そんなの。一緒にお風呂であったまろうよ」

「混浴はしたいが、私もお兄さまの身体を洗ってあげたいのだ」

「だったら……パイズリしてくれないか？」




「パイズリ？」

　メイベルは聞き返した。はじめて聞いた言葉だ。

「おっぱいでチ×ポを挟むんだ」

「洗うのか？」

「んっ。ま、まぁ、そうだな。おっぱいでチ×ポをこすって欲しい」

「わかった。でも、洗濯洗剤はつけずにおくぞ。肌に染みるからな」

「ぷっ、あははっ。せ、洗濯洗剤じゃなくて……ボディシャンプーとか石鹸とか……」

「むうっ」

　あんまり雪生が笑うので、メイベルはムッとなった。

「そこに座れっ」

「うん」

　湯船の縁に腰掛けた彼の足下に膝を折って座り、勃起状態のペニスを指先で引っ張りあげて、胸乳の谷間に挟み、ぎゅうぎゅうと揉む。

「うっ、くっ、くぅっ」

「あぁあっ……んんっ……はぁっ」

　雪生もメイベルも同時に悲鳴をあげた。

　メイベルは脇乳が敏感なタイプだ。おっぱいの谷間に男根を挟み、脇乳に手を当てて内に寄せて揉むなんて、感じすぎておかしくなってしまいそうだ。

「あぁっ、あっ、……んっ……んんっ……はっ、はぁっ」

　メイベルは上半身をくねらせた。乳房の内側がキュンキュンする。まるで胸乳が大きさを増したみたいだ。

　おっぱいは子宮と連動し、下腹の内側までもがキュンキュン疼く。執拗な秘芽なぶりでまだヒリヒリしているクリトリスがヒクッとうごめく。とろとろあふれた愛液が足裏を濡らす。




　雪生は、あえぐメイベルを見下ろしてドキドキしていた。

　黙っていると天使、口を開くとお姫様、中身は二百歳の（不完全な）魔女、対外的には雪生の義妹。見た目年齢は中学生。

　そこだけ立派に盛りあがったまあるい乳房の谷間で、自分の亀頭が顔を出している。

「んっ……んんっ……はぁはぁ……っ」

　メイベルが、自分のペニスで高まっていく。

　白い肌が上気してピンクに染まり、頬と目尻が赤く染まっている。

「あっ、あぁっ、いい、気持ちいい……はぁはぁ……、あぁっ」

　彼女はかなりきつく自分の乳房を揉んでいるらしいが、肉茎におっぱいが押し寄せる感触は、口腔や膣に比べると単調だった。

　だが、乳房のぬくぬくと、おっぱいのプルプル感、肉茎にぴとっとへばりつく肌の感触が心地よい。

「んっ……んっ……お兄さまは……気持ちよくないのか？」

「気持ちいいよ」

　雪生は、メイベルの頭に手を置き、ぽんぽんした。

　射精に至るような強烈な快感ではないが、ほんわかとしたおだやかな気持ちよさだ。メイベルがセクシーにあえぐ様子を見るのも楽しい。自分の足下で天才少女がひざまずいている。この心地よさを、ずっと味わっていたい。

「むうっ、私はお兄さまに、うっ……も、もっと、気持ちよく、な、なって、欲しいのだっ!!」

「そうだな」

　雪生は目を細めて笑い、頭ぽんぽんを続けた。さらさらの金髪がひんやりと指に触れて心地よい。

「お兄さま、寝ないでくれぇっ！」

「寝ないよ。気持ちいいだけだ」

「むうっ」

　ぼうっとしていたら、亀頭をぬるっとした熱いものが襲った。メイベルが舌をいっぱいに伸ばして、乳房の谷間から飛び出す亀頭を舐め回していた。不意打ちの刺激にぶるっと震える。射精欲求が急激にふくらんだ。
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　腰が弾み、男根がビクビクッと動く。

「きゃあっ」

　メイベルが悲鳴をあげて手を離した。

　乳房の拘束から逃れたペニスが前後に揺れる。

　腰の奥が熱くなり、煮えたぎる精液が、出口を求めて荒れ狂う。

「うっ」

　ドブッと精液が噴き出た。

　思っていたよりもずっと早い射精だった。

　メイベルの天使のような顔に、白濁液が降り注ぐ。綺麗なものを自分の体液で汚す興奮が、射精の快感をいっそう強烈にした。

「ご、ごめんっ、うっ……うっ」

　メイベルの驚いた顔が罪悪感をけしかける。鼻先ではじけた精液は、顎を伝って首筋に落ちかかり、乳房にまで垂れている。

　雪生は申し訳なさのあまり、壁に向かって射精するつもりで腰をひねった。

　しかし、メイベルの頬を肉茎でぺちっと叩いてしまう結果になり、いっそう恐縮してしまう。

「ごめん」

「気にせずともよい」

　メイベルの細い指がペニスの根元を押さえて上向かせる。

　そしてメイベルは、射精途中の亀頭をぱくんとくわえた。先端を舌先でぺろっと舐められ、うっとうめく。

　舌先を上顎の内側につけて気管に入らないようにガードしたメイベルは、口腔に溜まる精液をじゅるじゅるとすすりあげていった。

「ちゅぱちゅぱっ、じゅるっ……ちゅるっ、ちゅるちゅる……っ」

　飲みきれなかった精液は、唇の端からたらたらと落ち、メイベルの顔を汚す。

「うっ、ううっ」

　射精途中の亀頭が引っ張られる。精液を吸い出そうとしているかのようなバキュームフェラに、射す勢いがさらに強くなった。

　自分のペニスごしに見える、メイベルの陶酔の表情がエッチっぽい。

「ごくっ、ごくごくっ、……じゅぱっ、じゅる、ちゅるるっ」

　ようやく全部の精液を射精し終わり、彼女の口腔からペニスを抜いた。

「ごくん……っ」

　メイベルは、口腔に残っていた精液を、薬を飲み干すようにして嚥下した。

　そして、頬についた精液や、鎖骨のくぼみに溜まった精液も、指ですくって舐めていく。

「苦いんじゃなかったのか？」

「もう慣れた」

　メイベルは胸を張った。

　発展途上の中学生体型なのに、そこだけ立派なおっぱいがぷるんと揺れる。

　メイベルは、自分は裸なのだということを忘れているのではないか、という疑問が生じた。

「恥ずかしいのも慣れた？」

「あっ!?」

　メイベルは顔を俯かせると、自分が裸なのに今気付いたとばかりに、かっと顔を赤くした。恥ずかしそうに胸と股間を両手で隠し、身体をすくめるところがかわいい。

　雪生は右手のひらを見た。

　林檎のアザの色は、それほど変わっていない。

　雪生の中のアプフェルは、メイベルに移っているのだろうか。このアザが全部消えたとき、雪生とメイベルはどうなっているのだろう。別れるのだろうか。それとも今より仲良しになれるのだろうか。

　雪生は、手をきゅっと握りしめて不安を振り払おうとした。

　考えるなんてもうやめだ。メイベルは、兄妹は一生の契約だと言ったのだ。

「お風呂、入ろう」

　雪生は、メイベルを誘った。

「身体を洗ってからだ」

「もう洗ったじゃないか」

「そ、そうだな……」

　メイベルは、恥ずかしそうに、そっぽを向いている。それでいて、ちらっと男根を見て、また目を逸らす。

　入れて欲しいが、おねだりするのは恥ずかしいのだろう。頬を赤くして、瞳をゆらゆらさせている。

　メイベルは、言おうかどうしようかというふうにもじもじしていたが、意を決したようにキッと顔をあげた。

「私はお兄さまの精液が欲しい」

　眉根を寄せたムッとした表情。しかも棒読み。怒っているみたいだが、恥ずかしさのあまり、顔がこわばっているのだとわかる。

「あはは。いいよ。一緒に入ろう」

　先にバスタブに浸かり彼女の手を引いて誘う。

「僕をまたいで欲しいんだ」

「こうか？」

　メイベルが湯船に入ってきた。

　雪生をまたいで抱きついてくる。

　メイベルのふっくらした胸がムギュッと押しつけられる。お湯の温かさに加えて人肌の心地よさが重なってぬくぬくだ。

「ああ、お兄さまは温かいな」

　両腕で頭を抱き、頬をスリスリして子供っぽい様子でなついてくる。彼女は無邪気な笑みを浮かべていた。

「ふふ、髭剃り跡がザラザラしてて気持ちがいい」

　少女らしいかわいさと、ときおり見せる大人っぽい包容力、落差の大きさが魅力的だ。

　雪生は、彼女の背中を抱いていた手をお尻に移動させると、ぐいっと腰を近づけさせた。

　亀頭が秘部のフニフニした部分に当たる。

「んっ」

　メイベルの表情が、快感の予感にとろけた。

　メイベルにはいろんな顔があり、クラスメイトが見ているのは、メイベルの天才少女としての部分だけ。雪生だけが、メイベルのこのエッチっぽい表情を見ている。

「ああぁ……、お兄さま……欲しい。入れて欲しいんだ……」

　腰をクナクナ揺すって甘えてくる。半開きになった口唇から、熱い吐息が漏れている。

「メイベルが上になってるんだから、自分で入れないとだめだよ」

　お尻をぺちぺちと叩くと、メイベルが上半身を起こした。

　彼女は、雪生の肩に手を置いて腰を下げてきたが、彼女の大陰唇が男根を圧迫するだけだ。

「んっ、んんっ、……はぁはぁ……は、入らない……んっ」

　浮力がつくから、挿入は難しい。

　勃起の上に、メイベルのぷにぷにとやわらかい秘部が押しつけられる。お湯ごしのソフトな刺激がもどかしい。

　メイベルは、自分の指で大陰唇を花びらごと開くと、もう片方の指で肉茎の根元をつかんで位置を固定した。

　そして、腰を揺すりながら下げてくる。亀頭に膣口が当たった。粘膜のとろとろが、お湯の中でもはっきりと感じられる。

　そして、膣ヒダが、ぐっちゅっと音を立ててかぶさってきた。

「あぁっ」

　メイベルはぶるぶるっと震えた。くっつき合っているところから、震えが伝わってきて心地よい。

「あっ、は、入ってくるっ」

　彼女は、小さな顎をクッとあげ、白い喉をのけぞらして悶えている。

　とろとろに熱い膣ヒダが、ペニスに覆いかぶさってくる。

　お風呂の中でのセックスなんて、お湯が入るのではないかと思っていたのだが、キシキシした感じはない。

　早く奥まで入れたくて腰をグッと突き出すと、小さな突起が一面に生えた膣ヒダを掻き分けるようにしてペニスが進む。やがて膣奥のコリコリ硬いところを突きあげた。

「はぁっ」

　メイベルはぶるぶるっと震えた。

「痛くないのか？」

「ああ、痛くない。気持ちいい。……ぁあぁあっ、は、はぁ……いっぱい、いっぱいだ。奥まで入ってるぅ……っ」

　あえぎ声をあげるピンクの唇に、雪生はちゅっとキスをした。唇を合わせるだけのキスはすぐに深くなり、お互いを探り合うような、熱い口づけに変わっていく。

「んっ……ちゅっ、ちゅぱっ、れろっ……んっ、んっ……くちゅっ、ちゅるっ」

　舌をからみ合わせていると、彼女の膣ヒダがキュッと締まった。

　お湯の温かさとメイベルの肌の温かさ。胸に当たる乳房の双球。雪生の腰を挟んでくる彼女の内腿のやわらかさ。そして、膣ヒダのぐにゅぐにゅとうごめく感触。

　彼女は温かくてフワフワで心地よい。

　雪生がぜんぜん動かなくても、もう、このままで絞り取られてしまいそうだ。

「ちゅっ、ちゅっ……くちゅっ……んっ……ちゅぱっ」

　舌が痺れるほどの長い長いキスが終わり、唇を離す。

　メイベルは、熱を測るようにして、額をくっつけ合わせてきた。

　雪生の目を覗きこんで話す。

「お湯の中ではのんびりするだけ、と言ったではないか？」

「うん。だから、二人だけの秘密」




「あはは。そうか」

　メイベルは笑った。

　雪生の黒い瞳に、自分の顔が映っている。その顔は、幸せそうに笑っている。雪生には、メイベルはこんなふうに見えているのだ。下心なんてない、無邪気に笑うかわいい少女。

　──私はお兄さまの思うとおりの存在でいよう。もう決めたのだから。

「大好きだよ」

　雪生の言葉にキュンと来る。

「ああ。私もだ。お兄さま」

「うっ、締まる……っ」

「って、私のヴァギナがか？」

「そ、そうだよ。ぐにゅぐにゅって動いている」

「そうか。どうも、勝手に動いているようだな。こうするとどうだ？」

　メイベルは下腹に力を入れて、子宮をへこませてみた。

「ううっ、くっ、くっ……し、締まる、よじれる……っ」

「あっ、あぁあ、お、お兄さま……」

　メイベルも、あぁとうめく。

　子宮をへこませると男根が大きくなる。

　膣が締まることによって密着の度合いが激しくなり、彼のペニスが大きくなったように感じてしまう。

　たまらなくなったメイベルは、自分で腰をあげた。

　浮力がついているので、腰を浮かすのは簡単だったが、膣に感じるペニスの密度が少なくなると、とたんに頼りなくなった。子宮がきゅんきゅんと疼いた。

　腰を下げようとするが、お湯の中で身体を動かすのは難しい。

　困っていたら、雪生がお尻をつかんでぐっと引いた。

「んっ、んっ……あぁっ……あぁあっ」

　お尻の肉をぎゅっとつかまれる感じと、男根が膣ヒダを前後する感じがたまらない。

　お湯がタプタプと波打って、メイベルの金髪を濡らす。




「うっ、うぅっ……くっ、くっ」

　雪生は、うなり声をあげた。彼女の腰が下がりペニスが深く入った瞬間、膣ヒダがきゅるきゅると締まったからだ。精液を吸い出されそうな蠕動に、腰が思わず弾んでしまう。

「あぁっ、か、感じるっ……奥、奥が、子宮がキュンキュンするっ！」

　そうだった。メイベルは子宮で感じる女の子だ。

　変則的な騎乗位だから、正常位より結合が深く、子宮口をより強く刺激されるのだろう。

　亀頭が子宮口のコリコリと硬い部分をグリグリッと押すとき、熱くて濃い子宮頸管粘液がドブッと溢れて、律動をいっそうなめらかにする。

　彼女をもっと感じさせてあげたいのに、雪生は意識的に動けない。騎乗位の困ったところだ。

「メイベルが腰を動かすんだよ」

　雪生に抱きついていたメイベルは、上半身を起こした。雪生の肩に手を置いて、腰を淫らに回す。

　メイベルの白い肌がピンクに染まり、半開きの唇から、赤い舌がのぞいている。

　あえぐ表情が色っぽい。

「あぁっ、だ、だめだっ……か、感じすぎるっ」

　メイベルはぶるぶるっと震え、腰をあげてじっとした。

　気持ちよくなりすぎて休んでいるのだ。

　亀頭の剥けたところを、肉粒の突起が一面に生えた膣ヒダできゅうきゅうと揉み回され、射精欲求が急速にふくらむ。

「う、も、もう、少しなんだけど……」

　どうせ射精するなら、メイベルの子宮に一滴残らず注ぎこんでやりたい。

　子宮に精液を入れても子供はできない。だがメイベルの魔力が戻り寿命が延びる。




「わ、私も、もう少しだ……っ」

　メイベルはぶるぶると震えた。

　あともう少しで絶頂だとわかっていても、彼の亀頭で子宮をグリグリえぐられるのは、困る。感じすぎると苦しくなるからだ。だからメイベルは腰をあげてはぁはぁと息をつく。

　視界にキラキラしたカケラが散る。

　絶頂時につきものの、脳裏で火花が散る気分は、恋に落ちたとき、雪生が大好きだと思ったときの、あたりがキラキラ輝いて見える感じそっくりだ。

　──かわいい女の子、守ってあげたい妹、大事な恋人。

　──僕は、君の弱みにつけこむような、卑怯なことはしたくない。

　──僕は君を無条件で守る。

　彼の考え方は、お姫様を守る騎士のようだ。

　魅了の魔法を使わないのに、お姫様扱いされるなんて夢のようだ。

　二百年も欧州をさまよったのに、見つけ出すことができなかったアプフェル。その彼が、こんな少年だったなんて思わなかった。

　少年は殺させない。

　少年は殺さない。

　儀式はしない。そう決めた。

「うっ、ううっ、メイベル、で、出そうだっ」

　肉づきの薄い尻タブを、雪生の大きな手がぎゅっとつかんで強く引く。

　男根が膣ヒダに沈みこみ、膣奥の感じるところをズンッと押した。

「お兄さまの、精液が欲しい！」

　魔力と寿命のためではなく、好きな少年のものだから、精液が欲しい。

　その瞬間、ずっと感じていたキラキラが、大きなカタマリになって爆発した。

「イクッ！」

　爆風に意識がさらわれる。

　空に向かって飛ばされていく。

　ドブッ。

　熱い液体が、膣奥を叩いている。精液を浴びた子宮がうれしさのあまりキュンキュン疼く。
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「うっ、出るっ」

　雪生が言うより一瞬早く、すでに射精がはじまっていた。

　ドクドクッ、ドブッ！

　溜まったものを思いきり吐き出す気持ちよさは身体がぐらっと揺れるほどの快感だ。

　メイベルは、身体を硬くし、背中をのけぞらせて硬直している。

　雪生はメイベルの二の腕を持ち、彼女が背中から倒れてしまわないように支えた。

「うっ、うっ」

　彼女を支えようとして力を入れたので、射精の勢いがさらに強くなった。

　膣ヒダはキュルキュルと絞るように締まっている。

　精液を子宮に収めようとして蠕動しているのだ。

　はじめてセックスしたときは、膣ヒダはペニスを押し出すように外に向かって動いていたのに、今は内側に引っ張りこむようにうごめいている。

　メイベルは失神しているのか、うっとりした表情で目を閉じている。

　射精途中で感じやすくなっている肉茎に、膣ヒダのツブツブした突起物が、舐め回すようにからみつき、恐ろしく気持ちがいい。

　精子を子宮に運ぶ役割を持つ子宮頸管粘液がドロドロッと出て、射精の最中の亀頭にかかっていく。

　射精が終わり、すっきりした気分で、ふーっとため息をつく。

　もうちょっとだけ、膣ヒダのぬるぬるした感触を楽しんでいたいところだが、宿題も残っている。

　結果がどうであれ、努力できることが雪生の才能だとメイベルは言った。天才少女のメイベルにつり合う兄でいたいから、勉強はがんばりたい。

　彼女のお尻に手を当て、腰をあげさせる。

　ペニスがずるずると出ていく感じがわかる。

　子宮頸管粘液のヌルヌルに包まれていた部分が、お湯のサラサラに変わっていく。

「んっ」

　メイベルが目を覚ました。鼻の頭にチュッとキスをする。

「大好きだよ」

「私もお兄さまが大好きだが……その、すまないが、出ていってくれ」

　ムスッとした顔でぶっきらぼうな口調で言うところがおかしい。

　裸なのに、一瞬前までセックスしていたのに、サバサバしていてセクシーさの乏しいメイベルに戻っている。

「あはは。メイベルらしいな。風呂を出るのは僕のほうなんだな？」

「私は日本式の風呂をもっとゆっくり楽しみたいのだ。お兄さまは邪魔だ」

　裸の胸を張って、お姫様のような命令口調で言う。

「わかった。出るよ」

　雪生は風呂を出て、バスタオルで身体を拭き、パジャマを着た。

　右手のひらの林檎の形の赤いアザは、わずかに薄まっているように見える。

　お風呂場からは、メイベルの歌うアナ雪が聞こえてくる。

「あはは。楽しそうだな」

　雪生はこのとき、疑いもしなかった。

　今日も明日も明後日も、この平凡で幸せな日々が続いていくことを……。
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　その夜、雪生は夢を見た。

　黒猫のぬいぐるみを抱えたパジャマ姿のメイベルがベッドの横に立ち、眠っている雪生を見下ろしている。

　月明かりの中、金髪にオッドアイの少女が、ぬいぐるみを胸に抱いて立っている様子はまるで絵本から抜け出たようだった。

　青と緑の瞳がいっそう透明感を増し、金髪がきらきらと輝いている。

　彼女の周囲だけ、光の粒子がふりかかっているかに見える。

　光の中に溶けてしまいそうだった。

　半睡状態のままで、雪生はメイベルに声をかけた。

「どうしたんだ？　怖い夢でも見たのか？」

　眠れないのだろうか。それとも夜中に起きて、淋しくなってやってきたのだろうか。

「一緒に寝るか？　僕がついているから大丈夫だよ。僕が君を守ってあげるから」

　メイベルは何も言わず、踵を返すと部屋を出ていった。

　メイベルが後ろ手に持った棒状のものが、月明かりにぎらりと光る。

　彼女の後ろ姿がドアの向こうに消える。

　甘い残り香が漂っていた。シャンプーの香りだ。同じシャンプーを使っているのに、メイベルが使うと、不思議にもいい香りになってしまう。

　彼女のはかなげな外見にイメージが引きずられてしまうが、彼女は、淋しくなったからと雪生のベッドに入りに来たりするタイプではない。必要以上にべたべたしない。

　逆にメイベルなら、怖い夢を見たのか、よしよし、私がついているから安心しろ、と雪生を抱きしめ、添い寝して背中をさすってくれるだろう。

　眠くてぼんやりしていた雪生は、彼女が後ろ手に持っていた先の尖った棒状のものが、儀式に使う魔法のナイフであることに気がつかなかった。











第四章　私はお兄さまを殺さない









「ほんとうにそれでいいのか？」

　カッツェが英語でメイベルに聞いた。

「よい。儀式はしないと決めたのだ。心配してくれてありがとう。カッツェ」

　メイベルは、英語で答え、カッツェを抱きしめて頬をスリスリする。

　二百年のときを一緒に生きてきたカッツェとは、以心伝心の仲だ。

　ケンカしたり、ののしり合ったりもするが、それは仲がよすぎて遠慮がないから。カッツェが心配してくれているのはわかっている。

「儀式をしないと、アプフェルは定着しない。メイベルの体内にアプフェルがあっても、メイベルは不完全な魔女のままだぞ。いつ寿命が尽きてしまうかわからないのだぞ。今ではもう、ほとんど魔力が使えなくなっているではないか」

　カッツェが繰り返した。

「違う。魔力が使えないのではなく、使っていないのだ。残り少なくなっているから、温存しようとしているだけだ」

　メイベルは、クラスメイトに魅了の魔法を使わなかった。魔力は寿命のために使いたい。雪生と一日でも一時間でも長く一緒にいたい。

「同じことだ」

「わかってる。だが私は、何度も言っているようにお兄さまが好きだ。儀式なんてできない。お兄さまを私の手で殺すなど、できるわけがない。お兄さまを殺すぐらいなら、寿命が尽きて死ぬほうがいい」

　アプフェルの回収には、精を吸ったあとで儀式をする必要がある。

　女の場合は血を吸いあげてから殺す。

　男の場合は、精を吸いあげてから殺す。

　アプフェルの命を奪うことによって、魔力がメイベルに定着する。

　雪生にはじめて逢ったときは、彼の命を奪うことにためらいはなかった。

　だが、雪生と一緒に暮らすうちに、彼がどんどん好きになっていった。

「昨日の夜も、少年の顔を見ただけで戻りおってからに」

　ほんとうのことを言うと、メイベルはギリギリまで迷っていた。より正確に言うと、儀式はしないと決めたにもかかわらず、カッツェに説得されて気持ちが揺れてしまったのだ。

　だが、やはり殺せなかった。カッツェから渡された魔法のナイフを振り下ろすことは、メイベルにはできなかったのである。

　カッツェは、メイベルが殺せないなら、代わりに殺してやると申し出ていた。

　メイベルはカッツェを止めた。

　雪生は殺させない。

　雪生は殺さない。

　──怖い夢でも見たのか？　一緒に寝るか？　僕がついているから大丈夫だよ。僕が君を守ってあげるから。

　そんなことを言われて、殺せるわけがない。

「カッツェ、お兄さまを殺すんじゃないぞ」

「私はメイベルの使い魔だ。ご主人様の思惑に逆らうことが、使い魔にできるわけがない。私は二百年間、メイベルのフォローをしてきたではないか」

「あはは、そうだな。回収の糸は結んだのだから、お兄さまが死ねば私に魔力が戻ってくる。それまで待てばいいだけだ」

「少年が死ぬのは何年後だ？　五十年後か？　六十年後か？　そのときまでメイベルが生きている可能性はゼロに近いぞ。メイベルの寿命は、多く見積もっても十年もない」

　リヒルデ王妃は、白雪姫にアプフェルを食べさせて病気を治したあと、白雪姫の寿命が尽きるまで待つつもりでいた。

　回収の糸を結ぶために、魔法をかけた。

　白雪姫にリヒルデ王妃が魔女だと知れてしまったのはそのときだ。だが、リヒルデ王妃の死で、その糸は切れた。新たに結び直さないと回収はかなわない。アプフェルを探すのに二百年もかかったのはそのせいだ。

　メイベルは、白井家の玄関先で雪生と出会ったとき、すぐさま魔法をかけて糸を結んだ。

　魅了の魔法しか使えない不完全な魔女だが、糸を結ぶのは魅了の魔法の一種だから、さほど困難なくできる。

「私が死んだら死んだまでだ。私は明日死ぬかもしれないが、あと十年間、生きるかもしれない。いつ寿命が尽きるのかわからないのは、人間も同じだ。人間というものは、いきなり交通事故で死んだり、病気で死んだりするのだからな」

「メイベルは人間と同じではないぞ。おまえは魔女だ。少年はどんどん大人になっていく。かりにメイベルがあと十年生きられたとして、少年は大人の男性になるが、メイベルは十六歳の外見のままだ。人間の女のように、少年の子供を生むことはかなわぬ。どのみち不幸になるのだから、さっさと儀式をしてしまうほうがいい」

「私は不幸ではない。リヒルデ王妃に比べると、ずっとずっと幸せだ」

　大事に育てた義理の娘に裏切られ、婚礼の式の余興として拷問されて殺されたリヒルデ王妃。

　白雪姫はサイコパスだった。善き魔女よりも悪意のある人間のほうが怖い。

　だが、少年は、清廉な人間だ。

　雪生が、白雪姫みたいな悪い人間だったら、メイベルもためらわずに殺せたかもしれない。

「メイベルはドゥムコップフだな」

「ああ、そうだ。私はバカだ」

「メイベル、ひとつ、頼みがある。魔女の姿になってくれないか？」

「なんのために？」

「メイベルの魔女姿を見ておきたい。最後の魔女姿かもしれぬのでな」

「わかった」

　魔女姿になる程度なら、ほとんど魔力も使わないし、かまわないだろう。

　メイベルの青と緑の瞳がちかっと光り、服装がパッと変わった。

　メイベルは魔女服が好きだ。本来の自分になっている、という感じがする。

　ドレスの布地は贅沢だし、かわいいデザインで、メイベルによく似合っている。

　だが、魔女服を着て魔法を使うような機会はもうない。というより、もう本気の魔法をかけるほどの力がないというほうが正しいだろう。

　それだけに、魔女服を纏うと心が浮き立った。

「どうだ。似合うだろう」

「ああ。似合う。……メイベルをちゃんとした魔女にさせてやりたかったのう」

「カッツェは優しいな。ありがとう」

「リヒルデ王妃との約束だからな」

　カッツェはそっぽを向くと、ぶっきらぼうな口調で言った。

「あー、もうかわいいのう。このツンデレ猫が！」

「ツンデレとはなんだ？」

「クラスメイトから教えてもらったのだ。ツンとしている女がデレデレになることだそうだ。他にも壁ドンとか、教えてもらったぞ。壁ドンというのはだな。女を壁際に追い詰めて脅迫することだそうだ。ドキドキしてたまらないそうだ」

「日本人は変わっているな。魔法は使えなくとも、そんな隙だらけの脅迫、顎に一発拳を入れて、腹を膝蹴りしてやったら撃退できるであろうに」

「壁ドンで脅されると女の子は抵抗できないらしいぞ」




☆




　──あれはそういう意味だったのか。

　雪生は、襖ごしに聞こえてくるメイベルとカッツェの英語の会話を聞いて、腑に落ちるものを感じていた。

  ──あとがつらくなるから、少年に情を移さないほうがいいと思うがな。

　カッツェは前にそう言った。

　雪生は、アプフェルの回収が終わったらメイベルが去っていくのだと思いこんだが、どうせ殺すのだから好きになるなという意味だったのだ。

　驚きと納得と、怒りと悲しみと、メイベルを失うかもしれない絶望と、彼女にそんなにも好かれているのだという喜びと、整理できない感情が渦巻いて、頭の芯がガンガン鳴った。

　心の内が激しく揺さぶられ、考えることができない。

　嘘だ。まやかしだ。

　信じられない。信じたくない。

　何か方法はないのか。

　聞かなかったことにしたほうがいいのか。

　メイベルを生かしてやりたい。

　明日死ぬかもしれないなんて、長くても十年だなんてひどい。

　彼女を失いたくない。

　守りたいのに。雪生はメイベルの兄なのに。

　好きなのに。こんなにも好きなのに。

　だが、自分が殺されてもいいからメイベルを生かしてやりたい、とまでは思えない。

　──どうしたらいいんだ。どうしたら？

　メイベルと二人、楽しく暮らすことはできないのか。

　──そうだ。

　楽しく過ごそう。メイベルと二人で。明るく暮らそう。

　あと何日あるのかわからないが、別れの日まで、二人の時間を楽しもう。

　悔いが残らないように。

　鼻の奥がつんとなったが、泣きたい気持ちをぐっと我慢して飲み下す。

「メイベル、ご飯できたぞーっ」

　雪生は、襖の前で声を張りあげた。

　ご飯の支度は一日おきだ。今日は雪生の担当だ。

「おかずは肉じゃがだぞー」

「わぁっ。うれしいっ！　お兄さまの作る肉じゃがは大好きだ！」

　メイベルが襖を開けて出てきた。ハロウィンの仮装のような、愛らしいデザインの魔女服を着ている。

　黒猫のカッツェは、ベッドの上に、ちょこんと乗せられている。

「その服、似合う。すげぇかわいい」

「魔女服のままではないか。しまった」

　メイベルは、魔法で服を替えようとしたようだが、雪生は制した。

「そのままでいいよ。似合ってるし」

「ふふ。そうだろう。かわいいだろう？」

「早く食べようぜ」

「頂きます」

　食卓につき、手を合わせてからお箸を持つ。

「くーっ。おいしいっ!!　あぁっ、和食とは、なんとおいしいのだ」

「ごま油で肉とたまねぎをいためて、皮を剥いたジャガイモを入れて、みりんやだししょうゆで煮ただけだよ。簡単な料理なんだ」

「簡単でおいしいなんて最高ではないか」

「なぁ、メイベル、明日休みだしさ、簡単じゃなくておいしいもの、食べにいかないか？」

「食べているぞ」

「じゃなくて、どこか、お店で」

「レストランか？　和食を食べたい！」

「わかった。レストラン行こう。あとそれから、遊園地行かないか？　映画はどうだろう。ゲームセンターとかでもいいよ。アイススケートとかでも楽しいかも。買い物もしようよ。メイベルの服、難民収容所でもらってきたお古ばかりだろ。新しい服を買ってあげるよ」

「行きたいっ！　日本の遊園地なんて楽しそうだっ」

　メイベルは瞳をキラキラさせながら言った。

「みんなかわいい服を着て歩いているので、私も欲しいと思っていたのだ。髪のリボンも新しいものが欲しい。……あ、だ、だが……私はお金がそんなにないのだが……」

　メイベルは、リヒルデ王妃の個人資産を受け継いだものの、二百年の放浪のうちに使ってしまって、お金はほとんど持っていないと言っていた。

「メイベルは僕の妹だ。お金は僕が出すよ。僕がっていうより、白井家の家計からだけど」

「うれしい！　ありがとうっ。お兄さまっ!!」

　人間はいつか死ぬ。魔女も死ぬ。

　メイベルも死ぬ。雪生も死ぬ。

　だったら毎日を楽しく過ごそう。

　雪生がメイベルに対して、何もしてあげることができないのなら、せめてメイベルを楽しませてあげよう。

　雪生のほうが長く生きることになるだろうから、メイベルの笑顔を目に焼きつけよう。写真も動画もたくさん撮ろう。

「遊園地だとドリームファンタジーアトラクションズが近いかな。ここなんだけど」

　雪生はケータイからネットにつなぎ遊園地のウェブサイトを表示した。

「うわぁ。楽しそうだ。ゲームセンターというのはどういうところだ？　行ったことがないんだが……」

「こういうのだよ。明日のデート、決めてしまおう」

「デート！　お兄さまとデート!!　わぁぁっ。すごいっ、すごいぞーっ」

　メイベルは無邪気に胸の前で両手を叩いて喜んでいる。

　透けて光る金髪も、メイベルの頬の丸みも、青と緑に輝く瞳も、覚えておこう。

　泣きそうになったが、涙で瞳が曇るのは困る。雪生は嗚咽を呑みこんだ。
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　夕日が、メイベルの髪を金色に輝かせている。

「楽しかった！」

「ああ、楽しかったな。ゲームセンターもおもしろかったし」

　長い影を従えて歩くメイベルは、たっぷり遊んだあとの満足そうな雰囲気を漂わせていた。

　犬の散歩をする男性が、メイベルを見て足を止めた。まぶしそうに目を細め、ぼうっと見とれている。

　彼女の着ている服は、ブレザーの制服でもなく、不思議の国のアリス風ワンピースでもなく、今っぽいデザインのミニワンピースとカットソーだ。すらっと伸びた足がまぶしい。

　服は、ショッピングモールの店員さんに頼んでトータルコーディネートしてもらった。

　靴やバッグにソックスまで、服に合わせて買ったので、今風のかわいい感じになっている。

　メイベルが腕に下げている紙袋の中には、彼女がいつも着ている不思議の国のアリス風ワンピースが入っている。

　金髪にオッドアイ、白い肌のメイベルが、今風の女子中学生ファッションに身を包んでいると、彼女の持つ上品さが逆に強調されるようで、注目を集めずにはいられない。

「和食がおいしかった」

「うん」

　ショッピングモールの中の、ちょっと高級な和食レストランで食事したのだが、繊細な盛りつけのおいしい料理だった。

　お皿も綺麗で、まるで美術工芸品みたいだった。

「メイベル、ちょっと待って」

　自販機でお茶を買おうとして立ち止まり、ポケットから財布を出す。十円玉だの百円玉だのを取り落として、あわてて拾う。

　雪生の財布は、小銭を入れるファスナーの部分が壊れていて、小銭が落ちてしまうのだ。

「お兄さま、これを使ってくれ」

　手のひらに乗るぐらいの紙袋を差し出された。

「ありがとう」

　わけがわからず受け取って中を覗く。

「さっき、お兄さまがトイレに行ったときに買ったのだ。カッツェに頼めば直してもらえるだろうが、ちゃんと私のお金で買ったのだぞ」 

　紙袋の中には、男物の財布が入っていた。

　雪生が困っているところを見ていたらしい。

「どうしたんだ？　いらないのか？」

「いるよ。うれしいんだ。だけど……」

　お別れのプレゼントみたいでせつなくなる。

　胸の奥が揺さぶられて、今にも泣き出してしまいそうになる。

　雪生は、ウーロン茶を買おうとしていたことも忘れて絶句していた。

「すまない。私の持っているお金は少しなので、この程度のものしか買えなかった。お兄さま。今日はありがとう。いい思い出ができた」

　言わずにおこうと思っていた。

　いつかやってくる別れの日まで、湿っぽいこと抜きで楽しく過ごそうと思っていた。

　感情を揺らすことなく、明るくいようと思っていた。

　だが、「思い出ができた」なんて言われると、せき止めていた感情があふれ出す。

　──泣くな。泣くんじゃない！

　こぼれる涙を止めようとがんばったが、嗚咽が漏れてしまった。

「どうしたんだ。お兄さま？　何かつらいことでもあったのか？　よしよし」

　メイベルは背伸びをすると、雪生の頭をナデナデした。

　二百歳の彼女は、見た目の年若さにかかわらず、年上の女性のようにふるまうときがある。

　彼女の、母性愛を感じさせる瞳を見ていると、たまらなくなった。

　胸の奥が痛い。

　雪生は、彼女を抱きしめた。

「思い出ができたなんて言うなよ。まるでもうすぐ死んでしまうみたいじゃないか」

　メイベルのやわらかい身体。温かい肌。さらさらの金髪。甘い体臭。胸板に押しつけられているぷりぷりの乳房。

　今抱きしめている彼女には、しっかりと体温がある。今日死ぬかもしれないなんて信じられない。

「私は死なないぞ。お兄さまからアプフェルを回収できているから、魔力の回復も図れて元気そのものだ」

「メイベルは、僕を殺さないと、アプフェルが定着しないんだろ。僕からアプフェルを回収しても、儀式をしないとダメなんだろ？　メイベルは、明日死ぬか、十年後に死ぬか、わかんないんだろ」

「………………そんなことはないぞ。私は元気いっぱいだ。何しろアプフェルを回収できて、魔力の補給ができているのだからな」

　メイベルは迷うように沈黙したあと、ほがらかに答えた。内緒にするつもりなのだ。雪生には何も言わず、ひとりで消えていこうとしている。

「聞いたんだ。僕。メイベルとカッツェが話しているのを」

「そんな！　ありえぬ。お兄さまに聞かれたくない話のときはドイツ語で……あっ」

　何気なく話しているうちに、うっかり本当のことを言ってしまったことに気づいたのだろう。

　メイベルは雪生にもわかるぐらいにうろたえた。

「そ、それは、だな……ええと、そ、その……」

「僕はメイベルが好きだ。君は僕の妹で、恋人だ。僕は君を大事にしたい。守ってあげたい。でも、ワガママだけど、僕は死んでもいいからメイベルの命を助けたいとまでは思えないんだ。ごめんよ。僕は自分がかわいいんだ」

「それでいいんだ。気にするな。人間は寿命が短いのだから、生きたいと望むのは当然のことだ」

　メイベルは、雪生の背中をぽんぽんした。

　なだめるようなやさしい手の感触は、大人の女性の包容力を感じさせた。見た目は雪生より年下で、骨がないほどにほっそりしているのに、彼女の精神は二百歳なのだ。

「私は二百年生きた。充分すぎるほど長い。しかもお兄さまに出会うことができた。私は幸せだ」

　雪生はすすり泣いた。

　メイベルがまた背中をぽんぽんする。

「泣くことないぞ。私はもしかすると、あと十年生きるかもしれないのだぞ。十年経っても私はこのままで、大人になった雪生を困らせているかもしれないぞ」

「大人になったメイベルを見たいな」

「あはは、そうか。お兄さまはロリコンではなかったか」

「ロリコンじゃないよ。十六歳だから好きなんじゃなくて、メイベルだから好きなんだ」

「ふふっ」

　メイベルは、雪生の胸に頬を当てるとスリスリしてなついてきた。

　雪生は、彼女の背中をしっかりと抱きしめた。

　少しでも腕の力を緩めると、彼女がどこかに飛んでいってしまいそうだ。

「あら、どうしたの？　お嬢さん。泣いてるの？　恋人とケンカしたの？」

　親切そうなおばあさんが話しかけてきた。

　金髪オッドアイのメイベルと、日本人高校生の雪生は、兄妹には見えない。

「恋人なんです」

「あらそう。仲がいいのねぇ。若いっていいわね」

　おばさんはうなずきながら歩き去っていった。

「メイベル、帰ろう」

「そうだな」

　抱擁をほどくと、メイベルが手をつないできた。

　雪生の手のひらの林檎のアザ。消えることが心配だった。アザと一緒にメイベルが消えてしまうのではないかと心配していた。

　アザが消えるかメイベルが消えるかの二者択一ではなく、雪生が死ぬか、メイベルが死ぬかの二択だったのだ。

　そしてメイベルは、自分が死んで雪生を生かすことを選んだ。

　何も言わずに。

　雪生は、メイベルの手をきゅっと握りしめた。
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　雪生は、自分の部屋に入るなり、メイベルをきゅっと抱きしめた。

「死なないでくれ。メイベル」

「心配性だなぁ。お兄さまは。そんなにきつく抱かなくても、私は消えないぞ」

　メイベルは、雪生の背中をなだめるようにぽんぽんしている。優しい手の感触に、気持ちがなだめられていく。

「母さんみたいだ」

「私は二百歳だ。リヒルデ王妃は白雪姫の母親だったしな」

　外見は年下。中身は二百歳。

　お兄さまと呼んで甘えてくるかと思うと、包容力たっぷりに包みこんでくれる。

　その落差がメイベルの魅力になっていた。

「……メイベルが欲しい……」

「かまわん。やれ」

　雪生は笑った。

　色気も素っ気もない言い方は、いつものメイベルそのもので、張り詰めていたものがふわりとほどけた。

　深刻になるのはやめよう。雪生にはどうすることもできないなら、二人の時間を楽しく過ごそう。

「ちょっと待ってくれ」

　メイベルの青と緑の瞳がちかりと光った。

　次の瞬間には、メイベルは魔女服になっていた。

「わぁっ。魔法みたいだ」

「魔法だ」

「だよな」

「これが私のほんとうの姿だ」

「かわいいよ。すげぇ似合ってる」

「このままの姿で愛してくれ」

　メイベルが背伸びをして、唇を重ねてきた。

　唇はひんやりぷるぷるしているのに、キスは熱い。舌をからめ唾液をやりとりする熱いキスを続けていると、不安や緊張が溶けていく。

「んっ、んっ……ちゅっ……、んっ、んんっ、はぁっ……ちゅる……ちゅぱっ……」

　キスはせつないほどに甘く、胸の奥がきゅんきゅん疼く。

　メイベルは、雪生の舌をちゅっと吸った。

「あっ、あっ……んっ……ちゅっ、ちゅぱっ……ちろっ、れろ」

　彼女を離したくない。

　もしも可能なら、鎖につないで家の中に閉じこめたい。そんな思いが、ヘンタイチックなお願いになって飛び出した。

「メイベル、お願いがあるんだ……その……縛っていいか？」

「かまわん。やれ」

　あっさりと首肯され、意味がわかっているのかと心配になってしまう。

「その……ほんとうに、いいのか？」

「いいぞ。お兄さまの枕の下にあった、絵ばかりの書籍に書いてあったことを実行するのであろう？　あんなもの、何がいいのかわからんが、お兄さまがやりたいならやればいい。私はかまわんぞ」

「僕のエロコミ、読んでいたんだ？」

　内緒の楽しみを知られてしまい、面はゆくてたまらない。

「当然だ。愛するお兄さまの好みを知るためだ。鞭でバシバシでも蝋燭たらりでもかまわんぞ。あんなふうにひーひーわめいたり悦んだりはしないだろうが」

「しないよ。そんな痛そうなの。僕は、メイベルが恥ずかしがったり、感じたりするかわいいところを見たいだけで、君をいじめたりいたぶったりするつもりはないんだ」

　雪生は、机の引き出しから、縛っても痛くなさそうな、ふんわりした赤いリボンを取り出した。

　そして、彼女の手首を重ね、くるくると巻きつけて蝶結びにした。遊びみたいな縛り方だったが、白い肌に赤いリボンが生えて愛らしい。

「これではフェラチオしたりパイズリしたりできぬ」

「いいんだよ。僕がメイベルを気持ちよくさせてあげるよ」

　魔女服の襟元を開き、ブラジャーに包まれた乳房を露出させる。

「下着は普通なんだ」

「当たり前だ。ブラをして支えないと胸が大きい女は垂れ乳になるらしいぞ」

「あははっ」

　メイベルらしい反応に苦笑する。

　ブラのホックを外すのは難しいので、ブラを乳房の上に引っ張りあげた。鎖骨のあたりで、ブラジャーとカットソーがまつわって、平らなお腹とふっくらした大きな胸乳を飾っている。

「だ、だめだ……、恥ずかしいではないか……っ」

　メイベルは顔をそむけると、縛られた手で胸を隠そうとして、両腕を内側に寄せた。ふくらみが内に寄り、いっそう大きさを増す。

　魔女服の襟と乳房の上に引っ張りあげたブラジャー、それに両腕で隠されて、乳房が見えているのは先端と下乳だけ。全部脱ぐよりチラ見えのほうがエッチっぽい。

　メイベルの頬は上気してピンクになり、目尻が赤く染まっている。

「パンツ、下ろしてもいいか？」

「い、いいぞ……」

　彼女のスカートの中に手を入れて、ショーツをくるくるとめくり下ろす。

「あぁっ……だ、だめだ。恥ずかしい」

　膝小僧まで下ろしたところで、メイベルがもう耐えきれないというように後ずさった。そして、膝小僧のショーツに足を取られよろめく。

「危ないっ」

　前手縛りの彼女に手を貸し、ベッドに仰向けにさせる。




「うぅっ。こ、これはちょっと……」

　メイベルはうめいた。手首を重ねてリボンで結んだだけ。横に引っ張れば、簡単にほどけそうな緩い縛りなのに、めくれあがったスカートも直せない。

　リボンひとつの拘束で恥ずかしさが増している。

　雪生の手が膝小僧でまつわっているショーツを下ろして、足首から抜き去った。

「あぁっ、いやだ……恥ずかしいっ」

　魔女服のせいで、恥ずかしさが増しているようだった。

　彼の手が足首をつかみ、膝小僧が乳房につくほど深く倒してから、左右に開いた。

　メイベルはされるがままになっていた。

「はっ……はぁっ……あぁっ……み、見るな……」

　縛られているのは手首だけなのに、赤いリボンの拘束が身動きを封じている。

　蛙を裏返しにしたみたいな恥ずかしい格好に、頭の芯がかぁっと熱い。

　じりじりと焼けつくような羞恥が心地よい。恥ずかしいのに、見て欲しくないのに、もっと見て欲しいような気分になる。視線がちくちくと針になって突き刺さり、下腹の奥がキュウンと疼く。

「あぁ……だ、だめだ……あぁっ、はっ、はぁ……っ。み、見るな……。い、いじめないで……くれ……」

「見たいんだ。メイベルのココ」

「み、見るだけなんていやだっ！」

　雪生の指先が、二枚の花びらを大陰唇ごと開いて中身をさらした。蜜液がトプッとあふれた。

「うわ、とろとろ出てきた……。クリトリスもビンビンになってるよ」

　雪生は、言葉でいじめてきた。膣口に指を入れたり、クリトリスをノックしたりしてイジリ回す。

　クリトリスは女の亀頭だ。刺激に反応して秘芽が勃起し、フードがつるりと剥けて根元にまとわりつく。

　雪生の男にしては細い指が、包皮の剥けたクリトリスを指先で愛撫する。痛いほどの刺激が、静電気のような快感となって皮膚の下の神経組織を走り抜ける。

「あっ、あぁっ……はっ、はぁ……」

　ひくっと喉が鳴り、全身にケイレンが走る。

　秘芽にふっと息が吹きかけられたかと思うと、彼がメイベルの股間に顔を伏せていた。

　熱い舌先でれろっと舐められて、ひっと声をあげてしまう。

　反射的に太腿を締めてしまったところ、彼の頭を太腿で挟んでしまう結果になり、悪いような気がして膝を大きく開く。

「あっ、あぁあああっ、はっ、はぁっ……だ、だめだ。そんなところ……」

　メイベルは混乱した。

　恥ずかしくて申し訳なくて気持ちよくて、どうしていいかわからない。べちゃべちゃと舌が鳴る音も恥ずかしい。

　雪生は、とろっとあふれる蜜液をすすり、スリットを舌先で舐めた。舌先のツブツブさえも感じてしまう。舌は熱くてやわらかく、ぬるぬるとした感触だ。

「あぁ、熱い……いいっ、気持ちいいっ……」

　頭の中がかぁっとなった。痺れるような気持ちよさに、身体にぶるっと震えが走る。

　身体が溶けてしまいそうだった。

　秘裂を舐めていた舌先は、今はクリトリスを前後左右にはじいている。

「ひっ、ひぁっ、あぁああっ……いいっ、いい、気持ちいいっ」

　メイベルは汗とよだれと蜜液を垂れ流しながら悶えた。

　気持ちよすぎておかしくなりそうだ。

　しかも彼は、尖らせた唇で秘芽を挟むと、ちゅうちゅうと吸いあげはじめたのである。クリトリスが根元から引き抜かれそうなほどの吸引感に、身体がガクンガクンと震えだす。

「……ひくっ、ひっ、ひぁっ……あぁあぁあっ」

　快感が振動となって身体全体を揺らす。シェイクされた脳味噌が、キラキラした幻影を放つ。

「あぁああぁっ、イきそうだっ」

　なんとかしたくて手を動かすが、赤いリボンの拘束が、快感を内側に閉じこめようとする。

「じゅるるっ」

　雪生がひときわ強く吸いあげた瞬間、チラチラしていたキラキラが、パンパンッと音を立てて爆発した。爆風が、メイベルの意識をさらっていく。

「イくっ」

　メイベルは、下肢をグッと伸ばして硬直した。

　視界がキラキラで塗りつぶされて、綺麗な金色に染められる。

　意識がスウッと薄れていく。




　雪生は、ベッドから降りると、メイベルを見ながら服を脱いだ。

　前手縛りで身体を投げ出して、壊れた人形のように横たわっている。魔女服をきちんと着ているにもかかわらず、胸も秘部も丸出しだ。ほっそりした身体に、赤いリボンはよく似合う。

　ベッドに乗ったとき、ギシッと鳴った。

　彼女はぐったりして起き出す気配がない。正体のないメイベルに覆いかぶさり、亀頭でスリットをなで回す。

　先走り液と蜜液を混ぜ合わせるようにして秘裂にそって前後に動かしていたら、メイベルがふっと目を開けた。

　きょとんとした表情で雪生を見上げている。その表情があどけなくてかわいい。

「入れるよ」

　メイベルは、はじめて気付いたようにはっとした。

「あっ、あぁ……っ、だ、だめだ……っ。こんな……イったところなのに……っ。や、休ませてくれっ」

　肉付きの薄い下肢をばたつかせて暴れる。

　ほっそりした肉体を持つメイベルは、押さえつけると壊れてしまいそうで、抱擁を緩めると、雪生の腕の中で器用にうつぶせになった。

　前手縛りの肘を動かして、前に向かって這いずる。

　少年のように引き締まった真っ白なお尻がこちらを向く。

　ヒダを集めてすぼまっているお尻の穴も、かわいいヴァギナも丸見えだ。

　いつもはつつましく閉じているスリットは、クンニリングスの興奮で左右にほころび、内側に収められている小さな花びらと、透明な蜜液をコポコポこぼす膣口が丸見えになっている。

　前手縛りのリボンのせいか、雪生が何をしてもいい小さな存在に見えた。

　メイベルはいつか死ぬ。明日死ぬかもしれないし、十年後かもしれない。

　スリットの中の花びらがフルフルしている。つまむにはちょうどいい大きさの、耳たぶみたいな小さなラビア。痛覚も耳たぶと同じと聞いたことがある。

　雪生は、ベッドから降りて、机からクリップを取り出すと、メイベルのラビアにクリップを挟んだ。

「きゃあああっ、つ、冷たいっ！」

　メイベルが悲鳴をあげ、腰をフリフリ左右に揺すった。反対側のラビアにもクリップを挟む。

　彼女が腰を揺すると、二枚のラビアに挟んだクリップがぶつかってかちんかちんと音を立てた。メイベルがはっとしたように腰の動きを止める。腰を振ると、ラビアがクリップに引き伸ばされて苦しいらしい。

　ラビアがでろんと伸びて垂れ下がる。

「な、何をしたんだ？」

「クリップを挟んだんだ」

「クリップ？　い、いやだっ。気色が悪い。外してくれ！」

「痛い？」

「痛くはないが……。お腹の中のものを全部引っ張り出されそうなのだ……」

　雪生は、メイベルのお尻を平手で叩いた。

「きゃあっ、な、何をするんだ？」

　彼女の悲鳴が雪生の興奮を誘った。大事にしたいのに叩きたい。かわいいのにいじめたい。自分でもよくわからない感情が荒れ狂う。

　メイベルは、腰をぐっと突き出して動きを止めた。驚きですくんでいるのだとわかっていても、もっと叩いてとねだっているようだ。

　お尻をぴしゃっと叩くと、彼女の身体が前後に揺れ、クリップが小刻みに動き、蜜液がトプッと噴き出す。

「あぁあっ、あぁっ、あぁあっ、あぁあぁあああああっ」

　甘い嬌声は、この二百歳の魔女が、スパンキングに感じていることを示している。




　メイベルはぶるっと震えた。

「あぁっ、だ、だめだっ、し、痺れるっ」

　加減して叩いているらしく、痛くはなかった。

　ぴしゃっと平手がはじけるたびに、お尻の表面が熱くなり、身体が前後に揺すられる。振動が子宮を揺らし、キュンキュン疼く。叩かれるごとに疼きは痺れるほどに激しくなる。

　クリップが揺れるたび甘い痺れが身体に走り、スパンキングを快感に変えているようだった。

「ああああっ、あぁっ！　あぁっ、だ、だめだっ。熱い」

　前手縛りのせいで手で身体を支えることができない。雪生がお尻を叩くたびに、脳髄が前後にシェイクされ、キラキラの幻を見せる。

　身体の奥がかぁっと熱い。

　雪生が十度ほども叩いてから、スパンキングをやめたとき、メイベルは汗まみれになっていた。

　雪生がクリップを外した。ラビアがフッと軽くなり、子宮がきゅんと甘痛く疼く。子宮頸管粘液がドブッと出た。子宮頸管粘液は愛液よりも濃くて粘度が高く、匂いも強い。

「はぁはぁ……」

　メイベルは息を荒げて悶えた。

　嵐のようなスパンキングのあいだ、身体を緊張させていたらしく、身体がだらっと弛緩して、力がぜんぜん入らない。雪生の手がお尻の表面をスルッと撫でた。

「あぁあぁああああーっ」

　メイベルはぶるぶると震えた。

　叩かれたお尻は皮膚感覚が鋭敏になっていて、触られるだけでゾクッと来た。

「あぁっ、はぁっ、はぁはぁ……あっ」

　子宮のきゅんきゅんが耐えがたいほどになっている。

　しかも、クリップで血流が阻害されていたラビアに感触が戻り、掻きむしりたいほどにジュクジュクしている。子宮もお尻も、ラビアまでもがじんじんと脈動していた。




　雪生は、メイベルの腰の脇をつかんで持ちあげさせ、蜜液をたらたらと垂らす膣口に亀頭を当てた。

　後背位での挿入ははじめてだ。できるかどうか不安だったが、角度を合わせてグリグリとねじこむようにして突き入れていく。

「あぁああぁあっ」

　メイベルが甘い声をあげ、ぶるっと背筋を震わせた。

　膣ヒダは、いつにも増してとろとろと熱く、肉茎にからみついてくる。メイベルの魔女服の背中に震えが走る。

「ああっ、いい、気持ちいい……っ」

　ゆっくりと突き入れていくと、膣ヒダが肉茎を内側に引っ張りこむように蠕動しはじめた。

「うっ」

　ツブツブが一面に生えた膣ヒダが、男根にとろとろとからみつく。

　はじめてのときは、ペニスを押し出すような膣圧に驚いたのに、今は逆に動いている。

　それが、メイベルが雪生を好いてくれている証明のように思えてうれしい。

　亀頭で子宮口を押した。子宮頸管粘液があふれた。根元まで深く入っている。

「ああっ、だ、だめだ……痛い」

「痛い？」

「お尻が……あぁっ、お尻がヒリヒリするっ！」

　スパンキングのあとだから、雪生の下腹部でお尻の山が圧迫されて、ヒリヒリ痛むらしい。

「そっか、うっ、ごめん……メイベルを、その……離したく、なくて……っ」

　言い訳のつもりで口にしたのに、本音だと気がついた。メイベルが明日死ぬかもしれないという不安のあまり、プレイに走ってしまったのだ。




「ああ、そうか……。……私も、うっ、お兄さまと……別れたくない」

　メイベルは、ふぅっと息をついた。雪生がかわいい。頭を撫でてあげたいところだが、前手縛りのリボンが行動を制限する。

　スパンキングでヒリヒリするお尻の山と子宮口を同時に刺激され、子宮のキュンキュンが耐えがたいほどに激しくなった。クリップでいじめられたラビアのじゅくじゅくも、とろけそうなほどに心地がよい。

　自分の膣ヒダがキュキュキュッと締まったのが、メイベルにもはっきりわかった。

「うぅっ」

　雪生がうなり声をあげて腰を前後しはじめた。

「あっ、あぁっ、あっ、ぁああっ」

　メイベルも悲鳴をあげた。

　狭い膣ヒダを、彼のペニスが前後するとき、亀頭のエラで膣の真ん中のＧスポットが掻きむしられ、身体がフワッと浮かぶような快感が生じる。

　深く突きこまれたときのお尻の表面のヒリヒリと、子宮口を亀頭で押されたときに起こる身体の芯を太くて重いものが走り抜ける感じが同時に襲う。

　ひんやりした陰嚢が、クンニリングスのせいで感じやすくなっている秘芽に、ぺたっと当たって離れる感触さえも心地よい。

　何かにしがみつきたいのに、手首をリボンで縛られて肘で上半身を支えた四つん這いでは、シーツをつかむのがせいぜいだ。

　彼の動きはだんだん激しくなってきて、メイベルを突き壊しそうな勢いで腰を打ちつけている。

「あぁっ、あぁぁあっ、だ、だめだっ。あぁっ！　イきそうだっ」

　メイベルはうめいた。

　身体が前後に揺さぶられ、脳裏で幻の電飾が明滅する。子宮のキュンキュンも激しくなっている。今にもイきそうなのに、あとひとつのきっかけがつかめず絶頂に行き着かない。

　子宮が精液を欲しがっていた。精液が欲しい。

「精液を、精液を入れてくれっ」

　精を吸っても、雪生を殺さないことにはアプフェルを自分のものにはできない。メイベルの内にあっても定着しない。

　だが、それでも、精液が欲しかった。魔力の吸収のためのセックスではなく、お兄さまをこの身で感じたいから。人間のように子供ができればいいのに。

「お兄さまの子供を生みたい！」




　雪生はかぁっとなった。

　魔女は子供を生めないとメイベルは言った。だからリヒルデ王妃は、白雪姫を自分の子供のように愛したのだと。

　だが、それでも、メイベルがそう願ってくれることはうれしかった。

　膣ヒダがギュルギュルッとよじれた。

　精液を吸い出そうとするような膣ヒダの蠕動に、雪生はうなり声をあげた。

「ううっ」

　腰の奥がかぁっと熱くなる。射精寸前だが、もう少しだけこのぬるぬるとした気持ちよさを味わっていたい。

　雪生は、からみついてくる膣ヒダを、引きはがすようにして律動を重ねた。

　絶頂はメイベルのほうが早かった。

「あぁああっ、イクッ！」

　メイベルが腰をクッと高くあげると、背中を弓なりに反らして身体を硬くした。

　ピュルルッ、ビチュ！

　思っていたよりも早く、精液が噴き出した。

「ウッ」

　メイベルの腰の脇を持ち直し、腰をぶつけるようにしてペニスを膣奥深く挿入した。そして腰にクッと力を入れて、精液を子宮に向けて噴き出した。

　亀頭が子宮口の硬いところに当たった瞬間、まるで女の射精のように子宮頸管粘液がドブッと出た。

「うっ、ううっ」

　雪生は、彼女の子宮に直接精液を注入するつもりで射精を続けた。膣ヒダ一面に生えているツブツブが、狂ったように動いて、肉茎を舐め回してくる。




　メイベルは、子宮に精液が染みていく熱さにうっとりしていた。子宮のキュンキュンが熱い精液になだめられていく。

　お尻の山の表面のヒリヒリが重なり合い、身体がふわっと浮かびあがってしまいそうだ。

　子宮口を、精液の弾丸が打ち抜く感触さえも心地よい。

　フウッと意識が途切れ、膝がガクッと崩れた。

「わっ、メイベルっ、うっ！　ぬ、抜けそうだっ」

　へたりこみそうになったメイベルの腰を、前から回した手で雪生が引っ張りあげた。

「あぁあぁぁあぁあぁっ！」

　彼の指がクリトリスを押しつぶしたものだから、たまったものではない。
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　電撃に打たれたような強烈な快感が走り抜け、膣にまだ入ったままの射精途中のペニスが大きさを増す。それはすなわち、自分の膣がきつく収縮したしるし。

　脳裏でパンッと音を立ててキラキラのカタマリが爆発した。

「ま、またイくっ！」

　ケイレンのような震えがメイベルを襲う。

　メイベルはガクンガクンと震えたあとで失神した。




「わっ、メイベルっ、ウッ」

　雪生は、彼女の腰を持ちあげようとしてあわてていたが、汗でぬめって支えることができない。

　ぐったりしたメイベルは、床に腹ばいになった。

　ペニスがずるっと抜け、射精途中の男根が前後に揺れながら、彼女のお尻に精液を振りまく。

　真っ白なお尻の谷間、スリットをぱっくりと開けたままの秘唇が蜜液と精液にまみれてヒクヒクしている。

　雪生は、自分で肉茎をこすって、そのお尻に精液をかけた。

　お尻の谷間、アヌスがひっそり息づいている。

　アナルセックスというのはどういう感触なのだろう。メイベルの全部を犯しつくしたい。

　十六歳の少女の細い腰に、自分の精液を振りかけるビジュアルの過激さが、雪生の興奮をさらに煽る。

　──あれ？

　視界の隅に、空中に浮かぶ黒猫の姿を捕らえた。

　カッツェが見てる？

　振り向くと、カッツェはパッと消えた。

　なんだろう。ゆるキャラのようなとぼけた顔なのに、カッツェは、どこかひんやりした気配を漂わせていた。まるで怒っているみたいだった。

　だが、カッツェは使い魔だから、ご主人様の意向に従う。メイベルが見るなと言ったのに、それでも見物しているなんてありえない。

　──気のせいだったのかな。

　暴走しそうだった興奮が収まる。

　カッツェを見たことで、メイベルをいじめたい気持ちが削がれてしまった。

　すっかり射精してから、身だしなみを整える。

　右手のひらの林檎のアザは、かなり薄くなっていて、ピンク色になっている。

　メイベルはぐったりしたままだ。

「メイベル、大丈夫か？」

　手首のリボンをほどいてから、彼女を揺すり起こす。

　メイベルはよろよろとベッドから降りたが、すぐにへたりこんでしまった。横座りになってスカートを押さえている。

「お兄さま、出ていってくれないか」

「僕の部屋なんだけど」

「わかってる」

　怒っているようなムスッとした表情は、恥ずかしさのあまりに顔がこわばっているだけだ。その証拠に、顔が真っ赤に染まり、面はゆそうにそっぽを向いている。

　メイベルが横座りになっているお尻のあたりに、精液たまりができていることに気がついた。

　上半身を起こしたときに、子宮に入っていた精液が溢れてしまったらしかった。

　メイベルが恥ずかしがった理由はこれだったらしい。

「わかったよ」

　雪生は、メイベルの頭をぽんぽんした。

　メイベルがふわぁんと甘い笑みを浮かべる。

「それいい。気持ちいい。お兄さま。もっとしてくれ」

　雪生は、頭ぽんぽんを繰り返した。











第五章　最後の魔法、最後の魔女









　女子高生というものは、不思議な生き物だとメイベルは思う。

　どうしてトイレに一緒に行かなくてはならないのか。洗面所で髪をとかしたりリップを塗ったりグルーミングしながら、誰がカッコイイだの、誰がハンサムだの、どうでもいい話を一生懸命にするのか。

　彼女らにとって、友達と一緒にトイレに行くことは、ひどく大事な儀式らしく、休み時間ごとに連れだってトイレに行く。中年女性の井戸端会議のほうが、情報交換という側面があるから、有意義な気がする。

　面倒くさいなと思うときもあるが、難民収容所にいたメイベルには、女の子同士の会話は、平和そのものという感じがして楽しい。

　小鳥のようなさえずりを心地よく聞いていたら、いきなり会話が振られた。

「メイベルちゃんは誰が好み？」

　クラスメイトの少年たちのうちで、誰が好きかと聞いているようだ。

「私はお兄さまが好みだ」

「あはは、わかるよ。白井くん、カッコイイものね。メイベルちゃん。ブラコンなんだね」

　その白井くんは、今頃昇降口でメイベルを待っているはずだ。

　雪生とメイベルは一緒に登下校をしている。同じ家に住んでいるのだから当然だ。

　彼女らの話を遮って、先に帰ると言い出すべきかなと思ったが、義兄を褒められるのは自分のことのように気持ちがよくて、機会を失ってしまった。

　まあ、そのうち終わることだろう。彼女らとて、放課後は早く帰りたいはずだ。

　メイベルはニコニコと笑いながら、聞き役に徹していた。




☆




　──その頃。

「おかしいなぁ」

　雪生は、昇降口でウロウロしていた。メイベルはクラスメイトの女子たちとトイレに行っているのだが、いくらなんでも遅すぎる。

　女子たちの『一緒にトイレ』は、授業の合間の休み時間に行われる。放課後に『一緒にトイレ』なんて珍しいなと思ったが、メイベルが楽しそうについていったので、待つことにしたのである。

　午後四時の昇降口はひとけがない。

　帰宅部はほとんどが家に帰り、それ以外の生徒たちは、部活や生徒会活動に忙しい。

　ちょうど、生徒がいなくなる時刻なのだ。

「雪生」

　空中にパッとカッツェが現れた。

「ああ、カッツェ、何か用事か？」

　彼はメイベルの使い魔だから、カッツェひとりで雪生の前に現れるのは珍しい。というよりはじめてではないだろうか。

「メイベルが大変なんだ！」

「えっ？」

　心臓がドクンと音を立てた。

　いやな予感で顔から血の気が引いていく。

　メイベルが魔女だとばれて、クラスメイトたちにいじめられたのか。

　いや、それならまだいい。

　最悪は……。

「死んだのか？」

　カッツェは答えなかった。

「……来てくれ……」

　搾り出すような声で言い、雪生を先導するかのように空を飛ぶ。

　ゆるキャラのような彼の後ろ姿に、思い詰めた気配が漂う。

　とんでもないことが起こっているらしい。

　雪生の脳裏に、倒れているメイベルの姿が浮かんだ。

　メイベルは長く生きられない。

　今、この瞬間に、寿命が尽きてしまっても不思議ではない。

　不安と心配で胸が痛む。

　雪生はカッツェを追いかけた。

　カッツェは大胆にも、学校の中へと入っていった。

　今はひとけのない時間とはいえ、空を飛ぶぬいぐるみなんて、もしも誰かに見つかったら大騒ぎになる。

「カッツェ、おい。大丈夫か？」

「大丈夫だ。早く来い」

　雪生は階段を駆けあがった。四階建ての校舎だから、さすがに息が切れる。足が止まりがちになるが、心配が苦しさを上回る。

　やがて階段の最上段の踊り場に行き着いた。

　雪生を案内するかのように空を飛んでいたカッツェは、屋上の重いドアにするっとめりこんでいった。よくできたＣＧのような光景に目を見張る。

　ゆるキャラのようなとぼけた外見に騙されてしまうが、カッツェは強い魔力を持つ魔法使いだ。

　雪生は、屋上のドアを開けた。

　施錠されているはずなのに、あっさりとドアノブが回る。

　メイベルが倒れているのではないかと覚悟をしていたのだが、屋上には誰もいなかった。夕陽があたりをおだやかな色に染めている。

　空中に漂っていたカッツェがくるっとこちらを向いた。

　彼はミトンのような手を招き猫のようにあげると、ぱちんと指を鳴らした。

「うっ」

　魔法だ。魔法がくる。

　身構えた瞬間、空気のカタマリが圧力となって雪生に向かってきた。

「うわぁあっ」

　透明のマシュマロのようなものに押されてフェンスへと押しつけられる。背中にフェンスが当たり、めきめきっと音がする。

「死んでくれ。少年。メイベルのために！」

　カッツェは、雪生を屋上から落とすつもりだ。

　おかしいと思っていた。女子生徒の『一緒にトイレ』は、授業の合間の休憩時間。放課後の『一緒にトイレ』なんてありえない。

　カッツェがクラスメイトを操作して、メイベルの足止めを図ったのだ。

「少年が自分から死なないなら、私が殺す」

「なんで……どうして？」

　雪生はごほっと咳きこみながら聞いた。胸が押されて肺に空気が入りにくい。

　言葉を話すと、息がしやすくなった。

　雪生が自分で死なないなら？　それはつまり？

「わからないのか？　少年に聞かせたはずだ。少年が死ねば、メイベルは死なずにすむ」

　空気の圧力が、雪生と学生カバンをフェンスに押しつける。

　手から離れた学生カバンがフェンスにくっつき、教科書や筆箱の形を露わにしている。

「君たちが英語で会話していたのは、僕に聞かせるため……。僕が自殺するように仕向けるためだったのか？」

　自分でもいやになるほど、かすれた声だ。

　カッツェが押しつける力を強くした。圧力でひしゃげたカバンから、財布が押し出され、フェンスの隙間から落ちていった。

　メイベルがくれたプレゼント。

　財布に向かって手を伸ばそうとするが、指一本動かせない。

　金網を編んで作ったフェンスは頑丈で、たわんではいるものの、雪生の身体を受け止めている。

「メイベルは粗忽者でのぅ。私が英語で話しかけると、反射的に英語で答えるのだ。メイベルはドイツ語で話しているつもりだっただろうな。少年が英語ができて助かった」

　空中に漂うカッツェのすぐ横で、空気が歪んで楕円の渦ができ、真ん中から銀色のナイフがじりじりと取り出されていく。

　屋上から突き落とすのかと思ったが、カッツェは雪生を魔法のナイフで突き刺して、殺すつもりらしい。

「カッツェはメイベルの使い魔だろ？　ご主人様の意向には逆らえないんだよな？」

　雪生はカッツェに話しかけた。

　時間稼ぎのためというよりは、ただ純粋に不思議だった。

　メイベルとカッツェの漫才のような会話は、二人の信頼の深さを感じさせてほほえましかった。カッツェは強い魔力を持つ魔法使いだが、二百年もメイベルと一緒にいた。

　その彼が、独断で雪生を殺そうとするなんて考えられなかった。

「少年はメイベルをいじめた！　魔女姿のメイベルを叩いた！　だから殺す!!」

　とぼけた外見をしたゆるキャラのようなカッツェから、怒気が放たれる。

　カッツェは雪生に嫉妬している。

　カッツェはメイベルが好きなのだ。

　あれはいじめじゃない、愛し合っているあまりの行為なのだと言いたかったが、嫉妬に怒り狂っている彼にそんなことを言うと、逆効果になってしまう。

「いいよ。殺してくれ」

　雪生は言った。

　空中にできた楕円の渦からじりじりと出てくるナイフは、夕陽に照らされて禍々しく輝いている。

　ひと目見てわかる。儀式用の魔法のナイフ。

　これで雪生は殺される。

　だが、それは、メイベルの命を守る唯一無二の術になる。

　自分からは死ねないが、殺してもらえるならそれでいい。

「僕はつまらない人間だ。メイベルのために自殺することもできない。だから、僕を、殺してくれ」

　カッツェは空中で首を傾げた。

　本気なのかと疑っているような表情だ。

「僕もカッツェと同じだよ。メイベルが好きだ。メイベルを生かしてやりたいんだ」

「わかった。儀式を行う」

　カッツェの金色の瞳がきらっと光る。

「アプフェルよ。少年の内から出て、あるべきところに戻れ」

　ナイフが雪生に向かって飛んできた。

　魔法のナイフは、ひゅっとうなりをあげて飛んできて、雪生の胸に突き刺さった。

　雪生は、自分の身体をナイフが貫くときの、ぶすっと鈍い音を聞いた。

　痛くはなかった。

　身体を貫き、先端が背中から出ているのに、それでも痛くなかったのである。

　お腹の奥が冷たくなり、指先が痺れ、力が抜けていく。

　雪生は、自分の胸に突き立っているナイフを見た。

　ナイフの柄は、銀の粒子を振りまいて、キラキラと輝いている。空中へと溶けて消えていく光のカケラは、雪生の命そのもののように思えた。

　雪生の命を奪うことで儀式は完成し、雪生の中のアプフェルは、すべてメイベルへと戻る。

「カッツェ、メイベルを……守ってやってくれ……」

　これでいい。

　自分が死ねば、メイベルの寿命が延びる。

　痛くはないが、氷詰めにされているような寒さが耐えがたい。

「わかってる。私がメイベルを守る。今までも、これからも」

「よかった……君にまかせておけば、安心だ……」

　だるくて息が苦しく、言葉を紡ぐことがおっくうだった。

　さっきまでひどかった悪寒は収まり、寒くも暑くもなくなった。

　意識が薄れていく。

　ああ、僕は死ぬんだ。

　もう、何も考えられない。

　雪生は目を閉じた。

　ゆっくりと動いていた心臓が動きを止めた。

「儀式は成功した」

　カッツェが宣言した。




☆




　メイベルは、財布を握りしめながら、階段を駆けあがっていた。

　クラスメイトたちと『一緒にトイレ』をしていたら、トイレの窓の外を何かが落ちていく様子が見えた。

　一瞬だったが、財布のようだった。それも、メイベルが雪生にプレゼントした男物の財布。

　メイベルは友人たちに断り、トイレを出て財布が落ちたあたりを探した。

　財布は、植えこみの中から出てきた。

　雪生にあげたプレゼントに間違いない。

　これはどこから落ちてきたのだ？　三階や四階の窓か？　あるいは屋上か？

　頭上を振り仰ぐメイベルの目に、フェンスに押しつけられている雪生の背中が見えた。

　フェンスは人の形にたわんでいる。

　こんなことができるのはカッツェだけだ。

「カッツェ！」

　名前を呼ぶが、カッツェは出てこない。

　メイベルは財布をつかむと、階段を駆けあがった。

「あれっ？」

　走っている最中、身体がフッと軽くなった。

　お腹の奥が熱く、四肢に力がみなぎっている。

　魔力が充填されている？　寿命が戻った？

　気のせいではない。残り少ないはずの魔力がチャージされている。

「お兄さまっ！」

　雪生に何かあったのだ。カッツェが雪生を殺した？

　そんなまさか。カッツェは二百年もの長きにわたってメイベルに仕えてくれた。メイベルの意向を無視し、独断で動いたことなど一度もなかった。

　施錠されているはずの屋上のドアはあっさり開いた。

「お兄さま、カッツェ」

　名前を呼びながら、屋上に出たメイベルの目に飛びこんできたものは、押しつけられていたフェンスから剥がれるようにして、崩れ落ちる雪生の姿だった。

「お兄さまーっ！」

　銀色に光るナイフが、雪生の胸に刺さっている。

　カッツェが雪生を殺した。

　信じていたのに。カッツェを信じていたのに。

　メイベルは、雪生に駆け寄り、抱き起こした。彼の頭がぐらっと揺れる。

　彼は完全に事切れていた。

　カッツェが殺した。雪生を殺した。

　雪生の右手。アザのあとのない綺麗な手。雪生が持っていたアプフェルは、全部メイベルの中に入っている。

　雪生の命で、メイベルの寿命が延びた。

「どうして……っ？　カッツェ！　なんでお兄さまを殺すのだ!?」

　空中に漂うカッツェは、冷静そのものの口調で言った。

「メイベルを生かすためだ」

「ドゥムコップフ（愚か者）！」

　メイベルは、手に持っていた財布をカッツェに投げつけた。

　財布はカッツェに当たってからコンクリートの床に落ちる。

「お兄さま」

　メイベルは、雪生に唇を重ねた。

　雪生にアプフェルを返す。リヒルデ王妃が、自分の魔力を注いで作った真っ赤な林檎。

　人間の持つ運を損なうという副作用がある代わり、治癒力を高め、病気や怪我を治す効果がある。

　アプフェルを口移しで吹きこむたびに、メイベルから力が抜けていく。

　彼の右手のひらには、林檎の形の赤いアザが浮かびあがったにもかかわらず、雪生はぴくりとも動かない。

　──だめか……。

　リヒルデ王妃のアプフェルをもってしても、命を失った人間を癒やすことはできないのか。

　メイベルは雪生の胸に刺さっている魔法の剣を抜いた。包丁ほどの大きさしかないが、カッツェが作りあげただけあって、強い魔力が放たれている。

　雪生は生き返らない。

　彼は完全に死んでしまった。

　──だったら……。

　雪生を生き返らせる方法はこれしかない。

　──お兄さまの命を、私の命で購う。

　メイベルの周囲を光の粒子が取り巻き、制服が魔女服に変化していく。

　メイベルは、魔剣を逆手に持ち直した。

　最後の大きな魔法だ。

「メイベルッ、何をするつもりだ？　魔女服なんて……まさか……？」

　カッツェがおろおろと言うが、メイベルは聞く耳を持たない。

　両手で魔剣の柄をぎゅっと握りしめ、喉に向かって突き立てた。

　ナイフはぶすっと喉に刺さり、十六歳のか細い首を貫いた。

「メイベルーッ！」

　カッツェが叫んでいる。

　──お兄さま。私の命をくれてやる。

　私は二百年生きた。お兄さまと出会えた。充分だ。

　──私は幸せだ。

「やめろ、やめてくれっ！　メイベル！」

　カッツェが叫んでいる。
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「あり、がと、う……カッツェ……」

「メイベル、メイベル！　私はメイベルのために、メイベルを生かしたくてっ、あぁああああああっ」

　カッツェが慟哭する声が聞こえてくる。

　好きだった。カッツェ。

　今までありがとう。二百年も私に仕えてくれてありがとう。

　私が死んだら、どうか自由になってくれ。

　そう言いたかったが、もう、声が出ない。

　メイベルは、雪生の上に倒れ伏した。




☆




「メイベル、メイベル！　私はメイベルのために、メイベルを生かしたくてっ、あぁああああああっ」

　カッツェは泣きわめいた。

　メイベルを生かすつもりで雪生を襲い儀式を決行したのに、メイベルが死んでしまうなんてひどすぎる。

　そうだった。メイベルはこういう性格だ。

　リヒルデ王妃と同じで、優しい女。

　リヒルデ王妃が生み出した存在であるにもかかわらず、メイベルは粗忽者で、リヒルデ王妃の魔力も落ち着きも思慮深さもなかった。

　お人好しなところだけがリヒルデ王妃に似ていた。

　そんなメイベルが心配で、カッツェは二百年一緒にいた。

　メイベルが好きだった。

　だから、彼女が少年にいじめられているところを見て憤った。

　ほんとうは、カッツェだってわかっている。

　あれは人間たちの遊びのひとつ。少年はメイベルをいたぶっているわけではないし、メイベルもほんとうに苦しんでいるわけではない。

　だがカッツェは許せなかった。

　大事な大事なメイベルが、いけない遊びにふけっている。

　魔女姿のメイベルを、少年が汚している。

　そうだ。カッツェは少年に嫉妬していた。

　少年は、まだ起きあがる気配を見せない。

　だが、少年は、命を吹き返している。メイベルから命をもらったのだから。

　カッツェは雪生に言った。

「少年、メイベルを守る役割は、おまえに託すぞ」

　カッツェは、自分が作った魔法の剣を持ちあげた。




☆




「お兄さまっ、お兄さまっ」

　雪生は、揺すり起こされて目を覚ました。

　制服姿のメイベルが、心配そうな表情で覗きこんでいる。魔女服のメイベルを見たような気がしたが、あれは錯覚だったのだろうか。

　オレンジに染まる夕暮れの空を背景に、メイベルの金髪が明るく輝いていた。

「メイベル、どうして？　……あれ？　僕、生きてる？」

　カッツェに刺されたはずなのに、銀色のナイフもなければ、カッツェもいない。

　雪生は、自分の手のひらをまじまじと見た。

　消えたはずの林檎の形のアザが手のひらにある。しかも鮮やかな赤色だ。メイベルと出会う前よりずっと赤い。

　メイベルと関係するたびに色が薄くなっていって、今はもうピンクにうっすらと残っているだけだったのに。

　メイベルが、アプフェルを戻したのだろう。雪生を助けるために。

　カッツェがいない。どこに行ってしまったのだ？

「体調はどうだ？　どこか痛いところはないか？」

「ないよ。カッツェはどこに行ったんだ？」

「死んだ」

　メイベルは泣き出す寸前の表情で答えた。

「え？　カッツェが？　何が起こったんだ？」

「カッツェは私に命をくれたのだ。魔剣で自分を貫いた。カッツェのドゥムコップフが……。私の命は雪生にくれてやったのだから、このまま死んでしまってもよかったのに」

　メイベルは顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくった。手の甲で涙を拭いている。

　メイベルが座っているすぐ横に財布が置いてあった。メイベルがくれたお別れのプレゼント。

　雪生はようやく理解した。

　メイベルは雪生を助けようとして、アプフェルと命をくれた。

　そのメイベルを助けるために、カッツェは自分の命を投げ出した。

「そうか……カッツェは死んだのか」

　雪生は、上半身を起こして座りこんだ。

「カッツェは、メイベルが好きだったんだ」

「ああ。知っている。雪生を殺したのは、私を助けるためだと言っていた。カッツェのおかげで、私は人間になった。どうしよう。私は喜んでいる。カッツェを失ったことは痛くて苦しくて切ないのに、悲しくて悲しくてならないのに、明日死ぬ心配がなくなったことが……人間になったことが……うれしい」

「メイベルは魔女じゃなくなったのか？」

「私は一度死んだ。カッツェは、強大な力を持つ魔法使いだが、私を生き返らせることはできても、魔力までは戻せなかった。私のアプフェルは、私がもともと持っていたものを含めて、全部雪生に渡したから、今の私は人間の少女だ」

　それで手のひらの林檎のアザは、前にも増して赤く染まっていたのだ。

「メイベルはそれでいいのか。完全な魔女になるために、アプフェルを探し求めていたんだろ？」

「それはお兄さまと出会う前のことだ。お兄さまと出会ってからは、一緒に年を取りたいと思うようになった。それよりお兄さまはそれでいいのか？　治癒能力が増大した代わり、運は前よりも悪くなったぞ」

「いいよ。そんなもの。心がけがよければ、酷い目には遭わないんだろ？」

　すごいとか、頭がいいとか、格好いいとか、もてはやされなくてもいい。平凡でいい。量産型でいい。普通がどれほどすごいことか、今の雪生にはわかっているから。

「僕はメイベルと二人で、普通に生きていければそれでいいよ」

「兄妹なのに？」

「兄妹だからだよ」

　恋人同士なら、いつか別れるかもしれない。結婚相手なら、いつか離婚するかもしれない。だが兄妹は一生の契約だ。

　雪生はメイベルを抱きしめた。

　ほっそりした小さな身体。

　人間になったメイベルは、魔女のときとどう違うのだろう。きゅっと抱きついてくる彼女は、骨がないかのようにやわらかく、金髪がさらさら触れてくすぐったい。

「どうしよう。メイベルが欲しくなった」

「私もだ。しよう。お兄さま」

「したいけど……やっぱだめだ。もしも見つかったら、メイベルの魅了の魔法でごまかすこともできないし、カッツェに助けてもらうこともできないんだろ？　家に帰ろう」

「いやだ。ここでしたい。お兄さまも、ズボンの前を大きくしているではないか」

　頬をスリスリして甘えてくるメイベルは魅力的で、いますぐにでも彼女を抱きたいのはやまやまだったが、今までの運のよさがなくなってしまったことを考えると、いかにも危険な行為だった。

「ここではしない。僕はメイベルを守る責任がある。僕はメイベルのお兄さんなんだ」

　──少年、メイベルを守る役割は、おまえに託すぞ。

　意識を取り戻すとき、誰かにそう言われた。

　あれはカッツェの声だった。二百年の長きにわたって、メイベルを守ってきたカッツェ。

　──わかってる。カッツェ。今度は僕がメイベルを守る。

「そうか。そうだな……。だったら」

　メイベルは雪生に耳打ちした。背伸びをしているところがかわいい。

　とんでもない提案に、雪生の頬が赤く染まっていく。




☆




「はっ……はぁっ……あぁっ」

　メイベルは、息を弾ませながら通学路をたどっていた。

　陽が落ちた。まだ風は温かいが、周囲は加速度的に暗くなっていく。逢魔が時の不気味さは欧州も日本も同じだ。

　屋上で長居しすぎた。帰宅部のメイベルは、こんなに遅く帰るのははじめてだ。

　かちん、かちん、と股間から金属音がして恥ずかしい。

　きちんと制服を着て、襟ボタンもいちばん上まで填めているのだが、メイベルはノーパンだった。しかも、二枚のラビアにクリップを挟んでいる。

　雪生の読んでいた絵の多い本にあったシチュエーションだ。

　あの本を読んだときは、こんなことをして何が楽しいのかと思っていたが、実際にやってみたら恐ろしく興奮する。

　それはきっと、雪生がしっかりと手をつないでくれているから。

　帰ったら、お兄さまが抱いてくれると知っているから。

　ラビアを挟むクリップは、見た目と違って痛くない。

　スリットの中に収容されているラビアを秘部からでろんと引き伸ばし、歩く動きで前後左右にラビアを揺する。

　二つのクリップがぶつかってかちんと鳴るたび、振動が子宮にまで到達し、子宮頸管粘液を吐き出させる。

　どうしてもがにまたになってしまい、膣口から滴る愛液が、メイベルのあとを追っていく。

　自分の身体から立ち上る、汗と愛液の匂いも恥ずかしい。

「あっ」

　かちいん、とクリップがぶつかって音を立てた。

　クリップから伝わった振動で、子宮がビリビリと痺れた。

　メイベルは立ったままでイキそうになった。握っている手に力をこめて、官能をやり過ごす。

　足を止めて呼吸を整えていると、兄が心配そうに覗きこんできた。

「大丈夫か？」

「ああ。大丈夫だ。歩ける」

　ラビアは痺れて感覚がないので平気なのだが、むしろ怖いのは、クリップを外したあとだ。

　阻害されていた血流が一気に戻るじゅくじゅくした快感は、子宮をキュンキュン疼かせて、身体全体を火照らせる。

　ノーパンで、ラビアにクリップをつけた露出散歩。アブノーマルな行為だが、二人のあいだでは、甘くとろけるような前戯だった。

　ふっと気を許した瞬間、また股間で金属音がして、静電気のような振動が子宮を襲った。

「んっ」

　身体に力を入れてこらえる。

　心配そうな雪生の顔がかわいく見える。抱きしめて背中をさすってあげたいほどだ。

　メイベルは母性愛が強いタイプだ。白雪姫もかわいかった。一生懸命に育てた。

　自分の子供を持ちたかった。

　メイベルは魔女ではなく人間の女になれた。いつか雪生の子供を生むことができる。夢のようだ。こんな幸せ、いいのだろうか。この幸せは、カッツェがくれた。

「カッツェには気の毒なことをした」

「カッツェも、メイベルの幸せを願っているよ」

　雪生の大きな手が、メイベルの頭をぽんぽんする。

　ふわんと甘い心地よさが胸に満ちる。

「お兄さま。ふふっ。私は幸せだ」

「僕もだよ。メイベルが生きていてくれてうれしい」

「大好きだぞ。お兄さま」




「僕も好きだよ」

　雪生は、照れながら答えた。

　好きだと口に出すのは恥ずかしい。

　ましてメイベルは、頬をピンク色に上気させている。露出散歩で興奮するメイベルはかわいかった。

　肉付きの薄い少女の身体から、未熟なセクシーさが立ち上る。

  彼女から、ベイクドチーズケーキのような酸っぱくて甘い香りが漂う。発情の匂い。メイベルはクリッププレイに、股間をびしょびしょに濡らしている。

　ジョギング中の中年男性が、メイベルを見て足を止め、ぼうっと見とれた。

　ウェーブのかかった長く美しい金髪に高校の制服。中学生の未熟な肢体。

　ただでさえ美少女なのに、発情しているメイベルは生々しいほどの未成熟な色気を放ち、男の目を集めてやまない魅力がある。

　──どうだ？　いいだろ。メイベルは僕の妹で、恋人で、人間の女の子なんだ。ラビアにはクリップが填まっていて、ノーパンだよ。僕が大好きで、今からセックスするんだぞ。それも普通のセックスじゃないぞ。あんなことやこんなことまでするんだぞ。

　どんなプレイをしようか。フェラチオをしてもらおうか。彼女を縛ってイジリ回そうか。普通にセックスしたほうがいいか。

　自分は何もせずメイベルにしてもらうよりも、彼女を感じさせて悦ばせて、彼女の全部を味わいたい。

「メイベル、その、家に帰ったら、縛ったり、くすぐったり、アナルセックス、していいか？」

「いいぞ」

　即答だった。

「アナルセックスというのは、お尻の穴で交わるのだろう？　そんなもの、どこがいいのかわからないが、お兄さまのしたいことはすればいい。私の身体でお兄さまが気持ちよくなってくれるなら、それは私の幸せだ」

　はっきり言われて顔がかっと熱くなる。

「ふふっ、顔が赤くなっているぞ。お兄さまは、かわいいなぁ……。ああ、なんてかわいいのだ。胸がキュウッと痛くなるぞ」

　十六歳の人間の女の子になっても、中身は二百歳のロリババアのままで、雪生をやわらかく包みこもうとしている。

　やはり縛ろう。セックスのときぐらい、雪生が主導権を握りたい。

「かわいいのはメイベルのほうだよ」

　雪生は、彼女の頭に手を置いてぽんぽんした。

「ああ、それいい。それ気持ちいい。もっとしてくれ」

　気持ちよさそうに目を細める様子は、年寄りの猫みたいでかわいい。

　雪生は、ぽんぽんを繰り返した。




☆




　家に戻り、玄関のドアを閉めた瞬間、メイベルはその場にへたりこんだ。

　ラビアにクリップ、ノーパンで道を歩く緊張がほどけて、腰が抜けてしまったのである。

「メイベル、ほら、立って」

　雪生が腕をつかんで立たせようとする。

　メイベルはガクガクする膝小僧を手のひらで押さえながら立ちあがった。

「まだ、クリップ、ついたままか？」

「ああ」

「スカート、めくりあげて」

　メイベルは、震える手でヒダスカートをめくりあげた。

　いつもは秘裂の中に隠れている二枚のラビアは、クリップの重みで引き伸ばされてでろんと伸び、大陰唇の外にはみ出している。

　雪生がクリップを取ってくれたが、クリップで血流を阻害されていた花びらは、痺れてしまって感覚がない。

　だが、それでも、クリップの重みが外れると、身体が軽くなった。

　開放感に襲われて、メイベルははぁとせつない息をついた。

「メイベル、おいで。君の部屋でやろう」

「ああ」

　部屋で待っていると、雪生は紐のたぐいを持って戻ってきた。

「縛っていいか？」

「好きにせよ」

「仰向けになって欲しいんだ」

「いいが……早くしてくれ」

　露出散歩の十五分間、メイベルは延々と続くクリップ責めに耐えていた。今はクリップが外されて、痺れていたラビアに血流が戻り、じゅくじゅくと疼いている。もう、子宮のキュンキュンは我慢できないほどになっていた。

　ベッドに仰向けになると、雪生は、メイベルの手首を重ねて縛り、ベッドの頭部の飾り棒に結びつけた。

　そして彼は、足首に紐を結び、ベッドの角に拘束したのだ。人の字に縛られて、自由に動くのは首だけになってしまった。

　

　雪生は、メイベルの横に膝をつくと、制服の胸元を開いていった。リボンをほどき、ブレザーの前が開き、ブラウスのボタンを外す。

　ハーフカップのブラジャーに胸乳の三分の二ほどを隠された大きなふくらみが露わになった。

　雪生は、カップの中に手を入れて、ぬくぬくの乳房を引っ張り出す。ぷるぷるとしたふくらみは、汗に濡れてしっとりとして、手に張りつくようだ。そっと揉むと、つんと尖っていた乳首がさらに硬くなった。

「んっ……はぁっ……はぁはぁ……あぁっ」

　メイベルは大股開きの状態で拘束された下肢をせつなく揺らしている。

「ああ……んっ……ぁあっ、はぁはぁ……い、入れてくれ……お兄さま……」

　メイベルのねだる声が心地よい。

「まだだよ。もっと、メイベルをいい気持ちにさせてやりたいんだ」

　彼女を焦らすことによって、自分も焦らされているのだが、雪生は余裕タップリな様子を装った。

　新品の筆で、乳首の周りをスルッとなぞる。

「あぁあっ……だ、だめだっ、お兄さまっ」

　メイベルはビクビクッと震えた。

　ブラジャーに下乳を押さえられた乳房が前後に揺れ、腰が乱らにくねっている。

　白い肌を上気させてあえぐメイベルはかわいい。

「んっ……んんっ……あぁっ……はぁ……はぁ……お兄さま、オチン×ンを入れてくれ……」

　雪生は、腋の下や脇腹、鳩尾や鎖骨も筆先でなで回した。

　腋の下なんてくすぐったいだけではないかと危惧していたが、発情しっぱなしの彼女には快感に変わるらしく、ヒクヒクと震えている。おへそのあたりを筆先でなで回してから、股間のほうへと移動する。

　いつもはつつましく閉じている秘唇は、ぱっくりとスリットが開き、充血して赤くなった二枚のラビアとクリトリスがはみ出ている。雪生は、クリトリスを筆先でなで回した。

　

「ぁあぁああぁあっ」

　メイベルはガクンガクンと震えた。

　露出散歩が前戯となって、メイベルの身体は高まりきっていた。クリトリスを筆でいじられる感触がたまらなかった。

　クリップを外したあとのじゅくじゅくがＭＡＸになっていたときだから、筆の刺激で一気に上り詰めてしまう。

「だめだっ、ああぁあっ、お兄さまっ、い、イクッ！」

　子宮がカッと熱くなる。

　頭の中が白く濁り、縛られた身体をガクンガクンと震わせながら、むなしい絶頂を極める。

　失神するほどの刺激ではなかった。ペッティングでの絶頂は、甘いふわふわのお菓子みたいだった。空腹を一瞬だけ満たすことができても、すぐに欲しくなってしまう。しかも、飢餓感は、お菓子を食べる前より強いのだ。

「お兄さま、入れてくれっ、オチン×ンが、精液が欲しいのだ」

　はぁはぁと息をあえがせていると、雪生が足首の紐をほどいた。

　いよいよ入れてもらえるのだろうか。

　雪生が服を脱ぎ、のしかかってきた。

　亀頭のつるつるが、スリットを探っている。まだ充血しているラビアがじゅくんと疼き、子宮のキュンキュンが激しくなる。

「あぁっ、あぁあっ、お、お兄さま……っ、お兄さまぁっ」

　メイベルはうめいた。手首を縛られているため、雪生に抱きつけないのがもどかしい。

　自分で腰を回して位置を合わせ、自分から腰を突き出すようにすると、亀頭が花びらを巻きこみながら沈みこんできた。

「あぁああぁあああっ」

　クリップいじめでじゅくじゅくしているラビアがひどく刺激され、痛いほどの快感に震えてしまう。




「なんか入りにくいな……」

　雪生は、いったんペニスを抜き、再度亀頭を突き入れた。先端の肉の実が、じゅぶじゅぶっと音を立てて膣ヒダに沈みこむ。

　ぬるぬるの熱い肉が、肉茎にきゅるきゅるとまとわりついてきた。

「いいっ、気持ちいいっ。あぁああっ、お兄さまぁっ」

　小さな肉の突起物が一面に生えた膣ヒダが、ザワザワとうごめきながらペニスを迎え入れていく。

　雪生はメイベルしか知らないので比べる対象がないものの、エロ漫画にあった名器というのは、こういうものだろうか。

「うぅっ。すげぇ、か、からみ、つく……」

　人間になったからだろうか。とろとろとからみつく感じは、今までにも増してすごい。

「かたじけない」

「あははっ」

　雪生は笑った。

　メイベルは不完全な魔女だったときも、人間の少女になった今も、まるで変わっていない。

「むぅっ！　笑うなっ！　無礼者っ!!」

　メイベルがムッとした表情で眉根を寄せた。元が王妃様だった彼女は気位が高い。膣ヒダがキュッと締まる。

「うっ！　ご、ごめんっ」

　雪生はあわてて謝った。

　露出散歩と筆でのプレイのあと、手首を縛ったままの彼女をムリヤリな感じで貫いているのに、淫靡な雰囲気は皆無だった。

　明るくて楽しくて、幸せな気分になる。

　雪生は、腰をスライドさせた。

「あぁーっ」

　メイベルが甘い声をあげ、ぶるっと震えた。

　ぐっちゅっ、と結合部が鳴り、小さな舌のような突起物がびっしり生えた膣ヒダが、きゅるきゅるっとうごめく。




「あぁっ、あーっ、あぁぁああああぁっ」

　メイベルはうめいた。

　ペニスが蜜壺をかき混ぜながら前後する。奥を突かれるときがたまらなかった。

　快感のポイントである子宮口を亀頭でごりっと押されるとき、重いものがずうんっと身体の芯を貫くような心地よさに襲われる。

「あぁっ！　いいっ、いいっ、気持ちいいぃーっ」

　クリップいじめでじゅくじゅくしているラビアが圧迫されるじゅわっとした快感。

　筆でくすぐられて勃起したクリトリスが彼の下腹部で押され、陰毛でザリッとこすられるときの、ヒリッと来る感じは、静電気を流されたようだ。

　さらに加えて、お腹の中を、大好きな少年のものでいっぱいにされる満足感がやってくる。

「うっ、うぅっ、うーっ」

　雪生は激しく腰を打ちつけてくる。

　メイベルを焦らすことで、彼も焦らされていたのだ。

　ペニスが奥を突きあげると、身体の中に快感が満ちて苦しいほどになるのだが、結合が浅くなると頼りなくなり、子宮がきゅんきゅん甘く疼く。

　絶頂目前を知らせるキラキラがはじまった。

「あぁっ、もうっ、もう、イきそうだっ」

　手首を縛られているせいで、頭が前後に揺すられる。

　ラピアクリップの露出散歩に、縛られた上でのくすぐり責め。前戯が長かったせいで、快感はもう、臨界点に達している。

　あともうひとつの刺激で絶頂に達するというとき、雪生の両手が、乳房をきゅっとつかんできた。

　意識が結合部にいっていたから、不意打ちの刺激に快感がブワッとふくらむ。

　指のつけ根で乳首を挟むように揉みあげられ、ふくらんでいた何かがバチーンとはじけた。

「イっちゃうぅうっ!!」

　メイベルはガクンガクンと大きく震えた。




「うっ、うっ、ううぅーっ」

　雪生は、きゅるきゅるっと締まる膣ヒダを、引きはがすようにして律動した。

　雪生も射精する寸前だったが、あと少しだけ彼女の温かさを感じていたい。

　メイベルは気持ちよさそうにガクガクと震えている。

「お兄さまぁっ！　あぁっ、一緒にっ、あぁっ！」

　そうだった。メイベルとは、一生一緒にいるのだ。兄妹だから結婚できないかもしれないが、いつ寿命が尽きるかわからない不完全な魔女ではない、人間のメイベルとずっと一緒だ。

　安堵と感動があらためて押し寄せてきた。

　雪生は、泣きそうな気分でペニスをぐりぐりっと押しこむと、腰にグッと力を入れて、思いきり吐き出した。

　ドクッ！　ドブドブッ!!　ドクンッ！

　子宮にめりこむほど深い位置で射精する。

「イクッ！」

　メイベルが下肢を雪生の腰にからめて、腰をぐっと突きあげてきた。

　精液を子宮に収めようとしているのか、膣ヒダがぐにゅぐにゅと蛇腹のポンプのようにうごめいて、男根をしごいてくる。

　射精の瞬間の、空に向かって飛びあがるような、地の底にめりこむような、くらっとくる快感に身をゆだねる。

　メイベルは失神してしまったらしく、身体を硬くして目を閉じている。なのに膣ヒダはにゅるにゅるとうごめいて、射精途中の男根を具合よくマッサージしてくれる。

　不完全な魔女のときも、人間になった今も、感触は変わらないはずなのに、いつにも増して気持ちがいい。

　長い長い射精が終わった。

　名残惜しい感じがして、ペニスを抜かずにじっと彼女を抱きしめていたら、メイベルが目を見開いた。

「お兄さま……。子宮が精液でいっぱいだ……。タプタプしてる。すごく熱い」

　生々しいことを言われて、雪生は顔を赤くさせた。

　射精して萎えたはずのペニスが、次第に力を取り戻す。

「お、お兄さま……そ、その……私はもう……これ以上はムリだ……。あふれてしまう」

　あふれる、という言い方に興奮する。メイベルの子宮の内部には、雪生の精液がいっぱいになってる。

　彼女の全部を、雪生のものにしてしまいたい。髪も子宮も白い肌も赤い唇も、アヌスさえも雪生のものだ。

「後ろでしていいか？」

「いやだ。手をほどいてくれ。疲れたんだ」

　メイベルが眉根を寄せ、泣きそうな表情で言った。

　手首を縛ってベッドに拘束しているせいか、妙に彼女が弱々しく見える。

　雪生の中のＳっけが刺激された。

　雪生は、ペニスを引き抜くと、彼女の手首を拘束している紐をほどき、彼女の肩を押してうつぶせにさせた。

「い、いやだっ、もう、苦しいっ」

　メイベルは手足をばたつかせた。

　雪生はぱんっと両手のひらを打ちつけた。

「きゃあっ」

　メイベルがすくんで動きを止める。

　お尻を叩かれると思っているらしい。

「叩かないよ。アナルセックス、したいんだ」

　彼女の腰の脇をつかみ、強引にお尻を引っ張りあげる。

　そして、膣口から蜜液と精液の混ざったものを指先ですくい取り、お尻の穴に塗りつけた。

「うぅ、い、いやだ……気色悪い……っ」

　メイベルがお尻を振って逃れようとした。

　お尻の山をぺちっと叩くと、メイベルがはっとして身体をすくませる。

「力、抜いて」

　雪生は、メイベルのお尻の穴をほぐすことを繰り返した。




　メイベルはうめいた。

「あぁっ、やめてくれ……うっ、ううっ。……な、なんで、人間は、おかしなことをするのだ？」

　お尻の穴を開かれるのは、苦痛と違和感と気色悪さしかなかった。

　手首の紐はほどかれているにもかかわらず、身体がすくんで動かない。

「僕はメイベルの全部が欲しいんだ。それにメイベルは人間だろ？」

　あっさり言われて苦笑する。

「あはは、そうだな」

　笑ったことで緊張がほどけたのか、お尻の穴に指が入った。

「ぐっ……」

　メイベルは、子供のわがままをおおらかに受け止める母親の気分になっていた。

　こんなもののどこがいいのかわからないが、雪生がやりたいならすればいい。

　だが、お尻の穴を開かれるのは、やはり苦しい。メイベルはシーツをつかみ、脂汗を流して耐えた。

「すごい、指三本も入ってる。君の直腸粘膜、ピンク色だね」

「あぁ、やめてくれ。言わないでくれ……っ」

　メイベルは恥じらった。

　それがおもしろいのか、雪生はさらに言葉でいじめてきた。

「メイベルのマ×コ、オツユがだらだらこぼれてるよ。感じているんじゃないの？」

「か、感じて、なんか……っ」

「そうかな？」

　クリトリスを軽くつままれ、花びらを引っ張られ、尿道口の上を指先で掻かれる。

　それははっきりとした快感だった。

　お尻の穴は苦痛。秘部は快感。メイベルは混乱のあまり声をあげて悶えた。

「あぁっ、ああっ、……ああぁっ、んんんんっ」

　雪生がようやく指を引き抜いてくれた。

　はぁ、とため息をついて力を抜く。

　雪生の亀頭が、お尻の穴に、押し当てられる。

　指を取り払われたことで、ほっとしていたメイベルは、お尻の穴にめりっとめりこんできた灼熱の男根に悲鳴をあげた。

「あぁっ、だ、だめだっ、あぁああっ、い、痛いっ、痛いぃっ」

　亀頭のエラが直腸粘膜を押し広げながら奥へ奥へと入っていく。

　お尻の穴に熱くて大きな肉茎を打ちこまれ、身体が二つに割れそうだ。




　雪生はうめいた。

「硬い、な……、狭い。……くっ。熱い……っ」

　直腸壁は熱くたぎっていて、狭くて硬く、挿入は困難だった。それでも、彼女の腰の脇をしっかりと持ち、押しこむようにして突き入れていく。

「はぁ、はぁ……んっ……んんっ……だ、だめだ、苦しい……っ」

　メイベルがあえいでいる。

　グジュプッ！

　粘膜がきしむ音を立てて、男根が根元までめりこんだ。

「うっ……ぁあっ、だ、だめだ……く、苦しいっ」

「ごめん、抜くよ」

　雪生はペニスをずるずると後退させた。

　好奇心と独占欲からアナルセックスをしたものの、メイベルがあまりに苦しそうで、罪悪感に駆られてしまったのだ。

「うっ、ううっ、ぬ、抜いて、くれ……。……こ、壊れる……痛い……っ」

　雪生は、メイベルと一緒に楽しみたいのであって、彼女を苦しませたりいじめたりしたいわけではない。

　お尻の穴は締まりが強いが、すべすべした感触で、どこか単調な味わいだ。ノーマルセックスのような感触の複雑さがない。

　これなら、普通に前でするほうがずっといい。

　ペニスを半分ほど後退させたときのことだった。

　メイベルの様子がはっきり変わった。

「あぁあぁああっ。……いいっ、気持ちいいっ！」

　細い身体をぶるぶるっと震えさせ、お尻をさらに高く突き出してあえぐ。

　雪生は混乱した。

　ついさっきまであんなに苦しそうだったのに、いきなり快感を訴えるなんて、よくわからない。

「ほんとうに？」

「ほんとうだ。……ふわっと来るっ。気持ちいい……っ！」

　雪生はよくわからないまま、亀頭のエラが出る寸前までペニスを抜き、腸奥深く挿入した。

「ぐっ！　だ、だめだっ。ううっ、あふれるっ……く、苦しいっ！」

　──どうしよう？

　雪生は迷った。

　メイベルは快感と苦痛を交互に訴える。メイベルに気持ちよくなって欲しいし、自分自身も楽しみたいのだが、彼女が心配でいまひとつ快感に浸れない。




　メイベルは、シーツをつかんで悶えた。

「あぁあぁっ、く、苦しいっ……痛いっ」

　ペニスが押しこまれるのは、はっきりとした苦痛だった。尾骨の内側に、ずんっと重い戦慄が走り、腰のちょうつがいが外れそうになる。太くて熱い男根を受け入れている直腸粘膜のヒリヒリとした拡張感と膨張感の割れそうなほどの苦しさ。さらに駆け下る便意がたまらない。

　なのに男根が後退していくと、その苦しさが快感へと裏返る。苦痛が激しい分、快感は強烈で、正気を失ってしまいそうだ。

「気持ちいいっ、いいっ」

「ど、どっち、なんだ？　大丈夫か？」

「大丈夫だ。うっ、つ、続けてくれ」

　だが、ペニスが腸奥を突きあげると、喉から亀頭が出そうなほどの膨張感に悲鳴をあげ、脂汗を流してうめく。

「ううっ、感じる、いいっ……あぁ、苦しい……くっ」

　苦しくて気持ちよくて、どうしていいかわからない。振幅の激しさが、ありえないほどの快感を呼び覚ます。

「うっ、ううっ、メイベルッ！　うぅっ。いいよっ。すげぇ熱いっ」

　メイベルははっとなった。メイベルの身体で雪生が悦んでくれている。それがうれしい。

　胸の奥がきゅんと疼いた。

　その瞬間、苦痛と快感が混ざり合い、今まで体験したことがないほどの強烈な快感となってメイベルを襲った。

「あぁああぁっ、感じるっ！　いいっ、気持ちいいっ！」

「ほ、ほんとに？」

　メイベルはブルブルと震えた。

　もう、苦痛はまったくない。甘い快感があるだけだ。

　冷たい陰嚢が、大陰唇にぺたっと当たって離れる感触さえも気持ちいい。

「いいっ、溶けそうだっ」




「よかった」

　雪生は、メイベルの腰の脇をつかみ、腰を前後に動かした。ノーマルセックスでも、はじめは痛がっていたから、同じようなものだろう。

　彼女の悦びようは、アナルセックスのほうが派手だ。背中がぶるぶる震える様子が見える。

「いいっ、気持ちいいっ！　あぁあぁあぁあああっ」

　雪生は汗まみれになっていた。

　アナルは熱く、ペニスが痛むほどに締めつけてくる。

　背中しか見えないのに、乱れた金髪からのぞくうなじの白さと、耳たぶの赤さが色っぽい。ほんとうに感じているみたいで、シーツをつかんでいる指が白っぽくなっている。

　射精欲求が高まってきた。

「うっ、ううっ、うーっ」

　メイベルの中に精液をぶちまけたい。彼女の全部を自分のものにしたい。

「イきそうだっ」

　メイベルがぶるぶるっと震えた。

「僕もだ」

「中で出してくれっ」

「え、そ、それは……」

　雪生はとまどった。魅力的な提案だったが、彼女に悪いのではないか。

「苦しいと、お、思うよ……っ」

　彼女の中で射精したい。彼女の内側を、自分の精液で塗りこめてやりたい。

「お兄さまの全部が欲しいのだっ！」

　メイベルも同じことを思っていたらしい。腰の奥で、熱い溶岩がぐらぐらと煮えたぎっている。もう射精寸前だ。

「イくっ」

　アナル粘膜がキュッと締まった。

　スベスベしたゴムのような直腸壁が、ギュルッと締まる。

　雪生は、尾骨の内側に亀頭をぶつけると、腰にグッと力を入れて射精した。

「ううっ、出すよっ！」

　ドクッ、ドブッ！

　射精の気持ちよさは最高だった。

　地面がぐらりと揺れるような錯覚に襲われる。

　メイベルが射精の勢いに合わせて、ガクンガクンとケイレンしている。

　満足感と征服感と達成感でクラクラする。

　メイベルは、身体を硬くせずにイく方法を覚えたみたいで、気持ちよさそうにうっとりしている。

　雪生は、すっかり射精し終わってからペニスを抜いた。

　メイベルはぺたっと腹ばいになった。

　アヌスは、ペニスを抜いても、すぐには収縮しないみたいで、ぽっかりと口を開けたままのお尻の穴から、白濁液がどろどろと溢れた。

　膣と違って精液を吸ってくれる子宮がないから、注入した精液はそのまま出てしまうようだ。

　お尻の穴が少しずつ縮まっていき、最後にプチュッと精液を吐き出した。

　もう、お尻の穴はすっかりすぼまって、薔薇のつぼみのようなかわいい形に戻っている。

　雪生が身だしなみを整えたとき、眠っているものとばかり思っていたメイベルが、パッと起きあがった。

　ベッドの上に横座りになり、お尻を後ろ手で押さえて呆然としている。面はゆい表情を浮かべているところがかわいい。恥ずかしくてたまらないのだ。

「お兄さま」

「うん。出ていくよ」

　部屋から出て、晩ご飯の支度をしようとキッチンに立っていたら、いつものアリス風ワンピースを着たメイベルが、シーツを抱えて部屋を通り過ぎた。

「洗濯機を回すのか？」

「ああ。お兄さま、洗濯物があるなら出してくれ」

「うん」

　メイベルと一緒だと、ご飯を作ったり掃除をしたりすることも楽しい。

「兄妹というのも、いいものだな」

　メイベルがふいに言った。

「私はそのう、本当を言うと、結婚してお兄さまの子供を生みたいのだが、兄妹という一生の契約もいいものだ」

「うん。そうだな」

　いつもの日常が続いていく。











エピローグ　キセキのような普通の日々









　鍵を閉めようとしたとき、雪生の横に立っていたメイベルが、あっと声をあげた。

「ちょっと待ってくれ。ガスの元栓確認してくる」

　通学の朝は慌ただしい。

　ご飯を作るのは、一日おきの交代で、今朝はメイベルの担当だった。

　メイベルが目玉焼きとサラダと納豆ご飯の朝食を作っている間、雪生は食器を拭いたり、ゴミを出したりする。

「家を出る前に確認しろよ」

「確認したつもりだが、気になるのだ」

「早くしろよーっ」

　メイベルが金髪を揺らしながら、家に戻っていった。

　玄関先で待っていたら、ゴミ袋を下げた近所のおばさんがひやかした。

「おはよう。あなたたち、相変わらず仲がいいわね。新婚みたいね」

　雪生は苦笑する。

「はい。仲良くしています。僕ら、兄妹ですから」

「そうね。メイベルちゃんは遠い異国でひとりなんだから、お兄さんが助けてあげないとだめよ」

「そうします。ありがとうございます」

　金髪に青と緑の瞳、ほっそりした身体を藍明高校の制服に包み、雪生と一緒に肩を並べて通学するメイベルは目立つ。

　近所のおばさん連中の話題の的になったが、報道カメラマンの父が紛争地帯の難民収容所にいたメイベルを養女にしたこと、ＩＱ百四十五の天才少女であることを説明すると、おばさんたちも温かく見守ってくれるようになった。へんに隠そうとしなかったことがよかったのだろう。

　外国からやってきた天涯孤独のかわいそうな少女というのは、人間の保護欲を刺激する。

「すまない。待たせた」

　メイベルが戻ってきた。

　彼女の下げている布袋を見てあっと声をあげる。

「体操服忘れたっ！」

「持ってきてやったぞ。お兄さま」

「ありがとう。助かる」

　体操服を入れた布袋をメイベルから受け取り、鍵を閉める。

「ふふっ。お兄さまと私は、似たもの兄妹だな」

　二人で肩を並べて歩き出す。

「うわっ」

　雪生は空き缶を踏みつけて盛大に尻餅をつく。

「痛ぇっ」

「大丈夫か。お兄さま」

　雪生はよく転ぶ。何もないところで転んだりもする。慣れっこになっているメイベルは、とくに手を貸したりしない。

「僕はやっぱり運が悪いな」

　踏みつけた空き缶を拾いあげ、コンビニのゴミバコに入れる。ついでにゴミバコの周りに落ちているおにぎりの包み紙やレシートを拾って、燃えるゴミの箱に放り入れていく。

「でも、お兄さまの運の悪さは、転ぶ程度で済んでいるだろう。普段の心がけがいいからだ」

「そうだな」

　メイベルと同居してからしばらくは運気がよくなったが、今はもう沈静してしまい、昔通りの運の悪い毎日が続いている。

　だが、雪生は、気にしていない。

　テストの山は当たらないが、山をかけるのではなく、まんべんなく勉強すればいい。

　渡されたおつりが足りなかったら、その場で言えばいい。

　転んだら起きあがればいい。

　地道に平凡に、当たり前のことを普通にすれば、多少の運の悪さなんて大きな問題ではない。

　メイベルと出会う前は、平凡な人間であることを引け目に思っていた。特別な人間でありたいと思ったりもした。運の悪さを嘆いたりもした。

　だが、メイベルと出会ってから、気にならなくなった。

　平凡というのは、実はすごいことなのだと思うようになった。

　ケータイが鳴った。

　父からの電話だった。

「父さん、今どこ？」

「ロシアのウラジオストクだ。雪生は家か」

「通学の途中なんだ」

「ああ、そうか。時差が一時間だったか。始業前だから手短にするよ」

「始業前？」

　報道カメラマンの父が、勤め人のようなことを言う違和感に首をひねる。

「父さんは、ウラジオストクの支局長になった」

「すげぇ。よかったじゃないかっ！」

「そうだなぁ。父さんももう年だし。紛争地帯の写真は、若いやつらにまかせることにするよ」

「よかった。ほんとうによかった……。僕、心配だったんだよ。お父さんが死んでしまったらどうしようって思ってたんだ。流れ弾に当たったり、対人地雷を踏んだりするんじゃないかって」

「心配かけて悪かった。お父さんは元気だよ。雪生も元気そうだな。変わりないか。メイベルちゃんは元気か？」

「元気だよ。メイベルに代わろうか？」

「いや、いいよ。元気だったらそれでいい。……しかし、いくら天才少女だからって、なんでメイベルちゃんを養女にしたのかな？　俺らしくないよなぁ」

　父は独り言のように言った。

　首をひねっている父の姿が目に浮かぶようだった。

　メイベルが魅了の魔法をかけたんだよ、とは、雪生は言わない。グリム兄弟がバカであることから説明しなくてはいけないし、信じられるものではない。それにメイベルは、今はもう人間の女の子だ。

「仲良くしてるか？」

「ああ、兄妹として仲良くしているよ」

「兄妹としてって、何か意味深な言い方だな」

「な、何もないよっ。そんなっ」

　見透かされたようで慌ててしまう。

　メイベルは恋人で、新婚のように夜ごと愛し合っていることなんてとても言えない。

　メイベルはあっさりしていて、べたべたと愛し合うのは嫌うので、同じベッドで眠ったりはしないが、セックスするときは濃厚だ。

「メイベルちゃんが好きになったのか？」

　メイベルが横にいる。違う、とは言えなかった。

　口ごもっていると、父があっさり言った。

「恋人同士になったんなら、結婚すりゃいいよ」

「えええっ？　なんてコト言うんだよ。メイベルは妹！　僕は兄！　兄妹だよ」

「日本の法律だと、実子と養子は結婚できるんだよ。血縁関係がないからな。メイベルちゃんは日本国籍を持つ日本人で十六歳だから、雪生が十八歳になったら結婚できる」

「ほ、ほんとに……？　ほんとに僕ら、結婚できるのか？」

「ほんとだって。父さんは法学部卒業だぞ。ていうか、ネットをちょっと調べたら出てくるだろ？」

「そ、そうだったんだ……」

　メイベルと結婚？　夢のようだ。信じられない。

　あきらめていた。ムリだと思っていた。

　自分でさえ忘れていた誕生日に、プレゼントをもらった気分だった。

「父さんも孫の顔が見たいんだ。メイベルちゃんと恋愛しているんなら、十八歳になったら結婚するんだな。メイベルちゃんだって、ひとりで心細いだろうし、家族ができるほうがいいだろう？」

　父の電話は続いていたが、雪生はほどほどに切りあげて電話を切った。

「どうしたんだ？　うれしそうな顔をして。いいニュースなのか？」

「ああ、メイベルと僕、結婚できるって」

「兄妹なのにか？」

「日本の法律だと、実子と養子は血縁関係がないから結婚できるんだってさ。僕が十八歳になるまで待たないといけないけど」

「女は十六歳で結婚ができて、男は十八歳からか？　男女差別だな」

「って違ーうっ！　メイベルは、僕と結婚できるの、うれしくないのか？」

「うれしいぞ。私はお兄さまの子供を生みたいと、かねがね思っていたのだ」

　メイベルの子供なら、美男美女に育ちそうだが、ここは往来である。ましてそろそろ通学路だ。高校の仲間たちの姿も散見される。

　──大きな声で言わないでくれぇ……っ！

「ちょっ、メイベル、声大きい」

「あ、そ、そうだな。でも、私は、踊り出しそうなほどにうれしいのだ！」

　メイベルは、甘い笑みを浮かべた。

　──ああ、なんてかわいいんだろう。

　抱きしめてキスをしたくなったが、自重する。

　そのとき、黒猫が、雪生の前を歩き去っていった。

　まだ生まれてそれほど経っていない小さな子猫だ。金色の瞳が宝石のようだ。首のリボンも金色で、黒い毛皮のアクセントになっている。

「カッツェ？　カッツェだろ？」

　メイベルが声をあげ猫のあとをついて走ったが、猫はしなやかな身体を翻すと、植えこみの中に隠れた。

「ほんとうにカッツェなのか？」

　雪生が聞くと、メイベルは、自分でも信じられないとばかりに首をひねった。

　彼女も半信半疑なのだろう。

「わからぬ。今の私は人間だから、魔力の痕跡を辿ることもできない。カッツェのような気がした、というだけだ……」

　カッツェは雪生を殺した。雪生を生き返らせるためにメイベルは自分の命を使い、カッツェはメイベルを生き返らせるために自分の命を使った。

「たぶん私の勘違いだろう。カッツェは死んだのだから……私はカッツェが死んで消えていくところを確かに見た」

　メイベルは苦しそうな口調で言った。

　カッツェは、雪生には因縁の相手だが、不完全な魔女であるメイベルを二百年間守ってきた使い魔だった。二人の絆は深く、カッツェはお姫様を守るナイトのように、メイベルを見守っていた。

　それは雪生にとって、妬けることではあるのだが……。

「カッツェは、生きてるかも」

「えっ!?」

「だって、カッツェは、力のある魔法使いだったんだろ？　リヒルデ王妃が、瀕死の状態で黄金の宝珠を吐き出して、その宝珠がメイベルになったように、どこかで転生しているかもしれないだろ？」

「………………そうか。そうだな……。もし転生していたとすると、カッツェはたぶん、私の名前もわからず、ろくに魔法も使えないかもしれぬ。普通の猫になっているかもしれないな……。かわいそうに……」

「僕さ、思うんだけど、普通ってすごいことだよな。世界には、紛争地帯で難民キャンプで暮らしている人たちがいて、白雪姫みたいなサイコパスだっているわけだろ？　そんな中で、普通に暮らせるのって、すごいことだよ。カッツェがもし普通の猫になったなら、それはきっと幸せだと思うよ」

　メイベルはカッツェがいなくなったあと、落ちこんでいた。

　いつもは普通なのだが、ときおりカッツェの名前を呼び、「ああそうだ。カッツェは死んだんだ」とつぶやいて、泣きそうな顔をしていた。

　あの黒猫がカッツェかどうかはわからない。詭弁を弄しているのかもしれない。

　だが、メイベルに、元気を出してもらいたかった。

「うっ……」

　メイベルが嗚咽を漏らした。

「そうだといいな。お兄さま。ありがとう……」

　手のひらで口を覆い、泣きじゃくる。

「わっ、ご、ごめん。泣かないでくれっ」

　泣かれた雪生はおろおろした。

「あれっ、どうしたの？　メイベルちゃんっ!?　泣いてるの？　お兄さんが泣かしたの？」

　間の悪いことにクラスメイトの女子たちが通りかかり、メイベルの肩を抱き、ぽんぽんしてなだめる。

　これでは雪生が悪者だ。

　雪生は苦笑した。

　──僕はやっぱり運が悪い。
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　あるところに、心の優しい魔女がいました。

　魔女は王妃様として、義理の娘である白雪姫を慈しんで育ててきましたが、病気になった白雪姫を助けるために魔法の林檎を作って食べさせたところ、魔女であることがばれてしまい、白雪姫に殺されてしまいました。

　魔女は死ぬ寸前、黄金の宝珠を吐き出しました。

　宝珠から生まれた魔女は、かわいい少女になりました。

　少女は、白雪姫の転生体を探してヨーロッパをさすらいました。

　少女は、日本で白雪姫の転生体である少年と出会い、恋をしました。

　少年と少女は幸せに暮らしました。

　めでたし。めでたし。
















Ｍｙ妹　魔女の林檎
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